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    　六りつ花かのことを尋ねても、七なの日かは何も教えてはくれない。


    　車の後部座席に寝転がるラティメリアはやきもきし、足の裏でドアを蹴けった。


    「教えろって言ってんの！　六花の歯から生まれた私には、知る権利があるはずだわ」


    　ドン、ドンとドアを内側から蹴って抗議していると、運転席の古ふる川かわ七日がハンドルを握ったまま、不機嫌に舌を鳴らす。


    「お前、ドアぶっ壊したら一週間メシ抜きだからな」


    「喰くい神であるこの私が、一週間もメシ抜いたら死んじゃうわ。ナノは私を殺したいんだわ！」


    「おう。死にたいんなら蹴破れ」


    「……ふん」


    　静かになった後部座席を、七日はバックミラー越しに覗のぞき込む。


    　フード付きのパーカー姿。短いスカートから太ももを覗かせ、寝ころんだままのラティメリアはウミネコを胸に抱いて、むすっとしている。


    　七日は溜ため息いきをついた。


    「……何を知りたいんだ。今まで気にしたこともなかったくせに」


    「だって。六花の歯が──私の依より代しろである犬歯が、あんたの姉のものだとは知らなかったんだもの。……私は、その、六花って人に、似てるの？」


    「お前は、似てるよ」


    　ウィンカーを出し、ハンドルを切りながら、七日は答えた。


    「生意気で、うるさくて。食い意地が張ってて、阿あ呆ほで。バカで──」


    　言葉の途中で、ムッとしたラティメリアがドン、と後部座席のドアを蹴る。


    　すると七日が山やま吹ぶき色の小さな巾きん着ちやく袋ぶくろを取り出し、噛かんだ。中に入っている六花の犬歯へのダメージがラティメリアへと伝わり、後部座席から悲鳴が上がった。


    「んきゃああああっ」


    　山の端はが赤味がかる夕暮れ時。


    　二人を乗せた車は、開けた駐車場へと入っていく。


    　車が停車し、エンジンが止まったその瞬間。


    　ラティメリアは後部座席を飛び出して、車の後ろから大きく迂う回かいした。駆けたまま、車を降りてきた七日の背中に、浴びせ蹴りを放つ。


    「噛むのだけは、噛むのだけは許せないわっ！」


    　七日は蹴りをサーベルの鞘さやで受け流し、次いで繰り出された引っ掻かきを避よけながら、車のカギを閉めた。


    「そう怒るな。少し教えてやっただろうが」


    「あんたが六花を嫌ってるってことはよーくわかったわ！　後ろから刺し殺すほどにねっ」


    「……誰だれから聞いたんだ、それ」


    　ラティメリアは腕を組み、得意げに答える。


    「ふふん。あんたが何も教えてくれないから、情報屋から情報を買ったのよ。お小遣いでね。六りつ花かの最期を聞いたわ。五年前の戦争の最中、六花はあんたに殺された。味方でもあり、弟でもあったあんたにね。六花に似てるらしい私としては、聞き捨てならない情報だわ。いつ後ろから刺されるかわかんないもの」


    「……ふん」


    　七なの日かは否定も肯定もしなかった。


    　ラティメリアから視線を外し、あごで車の反対側を示す。


    「いいから、さっさとドアを閉めて来い。後ろから刺すぞ」


    「鬼き畜ちくっ！」


    　ラティメリアは大人しく車の後ろへと戻り、ウミネコを入れたショルダーバッグを肩にかけ、ドアを閉めた。


    　ノブに手をかけたまま、ぽつりつぶやく。


    「……よっぽど嫌いだったのね。だから今も〝六花のマガツカミ〟を追い続けてる。八時間もかけてこんな遠くまで。しかも、確実な情報じゃないってのにさ」


    　仕事だ行くぞと車に乗せられ、家を出たのは午前中だった。それから半日車に揺られ、寝て起きてもまだ到着していなかった。やっと車が止まったのは、日も沈みかけた夕方である。


    「聞いてなかったわ、こんな遠いなんて！　だったら召喚してよ。もうお腹ぺこぺこ！」


    「お前だって嫌いやだろ、召喚は」


    　車の向こうで叫ぶラティメリアを置いて、七日は歩き出す。


    　今回の仕事の依頼は、〝六花のマガツカミ〟っぽい人物から町を護まもって欲しいというものだった。しかしあくまで〝っぽい〟であって、届いた手紙の内容は、確実に〝六花のマガツカミ〟の存在を示すものではなかった。


    「これでいなかったら無駄足ね」


    「無駄足でも行くさ。可能性が一パーセントでもあるのなら、どこにでもな」


    「……ものすごい執念」


    　ラティメリアは、先を行く七日のスーツ姿を睨にらみつける。


    　七日は、〝六花のマガツカミ〟に対して強い執着心を抱いている。


    　六花の体を依より代しろに持つ彼女たちを一人残らず見つけ出し、斬きり殺そうとしている。


    　彼女たちに向けられる憎悪は、時にラティメリアを恐れさせる。


    「……だから、私のことも嫌いなのね……」


    　ラティメリアもまた、六花の体の一部から生まれた〝六花のマガツカミ〟なのだから。


    　七日が死ねば、その体を喰くうつもりでいる。隙すきあらば、七日を襲おそって殺すつもりでいる。しかしこのまま殺せずにいれば、いつか斬られるのは自分のほうなのではないか。


    　六りつ花かのように、後ろから刺されてしまうのではないか。


    「……みゃ」


    　息を殺し、禍まが々まがしい気配を発するラティメリアに気づき、ウミネコがショルダーバッグの中から顔を上げた。


    　ラティメリアは人差し指を唇くちびるに添えて、視線は七なの日かの背を見据えたまま、腰を落とす。


    　──これは、喰くうか喰われるかの問題なんだわ……。


    　いい加減、さっさと殺そうと決めた。


    　指先に力を込め、ツメを立てる。


    　背後から心臓を一突き──いや、心臓は胸骨に守られているから難しい。背骨を掴つかみ、引き抜いてしまおう。狙うは腰骨の上辺りか──。


    　一つ、音もなく深呼吸。心を落ち着かせる。


    　歩く七日の背中に向かって、ラティメリアは駆けだした。


    　伸ばした指先が七日の背に届く、その寸前。


    　七日は体を捻ひねり、ラティメリアの腕を搦からめ取る。


    　そのまま逆関節を決め、持っていたサーベルの柄つかをラティメリアの首根っこへ押し当てた。


    　体をくの字に仰のけ反ぞらされ、ラティメリアが悲鳴を上げる。


    「ぐあっ!?」


    　七日もまた闘気をまとい、サーベルの鍔つばを親指で押し上げた。


    「……おいおい。お前は真正面から斬きってやろうか？」


    「う、ぐっ。やっぱり、ノーマルじゃ弱いっ……。ドレスアップさえすれば、ドレスアップさえすれば！　あんたなんか、すぐに喰ってやるわっ。噛かみ千ち切ぎって、引き裂さいて、ぐしゃぐしゃにして喰ってやるんだから──はっ！」


    　キリキリと腕を捻られ、涙目だったラティメリアがふと顔を上げた。


    　目を細め、すんすんと鼻を動かす。


    「……何か、いい匂いがする」


    　じたばた暴れて拘束を解くラティメリア。駐車場の向こうに提ちよう灯ちんの連なる一本道を見つけ、ぱあっと顔を輝かせた。


    　山やま間あいに木こ霊だまする祭り囃ばや子し。浴衣ゆかたを着て行き交う大勢の人々。夕風に乗って、焼きそばやら焼きもろこしやらの、香ばしい匂いが漂ってくる。


    「ナノ！　たいへん！　祭り！」


    「知ってるよ。〝六花のマガツカミ〟っぽい奴は、あの祭り会場に現れたらしいんだから」


    「何それ！　全然無駄足じゃないじゃないっ！　やったあ！　祭りだ！」


    　禍々しい気配を霧散させ、ラティメリアは飛び跳ねる。


    「行くのはいいが、はぐれるなよ」と、七日が言い終わる頃ころには、すでに祭り会場へと駆けていた。


    「ホント自由だな、あいつは……」


    　なぜ今一瞬、気を張り詰めさせられたのか。ラティメリアといると息つく暇ひまがない。


    　今一度、溜ため息いきをついたあと、飛び跳ねる紫色のフードを見失わないよう、足を速めた。
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    　喰くい神はタコ焼きを愛している。わた飴あめも、リンゴ飴も、焼きモロコシも愛している。夜祭りの屋台で購入する食べ物が、何割増しも美お味いしくなるのはなぜなのか。


    　ラティメリアは、トウモロコシの粒を頬ほおにつけたまま、満面の笑みを浮かべた。


    「んまぁいっ」


    　右手にタコ焼き、左手に焼きモロコシを持ち、わた飴の袋は手首にぶら下げている。


    　雲の棚引く夕暮れ空に提ちよう灯ちんが連なり、真っ直すぐ伸びた一本道の両端に屋台が並ぶ。


    　短いスカートの裾すそを揺らして、ラティメリアは笛や太鼓の祭り囃ばや子しのリズムに合わせて歩いた。ご機嫌である。


    　肩にかけた大きめのショルダーバッグから、ウミネコが頭だけを覗のぞかせている。


    「サキちゃんも食べる？」


    「みゃ」と鳴いたウミネコは、差し出されたトウモロコシを喜び勇んでついばんだ。


    「ね。美う味まいよね。どうして祭りの焼きモロコシってこんな美味いんだろね」


    　少し先を歩く七なの日かが、雑踏の中、振り返る。


    「浮かれすぎんなよ。わざわざこんな地方の祭りにまで、遊びに来たわけじゃねえんだから。仕事だってこと忘れるな」


    「ナノだって浮かれてるじゃんか」


    　ラティメリアは眉まゆ根ねを寄せて、七日を見返す。


    　スーツ姿に、腰に下げるマガツカミ退治専用のサーベル。格好は確かに夜祭りを楽しむには似つかわしくないものだったが、その手には、色鮮やかな水飴が握られている。


    「お前ほど浮かれてはねえよ」


    「浮かれてない人は、水飴なんか買わないんじゃないんかな」


    　ラティメリアが近づくのを待って、七日は再び歩きだした。


    「いいか、迷子になったら召喚だかんな。日が暮れる前に、依頼者のいる上の神社まで──」


    　しかしすぐに足を止める。すぐ後ろを歩いていたはずのラティメリアが、またいない。


    「即そつ行こういねえし」


    　鉄板の上で焼きそばをかき混ぜている屋台の前に、その姿を見つけた。この食い意地の張った喰い神は、目を離した次の瞬間には香ばしい匂いに惹ひかれて、フラフラとどこかへ行ってしまう。


    「並ぶなっ、行くぞ」


    　七なの日かはラティメリアの襟えり首くびを鷲わし掴づかみにし、無理やり列から引っ張りだした。


    「んぐっ」


    「まだ食う気かよ……。いい加減にしろ」


    　ラティメリアは体を引き摺ずられながら、溜ため息いきをついた七日を見上げた。


    「だってさ、焼きそばだよ？　祭りに来たのに焼きそば食べないなんてさ、じゃ何食べるの？　って感じじゃない？」


    「食べ物なら、両手に溢あふれるほど持ってるじゃねえか。それ食わなきゃもう持てないだろ」


    「じゃナノ持って。ハイ」


    　不ふ承しよう不ぶ承しよう、トレイに入れられたタコ焼きを差しだすラティメリア。


    「一個だったらいいよ？　食べても」


    「いらねえよ。蛸たこは嫌いなんだ」


    「へえ。そうだっけ。どうして？　噛かみ応え？」


    「体が蛸を食べ物として受けつけない」


    「ふうん。美お味いしいのに。タコと同じ時代に生まれながらタコ食べられないなんて、じゃ何しに生まれてきたの？」


    「別に蛸食うためじゃねえわ……」


    　人混ごみを掻かき分けて、二人は長い石段を上っていく。


    　鳥居を潜くぐった先の境けい内だいは大きく開けており、一本道の先に拝殿があった。石灯どう籠ろうや手て水みず舎やのある境内を取り囲むように、社務所や神楽かぐら殿が建っている。


    　神楽殿の前には、人集だかりができていた。演目が行われている最中であるらしい。


    「ナノ。あれが観たいわ。何をやってるの？」


    「神楽だろう。観に行っていいぞ。どうせ依頼人との待ち合わせ場所は、ここだ」


    「やったっ」


    　喜んで駆けていったラティメリアだったが、人垣の後ろからでは人の背が見えるばかりで、舞台を鑑賞することができずにいる。ぴょんぴょん飛び跳ねてはみるものの、演者の姿形をちらと捉えるだけで精一杯だった。


    「い、一瞬ずつしか見えないわ……」


    　わあ、と上がる歓声が何に対しての「わあ」なのかわからず、やきもきする。


    　隣に立った七日は、鮮やかな水飴あめを舐なめながら、悠々と舞台を眺めていた。その背丈であれば、人垣は障害にならない様子。


    「ちびはしんどいな。神楽と同じ時代に生まれて神楽観られないなんて、一体何のために生まれてきたのか」


    「別に神楽かぐら観るためじゃないわ！　ナノ……！　肩車させてあげても──」


    「しねえよ。ガキか」


    「……っ。別に、勝手にさせるしっ」


    　ラティメリアは七なの日かの背中にしがみつき、その細い体を無理やりよじ登る。


    「くっ……降りろ、このやろう」


    「やだやだ、私も観たいの」


    　ラティメリアは七日の頭に腕を回し、足を胴に巻きつけたまま、舞台を眺めた。


    「わぁ、すごい……」


    　ライトアップされた舞台の上は、まるで別空間のようである。


    　舞台の両端には、見上げるほど大きなイヌマキの木が立っており、二つの木の幹を結ぶしめ縄からは、菱形に折られた紙し垂でが無数に垂たれていた。まるで、向こう側に結界が張られているかのようだ。その空間が、決して侵すことの許されない聖域のように感じられる。


    　舞台の中央では、白の羽は織おりを羽織った巫み女こが、粛しゆく々しゆくと舞っていた。


    　笛と太鼓の節奏に合わせ、ぴしゃんと大きく開く扇おうぎ。厳おごそかなその挙動には、修練された麗うるわしさがあった。


    「……きれい」


    「〝禍まがツ六りつ花か〟だな」


    　水飴あめを舐なめながら、七日がつぶやく。しがみつかれているため、首が歪ゆがんでいる。


    「え？　六花？」


    「近代神楽だよ。戦時中の六花をモチーフに作られた舞い」


    　戦時中、マガツカミを使って多くの兵士を救ったとされる少女の逸いつ話わは、民衆受けし易いのだろう。六花は戦火に抗あらがう国民の象徴として英雄視され、今やその舞いは地方にも広がり始めている。


    「へえ」


    「真ん中の巫女が六花役。ほら、囲まれた。あいつらが敵役だ」


    　仮面を付けた黒いもんぺの男たちが登場し、六花役を囲むように舞台を駆ける。一層激しく打ち鳴らされる太鼓のリズムに乗って、男たちは飛び跳ね、騒ぎ立てた。


    　しかし六花役は狼狽うろたえない。ゆったりと扇せん子すを持ち上げ、ひるがえす。すると奥から新たに登場したのは、白装束をまとった六人の少女たち。


    　それぞれが棒を握り、その先に菱形の和紙を垂らしている。


    「あれが、〝六花のマガツカミ〟」


    「おお……出た」


    　少女たちは六花を護まもるように前に立ち、棒を振って舞い踊る。


    　夕風がそよぎ、イヌマキの葉が、垂れる和紙が一斉に揺れ動く。


    　テンツクテン、テンツクテン……。囃はや子し太鼓の音に合わせ、一人、また一人と男たちが舞台袖そでに消えていった。最後の一人を退治して、少女たちが六りつ花かの元に集つどうと、厳おごそかな舞台であるにもかかわらず、観客から喝かつ采さいが生まれる。


    「すごいっ。格好いいっ！」


    「はしゃぐな、邪魔だ」


    　ラティメリアも周囲につられ、七なの日かの顔の前で手を叩たたいた。


    「六花って、すごい人だったんだね！」


    　六人の少女に囲まれて、六花役の巫み女こは静せい淑しゆくに舞い続ける。閉じた扇せん子すをゆっくりと薙ないでいたが、それで客席を差した時、突然ぴたりと動きを止めてしまった。


    　巫女の雪のように白い頬ほおが、みるみる朱に染まってゆく。


    　扇子の真っ直すぐ差した先。六花役の視線の先には、七日の姿があった。


    「あいつ、素に戻ったな」


    　七日はぽつり、つぶやいた。


    　舞台の中心である六花役が制止してしまったので、周りの少女たちも戸惑い始めた。舞いを踊ったまま、その表情は不安げに六花役へ向けられる。楽器奏者も顔を上げ、何ごとかと舞台へ視線を移した。不穏な空気を察知して、ざわつき始める観客たち。


    　すると六花役の鼻の下に、つつ、と一筋鼻血が垂たれた。
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    　巫み女こはハッとして我われに返り、袖そで口ぐちで鼻を隠す。


    「うあっ。やっ……」


    　くるくると目を回し、慌てふためくその姿に、観客席からは「雪ゆき生おちゃん、頑張れー」などと声援が飛ぶ始末。六りつ花か役が裳も裾すそを踏んでつんのめった途端、どっと笑いが起きた。


    　近寄ることさえ憚はばかられる秀麗な聖女が、突然俗世に落ちてきたような。思わぬ展開に、ラティメリアはぽかんと口を開ける。


    　ぐだぐだになりながらも最後まで振り付けを舞い終えて、巫女はいそいそと舞台袖に去っていった。笑い声とともに、盛大な拍手が沸き上がる。


    　ラティメリアもその背を見送りながら、乾いた拍手を送る。


    「ナノのお姉ちゃん……鼻血出してたね」


    「いや、あれは姉じゃないからな」


    



    　　　×　　　×　　　×


    



    「古ふる川かわくん……！　ホントに来てくれたんだ」


    　すべての演目が終わり、観客たちがまばらに散り始めた頃、舞台裏から先ほどの巫女が姿を現した。羽は織おりを脱いだだけの衣装のまま、七なの日かに向かって駆けてくる。


    　しかしすぐに周りの観客たちに発見され、取り囲まれてしまった。「素敵だったよ」「また綺き麗れいになったね」などと声をかけられ、花束まで贈られていた。


    「あ、ありがとうございます。ちょっと、通して……。あのっ」


    　巫女は笑みを湛たたえながら、困り顔で群衆の向こうに消えた。


    　わた飴あめをちぎって口に運びながら、ラティメリアは隣に立つ七日を見上げた。


    「古川くん、だって。知り合い？」


    「ん。今回の仕事の依頼主だ」


    　しばらくして人混ごみを掻かき分け、巫女は真っ直すぐに走ってくる。


    「ご、ごめんなさい。お待たせしちゃっ──あっ」


    　しかし七日の元へ辿たどりつく寸前、石畳に躓つまずいてつんのめり、抱いていた花束を宙に放る。ゴッ、と石畳に顔面を強打する巫女。


    　七日が花束をキャッチして、体を起こした巫女の前に屈かがんだ。


    「相変わらず、鼻血ばっか出してんだな、大おお坂さか」


    　打ちつけた鼻から、血を垂たれ流していることに気づいた巫女は、「うああっ」と袖口で鼻を隠した。頬ほおを真っ赤に染め上げて、ぐるぐる目を回す様さまは、舞台でのハプニングをなぞるようだ。


    「や……またっ。せっかくの、感動の再会がぁ」


    「観たよ、禍まがツ六りつ花か。見事だった」


    　言って七なの日かは、花束を巫み女こに返した。


    「あ……ありがとう……」


    　巫女は袖そでで鼻を隠しながら、もう一方の手で花束を受け取る。


    「最後に鼻血さえ垂たらさなければな」


    「あ、あれは古ふる川かわくんを見つけて、びっくりしちゃったからで……！」


    　七日が立ち上がり、巫女もまた腰を上げた。


    「ホントに、驚いたよ……。だって古川くんに抱きついてたのが……」


    　巫女は言い淀よどみ、七日の隣のラティメリアを、ちらと覗のぞき見る。


    　ラティメリアは「ん？」と小首を傾かしげた。


    「この子が……？」


    「ああ。喰くい神」


    「喋しやべれるの……？」


    　七日は、わた飴あめをつまんだラティメリアを見下ろす。


    「だってさ。喋れるか？」


    「喋れるに決まってんでしょ！」


    　巫女はラティメリアに向き直る。


    「あの……初めまして。大おお坂さか雪ゆき生おです。ここ、甲こう良ら神社の巫女をしております」


    「ぅえ、あ。んと……」


    　思わぬ丁てい寧ねいな挨あい拶さつに、ラティメリアは慌てて居住まいを正した。


    「ラティメリア……です。えーと……この子はサキちゃん」


    　ラティメリアはバッグを持ち上げて、「みゃあ」と鳴くウミネコを見せてやる。


    「わ。かわいいね」


    　雪生が人差し指でその額ひたいを撫なでると、ウミネコは気持ちよさそうに目を閉じた。


    「今は羽、怪け我がしてて、飛べないんだ」


    「まあ、そうなの……。保護してあげてるんだね」


    「うん。非常食なの」


    「あ、そうなんだ。非常食なんだ……」


    　おずおずと手を引っ込めた雪生に、ラティメリアが尋ねた。


    「ナノと知り合いなんでしょ？　お友だち？」


    「お友だち……というか……」


    　曖あい昧まいな笑みを浮かべ、返答に困る雪生。七日が代わりに答える。


    「戦時中、同じ隊に所属していた。祈き祷とう士しで構成された部隊にな」


    「へえ。祈祷士……？」


    「ああ。大おお坂さかは祈き祷とう士しなんだ」


    「えっ！」


    　ラティメリアは身を引いて、露骨に牙きばを剥むいた。マガツカミ退治を生なり業わいとする祈祷士に、良い印象があるはずもない。喰くい神ラティメリアもまた、マガツカミなのだから。


    　敵意を露あらわにするラティメリアに、雪ゆき生おは慌てて手を振る。


    「い、今はどこにも所属してないよ。神社に相談があった時だけ、悪いマガツカミを退治する程度で……」


    　見れば確かに、雪生は祈祷士の特徴ともいえるサーベルを帯刀していない。


    　ラティメリアは、改めて雪生の全身を見つめた。年齢は七なの日かよりも幼く見えるが、身長はラティメリアよりも少し高い。栗色の長い髪を後ろで結び、大きめの胸を巫み女こ装束で隠した、撫なで肩の楚そ々そとした立ち姿。その肌は雪生という名前の通りに、白かった。


    　この、おっとりとした優しそうな雰ふん囲い気きをかもす巫女が、サーベルを振るって戦場を駆け回る姿は想像できない。


    　境けい内だいで竹たけ箒ぼうきを握って枯れ葉を掃はいているほうが、幾分も様さまになっている。


    「……ホントに、戦場に出てたの？」


    　白の袖そで口ぐちは、二度の鼻血で赤く汚れてしまっていた。すぐに鼻血を出すような女の子が戦場に出て、よく生きて帰ってこられたものだ。


    　雪生は困ったように笑う。


    「ええと……。まあ、私は後方組だったから……。銃や剣は使えないの」


    　言って巾きん着ちやくから取り出したのは、数枚の歌か留る多ただった。人や動物の絵が描かれた、何の変哲もない歌留多。それを扇おうぎ状に広げ、雪生は尋ねる。


    「サキちゃんの怪け我が、治しちゃっていい？」


    「え？」


    　雪生は、歌留多を無造作に一枚、つまみ上げた。ラティメリアのショルダーバッグの中のウミネコの羽に、歌留多を添える。


    　すると歌留多が薄く発光し、柔らかな光がウミネコの羽を包んだ。


    「おおっ……」


    　歌留多から『治』という漢字が発生し、空気中にひらりと舞った。〝治〟は次々と歌留多の表面から湧わきだし、大中小さまざまなサイズの『治』が、宙に放たれ、溶けては消える。治、治、治、治……。


    「どうかな……？　治りかけだったから、そろそろ飛べると思うけど……」


    　自信なさげに雪生は言って、ウミネコの脇腹を撫で、羽を広げるよう促うながした。


    　羽をばたつかせたウミネコが、ショルダーバッグから飛び立つ。


    「あっ」


    　夕焼け空に舞い上がるウミネコを、ラティメリアは目で追いかけた。


    　羽に巻いていた包帯が外はずれ、頭上に降ってくる。


    「銃や剣は使えないけど、戦場では、祈き祷とう術が必要なこともある。私は衛生兵だったの」


    　雪ゆき生おはウミネコがうまく飛べたことにほっとして、安あん堵どの笑みを浮かべた。


    



    　　　×　　　×　　　×


    



    　夜風に境けい内だいの木々が、さやさや揺れる。七なの日かは石垣の上から、眼下の宵よい闇やみに浮かび上がる一本道を見下ろしていた。


    　石段の下に続く祭り会場からは、露店の香ばしい匂いが漂ってくる。周りは町工場や雑木林が多いため、祭りの夜ともなれば屋台の明かりで、神社へと続く一本道ばかりが煌こう々こうと明るく、浮き立って見える。


    　山の中腹に位置するこの甲こう良ら神社からは、甲良町を一望することができる。


    　織物業の盛んなこの町は、削られた山の片側に位置している。そのため、道のほとんどが坂道で、斜面にひしめき合う家々を結ぶように、石階段が続く。


    　似たような小道に似たような町工場が連なり、路地裏はまるで迷路のよう。


    　柿の果実のように鮮やかな朱色に染め上げる、この地方独特の染色法〝柿染め〟が有名で、ここは工場地域でありながら、工場見学者が多く訪れる観光の町でもあった。


    　年に一度の甲良祭りともあれば、毎年多くの観光客が集まる。昼は織物展覧会、夜は御み輿こし同士をぶつける〝御輿転がし〟など、イベントが目白押しだ。


    　石垣の上、町を見下ろすようにベンチが設置されていて、七日はそこに腰かけた。


    「お待たせ、古ふる川かわくん」


    　ほどなくして、七日の背に柔らかな声がかけられる。


    　一仕事終えた雪生が、ちょこんと七日の側そばに座った。その姿は巫み女こ装束のまま。胸に、一升瓶が抱かれていた。


    「……何だそれ」


    「えへへ。神楽かぐら観てくれた人から貰もらっちゃった。私のファンだって」


    　雪生はそう言った後に、うつむいて表情を曇くもらせる。


    「……でも鼻血出しちゃった。六りつ花かさんが観てたら、きっと私こんなんじゃないって、怒るだろうなあ……」


    「六花は英雄になりたがっていた。あいつの活躍が神楽になって民衆に親しまれてんなら、それだけでたぶん、喜んでるだろう。しかもそれを、大おお坂さかが踊るんだから」


    「えへへ」


    　雪生は一升瓶を持ち上げ、七日に見せつける。


    「ね。四年ぶりの再会を祝して、呑のむ？」


    「呑まねえよ、酒は」


    「お酒……苦手？」


    「夜は襲おそってくるんだ。あいつが」


    　七なの日かは、石垣のすぐ下の空き地をアゴで示した。一段低くなったそこは、赤土の敷かれた広場となっていた。町の子どもたちが、野球などをして遊ぶところだ。


    　暗くなった広場で、ラティメリアが一人駆け回っている。


    　その頭上では、傷の癒いえたウミネコが飛び回っていた。


    　滑空するウミネコに、ゲソを口渡しするという遊びに興じているようだ。ラティメリアが唇くちびるの先にゲソをくわえ、前に突き出す。しかし飛んできたウミネコは的を外し、ラティメリアの首に突き刺さった。


    「ぐふぅ」と悶もだえ、赤土に転がるラティメリア。


    　怪け我がの治った今日が命日だな、と七日はウミネコを憐あわれんだが、ラティメリアは土の上で足をバタバタさせ、ケラケラ笑っている。ご機嫌である。


    　雪ゆき生おは袖そで口ぐちで両りよう頬ほほを押さえながら、興きよう味み津しん々しんに尋ねてくる。


    「夜襲ってくるって……え？　夜よ這ばい？」


    「喰くうためだよ。あいつは隙すきあらば、俺を喰おうと狙ねらってくる」


    「……喰い神、だから？」


    「マガツカミ、だから」


    　七日は何でもないことのように言って、眼下のラティメリアを眺める。


    　雪生はその横顔を覗のぞき見た。感情を表に出さない七日の思考を読むのは、昔から困難だった。


    「そっか。……だからお酒、呑めないんだね。酔いつぶれちゃったら、危ないもんね」


    「あいつがな。酔って手加減できなくなったら、殺しちまうだろ」


    「……ああ。そっちなんだ……」


    　そんな言い草を聞けば、自分の命を狙うマガツカミと住んでいるわりに、神経をすり減らしているわけでもなさそうだ。それともただ、軽口を叩たたいているだけなのだろうか。


    「ねえ、古ふる川かわくん。[image: ]きいても、いいかな……。あの子は古川くんを喰おうとしているのに……どうして側そばに置いてるの？」


    「放ってはおけないだろ。あれも六りつ花かから生まれたマガツカミだ」


    「そうじゃなくて……。放っておけないんなら、その──」


    　雪生はうつむき、声を小さくする。


    「……斬きれば、いいのに」


    「……」


    　殺してしまうから呑まない、などと。まるで相手を気遣っているような言い方だ。雪生の知っている七なの日かは、マガツカミ相手にそのような手加減のできる男ではなかった。


    　七日は足を組んだまま、空き地を見下ろし続けている。


    「さっきね……。舞台で鼻血を出しちゃったのは、古ふる川かわくんを見つけたからだけじゃない。六りつ花かさんと同じ顔をした、あの子がいたから。本当に、そっくりなんだね」


    「斬きりにくいだろ。厄やつ介かいなんだ。六花と同じ顔したマガツカミってのは」


    「でも、例えばそれが、マガツカミの狙ねらいだってことはない？　古川くんの弱点である六花さんの顔を真ま似ねて、古川くんの弱みにつけ込んでるなんてこと──」


    「あいつのあれが演技だと？」


    「相手はマガツカミだよ。何するかわかんないよ……？」


    「だから見張ってるんだ。それより、こんな話するために呼び出したわけじゃないだろう」


    　七日は強引に話題を変えた。


    「俺はお前の依頼を受けてここに来たんだ」


    　雪ゆき生おからの手紙に書かれていた仕事依頼は、大まかに言えば、甲こう良ら祭りの警護だった。


    〝祭り〟とはすなわち、神を〝祀まつり〟崇あがめること。祭りは神々を、そわそわさせる。


    　祭り囃ばや子しの音色は、呼んでもいない神をも引き寄せてしまうことがある。呼ばれてもいないのに、マガツカミが顔を出す。


    　だからこういった祭りの際には、祈き祷とう士し協会から祈祷士が派遣されるのが普通である。


    　現に七日は参道を上ってくる間にも、何名かのサーベルを携たずさえた祈祷士たちがパトロールしているのを確認していた。対マガツカミの警護は万全。さらに言えば甲良神社自体が、マガツカミ退治を行う祈祷士在住の神社なのだから、七日の出る幕があるはずもなかった。


    　雪生が七日に手紙を送った理由は。


    　七日がラティメリアを連れ、わざわざ辺境の地へ足を運んだのは。


    〝六花のマガツカミ〟かもしれない人物の目撃情報があったからだ。


    「〝赤い髪の女〟が目撃されたのは祭りの準備期間中。人目を避けて、山側へ入って行ったんだって。その人が確実にマガツカミだとも言い切れないんだけど……」


    　雪生は一升瓶を抱き締めて、申し訳なさそうに言う。


    「もしマガツカミだとしても、祈祷士協会の人たちもいるし、私たち大おお坂さか流の神社がある町だから大丈夫だと思うんだけど、〝六花のマガツカミ〟っぽいってことで一応、古川くんにも警護をお願いしようかなって……」


    「いいよ。赤い髪の女。それだけで結ゆい神の可能性はあるさ」


    　七日は〝六花のマガツカミ〟の一人を思い描き、境けい内だいを取り囲む森林を見上げる。


    「山側っつったら、森しかねえよな」


    　白い月の浮かぶ宵よい闇やみに、立ち並ぶ杉のシルエット。さやさやと夏風に揺れる木々は影で黒く塗り潰つぶされており、おどろおどろしい雰ふん囲い気きをかもしている。


    　甲こう良ら町から山の裏側に回れば、そこは人の手の入らない森林地帯である。


    　森の中にもマガツカミはいる。神々の気もそぞろとなる祭りの時期に、わざわざ足を踏み入れる理由とは何なのか。


    「……確か、森の中に御み輿こしが祀まつられてなかったか」


    「あ。うん、森の奥に御輿の祀られた御堂があるって聞くけど……。私は見たことないな。普段町の人が森へ入ることは、ほとんどないもの。山側は、〝山ノ主〟のものだから」


    　森の中の〝山ノ主〟。それはいわゆる、町に伝わる言い伝えであった。三百年以上も前のこと。御輿同士をぶつける〝御輿転がし〟の風習はその頃ころからあり、多くの相手を打ち負かし、勝ち続けたとある御輿が、マガツカミを発生させてしまったのだという。


    　体が大きく、力の強いそのマガツカミを当時の人々は敬うやまい、山側へ御堂を作って御輿を祀った。そして山の半分をマガツカミの住む聖域とし、立ち入りも伐採も禁じたのだった。


    「山側には近づいちゃいけない。〝山ノ主〟を怒らせちゃうからね。小っちゃい頃からそう言われてきた。町の暗黙の了解、みたいなものだよ」


    　山の片側だけが、町工場の並ぶ人間の居住区。もう片側は放棄された森林地帯。お互いに干渉せず、三百年前から続く伐採禁止の掟おきては、今も守られ続けている。


    「古ふる川かわくん、詳しいんだね。この土地、初めてじゃないの？」


    「じゃないよ。戦前、古川のジジィに連れられて来たことがある。言ってなかったっけ」


    　初耳である。雪ゆき生おが声を荒らげた。


    「言ってないよぅ！　来てたの!?　ここ私の故郷だよ？　知ってた？」


    「ああ。けど来たのは、俺も六りつ花かもまだ幼かった頃だ。祭りを見て回った。嘘うそっぽい、珍しい生き物の見世物小屋なんてのがあったな」


    「もしかして、私とも会ったことあるかな。私、ずっとこの神社に住んでたんだけど」


    「どうかな。覚えてないだろ。会ってたとしても」


    「むぅ……」


    〝山ノ主〟に関しては覚えてるくせに、と雪生は内心むくれる。


    　七なの日かは広場を見下ろしながら、赤い髪の女の目的を考えた。


    　しかしラティメリアがちょろちょろと動くので、いちいち思考を掻かき乱される。今はウミネコを地面に寝かせ、無理やりその背を尻しりで踏みつけていた。


    　夜空を指差し……「さあ、飛べ」と言わんばかりに。


    「……いや無理あるだろ」


    　思わずつぶやき、雪生が「ん？」と顔を上げる。


    「ああ、いや、何でもない。その御輿の祀られてる御堂って、場所わかるか？」


    「お父さんに聞けばわかると思うけど……今から行くの？　夜の森は危ないよ……」


    「明日の朝一に行くか。じゃあ、その目撃者ってのはどこに──」


    「ナノ！」


    　七なの日かの言葉を遮さえぎって、ラティメリアが声を上げる。


    「やっぱり私は行くことにしたわ！　止めても無駄だから」


    「どこに……」


    「焼きそばを買いにに決まってるでしょ？　やっぱお祭りに来たからには、焼きそばを食べなきゃだわ。でも一つ問題があるの。どうする？」


    「何が……」


    「お小遣いがもうないわっ」


    「胸を張って言うことかよ」


    　ラティメリアは、蝦が蟇ま口ぐち財さい布ふから小銭をすべて手の平にこぼし、差しだしてみせる。


    「これじゃ焼きそば買えない！」


    「知るかよ。じゃ諦あきらめろ。お前さんざん買い食いしてただろ」


    「だって焼きそばは食べてないもの。だいたいさ、少ないのよ。私だって仕事手伝ってるのにさ、何で私、給料出ないの？　お小遣い制ってどういうこと？」


    「それでいいって約束だったろ。飯作ってやってるじゃねえか」


    「……騙だまされてる気がするわ。とんだブラック企業だったのね、私の職場……」


    「がめついな、マガツカミのくせに」


    「賃金を上げろぉー！」


    　すると隣に座る雪ゆき生おが、おずおずと小さく挙手をした。


    「じゃ、じゃあっ……私があげよっか？」


    「？」


    「私がお小遣いあげるから、その、一緒に行ってもいいかな……？」


    「何でお前が……」


    「だから古ふる川かわくんも行こうよ、お祭り。〝御み輿こし転がし〟も、これから始まるし……」


    　ラティメリアが石垣によじ登り、雪生の足元から目を輝かせた。


    「〝御輿転がし〟って、何？」


    「甲こう良ら祭り一番の催し物だよ」


    　雪生は膝ひざを曲げて、ラティメリアに微ほほ笑えみかける。


    「御輿と御輿をぶつけて、勝ち残り戦を行うの。それはそれは迫力のある伝統行事なの。ひどい年には、死者も出るんだから」


    「おぉ、たぎるねっ。行こう、ナノ。伝統行事だよ！」


    「たぎるな、バカ。仕事で来てんだよ、俺たちは」


    「古川くん。目撃者は、露店の準備中に目撃したんだよ。今も参道でお店出してると思う。話聞きに行きがてら、ね？」


    「……まあ、それなら」


    　七なの日かが嫌々ながらも了承してくれたので、雪ゆき生おは一升瓶を抱いて喜んだ。


    「じゃあ早速──あ、でもその前に……」


    　立ち上がった七日の全身を視線でなぞって、「ムゥ」と難しい顔をする。


    「野暮だよねえ？　お祭りにスーツなんて」


    



    　　　×　　　×　　　×


    



    　ラティメリアの着る浴衣ゆかたは、帯が腰の後ろでリボンのように結ばれていた。


    　尻しりを振ると、垂たれた帯の端が尻しつ尾ぽのように、ゆらゆらと揺れる。


    　何が面白いのか、ラティメリアはカランコロンと下駄を鳴らし、踊るように尻尾を振って遊んでいた。藍色の浴衣は裾すそが短く、白い足が太ももまで晒さらされている。


    　ショルダーバッグからは、ウミネコの頭が覗のぞいていた。怪け我がは治ったはずなのに、あのバッグの中を定位置として気に入ったようだ。


    「……浮かれちまったなあ」


    　溜ため息いきとともにつぶやく七日。その隣で、雪生が頬ほおを赤くしている。


    「あの……。どう、かな。この浴衣、下ろしたてなの」


    　黒地に椿つばきの描かれた大人っぽい浴衣。髪もあえて顔の側そばから前に垂らして、黒の生き地じに真っ白なうなじが映はえていた。両手を揃そろえて巾きん着ちやくを持ち、楚そ々そとして七日に上目遣いを向ける。


    「とっておき……だったりして。えへへ」


    「ああ。最高だ」


    「最高!?　やっ……ばい。鼻血が……」


    「さすが織物の町、一流だな。鼻血で汚すなよ」


    「浴衣の話？　浴衣の柄がらを褒ほめたの、今。引っ込んじゃったよ鼻血……」


    　七日もまた、浴衣姿だった。甲こう良ら神社の神主である、雪生の父のものを半なかば無理やり着せられたのだ。菱形のちりばめられたその浴衣は着き心ごこ地ちも優しく、一見して上等のものだとわかる。


    「古ふる川かわくんは、すごく似合ってるね。何だかしっくりくる」


    「ナノ、いつも家では浴衣だからねー」


    　ラティメリアが上げた声に、雪生は過剰に反応した。


    「え！　そうなのっ？」


    「でもさ、それでも剣は手放さないんだ。浴衣に剣って枯れた侍さむらいみたいでしょ。枯れ侍」


    「うるせえな。斬きってやろうか」


    　浴衣に着替えてなお、七日はサーベルを手放さない。ラティメリアがいるからだ。


    　祭りではしゃぐ子どものように見えるが、それでもラティメリアはマガツカミである。そんなものを引き連れて歩く以上、その暴走を制するための武器は常に携たずさえている。


    　細長いシルエットに剣を携える姿は、確かに侍さむらいに見えなくもなかった。


    「私は、ありだと思うよ……？　枯れ侍でも。渋くて」


    「……そんなに枯れて見えるのか、俺」


    　七なの日かは力なく答えて、ラティメリアの後ろ姿を眺める。


    「あいつはずいぶんとピチピチしてんな。丈、短くねえ」


    「〝六りつ花かのマガツカミ〟役の女の子たち、いたでしょう？　ラティメリアさんの浴衣ゆかた、あの子たちから借りたの。好きな柄がらを選んでもらったら、あれだったんだ。ちょっと幼すぎたかな……？」


    「まあちょうどいいだろ。あいつはどうせ、走り回るから」


    　浴衣に満足したラティメリアは、七日の言った通りすぐに興味を露店に変えて、「早く行こ」と人ひと混ごみの中へ駆けていった。


    



    　一本道を神社へ向かっていた時とは違い、ラティメリアの興味は食べ物の屋台から、射的などの遊技に変わっていた。その両手は食べ物ではなく、入手した景品で埋まっている。


    　くじ引きを引いてキツネ面を当て、ヨーヨー釣りで毒々しい色の水風船を釣った。


    　金魚すくいではすぐにポイの和紙を破いてしまい、「うがぁっ！」と声を荒らげる。


    「向いてないわ、これ」


    「力任せにやるからだ。弱えな。そんな腕じゃあ、一匹とてすくえない」


    　隣に屈かがんだ七日はラティメリアからポイを一本奪い、そっと水の中に浸す。息を殺して金魚に近づき、しゃっと一匹すくって見せた。


    「……おぅ。やるな……」


    「ラティメリアさん、私にも一本ください」


    　七日とは逆側に雪ゆき生おが膝ひざを曲げた。未使用のポイを差しだしたラティメリアだったが、雪生は笑顔のまま首を横に振る。


    「ううん、破けたやつでいいよ？」


    　優しげな笑みを湛たたえたまま、ポイを受け取る雪生。


    　破れたポイの縁に金魚を引っかけ、一瞬のうちにお椀わんの中へと放り込む。


    「おおっ……!?」


    　雪生の勢いは止まらず、二匹目、三匹目と次々に金魚をすくっていった。


    「あの目玉の大きいやつは？」


    「あの子は、暴れそうだね……」


    　ラティメリアの指差した黒い出目金にポイを引っかける雪生。しかし持ち上げた瞬間ビチビチと跳ね、桶おけの外にジャンプした。


    「あっ！」


    　声を上げるラティメリア。雪ゆき生おはすかさずポイを伸ばし、縁で二、三度下から叩たたいて出目金をバウンドさせる。ぽちゃ、とお椀わんの中に収まったときには、いつの間にか集まっていた周りの人々から、歓声が上がった。


    「すごい！　今、危き機き一いつ髪ぱつだったね！　すくったね！」


    「えへへ」


    　照れる雪生とは裏腹に、屋台の親父が泣きそうな顔で眉まゆ尻じりを下げていた。


    「勘弁してくれよ、雪生ちゃん……」


    「ごめんなさい」と雪生は舌を出して、お椀の金魚をすべて桶おけに流す。


    「しかも謙虚っ！」


    　雪生に尊敬の眼まな差ざしを向けるラティメリア。七なの日かが教えてやる。


    「遊び全般が異様に得意なんだよ、こいつは。普段はトロいのに」


    「ト、トロいは失礼だよっ……！　私ここの神社生まれだもん。毎年やってれば上う手まくなっちゃうんだよ。でもそのせいで、的てき屋やで遊ぶこと禁止されてるんだけど」


    　なるほど雪生が訪れると、的屋の主人たちは皆、顔を青くする。その〝遊び〟に対する能力は、ずば抜けていた。


    　輪投げではすいすいと目標物に投げ入れ、当然のように百発百中。
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    　板状の菓子に描かれた絵を、押しピンでくり抜くカタヌキでは、傘かさの形をくり抜く七なの日かと、リンゴの形さえくり抜けずかじりつくラティメリアの側そばで、難易度マックスの菩ぼ薩さつをくり抜いていた。


    「……何でカタヌキでこんな神こう々ごうしいもんが生まれるんだよ……」


    　菩薩をつまみ上げ七日が呆あきれると、雪ゆき生おは照れて頬ほおを両手で挟む。


    　ラティメリアに手を引かれ、次々と的てき屋やを荒らしてゆく雪生だったが、どの店からも景品を貰もらうことはなかった。ただ腕前を見せつけ、ちらと七日の顔をうかがうだけ。


    　雪生が技を披露するたび拍手が湧わく。美人である雪生は人目も引くから、客寄せとしては持ってこいの広告塔だった。その上、金は払うが景品は取らないものだから、青い顔した店主たちも、やがて機嫌を良くし、逆に「持っていきな」と、小物をくれた。


    　ラティメリアの手首には、金魚すくいで貰った小さな金魚が揺れている。


    「雪生ちゃん！　雪生ちゃん！」


    　だみ声の中年店主に手招きされ、一行は射的屋への前に立つ。


    「今年のはでけえぜ。どうだい雪生ちゃん。挑戦してみねぇ！」


    　額ひたいにねじりハチマキを巻いた店主は、前歯の欠けた歯を覗のぞかせて笑う。広げた腕の先、ひな壇の一番上に鎮座していたのは、白目を剥むいた達だる磨まだった。


    「落としたら当然、持ってっていい。しかも代金はいらねえと来た。どうだ、受けるか？」


    　射的屋からの挑戦状だ。周りにはすでに人集だかりができ、雪生に期待の眼まな差ざしを注いでいる。これは挑戦を受けざるを得ない。


    　真っ先にラティメリアが手を挙げた。


    「はいはい！　私やりたいっ。撃っていいの？」


    「威勢がいいな、嬢ちゃん。ただし、一人三発ずつだ。まあ無理だろうがな」


    　にやにやと笑みを浮かべた店主からコルクの乗った平皿を貰い、ラティメリアは鉄砲を構える。パン、と撃ち放ったコルクは、達磨の鼻先に当たった。


    　一体どんな仕様なのか、衝撃を受けた達磨から、機械音声が流れる。


    『はぁどっこいっ！』


    　後ろにやや傾いた達磨。しかし起き上がり小こ法ぼ師しの要領で、すぐに立ち直ってしまう。


    「んなっ……！　むかつくわっ」


    　ラティメリアは負けじとコルクを銃口に詰め、達磨を見据えた。しかしどんなに当てたところで、達磨は『はぁどっこい』の掛け声とともに戻ってくる。


    「詐さ欺ぎだよ、これ……！」


    　憤ふん慨がいするラティメリアの側そばで、雪生が銃口にコルクを詰めていた。


    「ふふ。達磨さんにだって、撃たれたくない部分があるはず……」


    　雪生が鉄砲を構えると、ほんわかとした雰ふん囲い気きが一変。猟銃を構えた狩人かりゆうどの醸かもすひりつく空気が、射的屋を包んだ。


    　野次馬も、店主もラティメリアも固かた唾ずを飲む中、雪ゆき生おは発砲。


    　パン、と当たったのは達だる磨まの眉まゆ尻じり──。


    　達磨はナナメ後ろに弾かれ、ひな壇の後ろに大きく傾いた。


    『はぁ──』


    　落ちた、誰だれもがそう思った次の瞬間、達磨はぐるんと半回転し、立ち直る。


    『どっこいっ！』


    　店主がガッツポーズを取った。


    「甘いぜ、雪生ちゃん！」


    「いいえ、一発で落とせるとは、思ってないものっ！」


    　すでにコルクを詰め終えた雪生が、まだ揺れる達磨に向かって二発目を浴びせる。


    　パン──。アゴを撃たれた達磨が跳ね、『はぁどっこい』にも心なしか焦あせりが見えた。


    　それでもひな壇の縁で踏ん張る達磨に、雪生は最後の一発を発射。コルクは眉み間けんに見事命中し、達磨がゆっくりと後ろに傾いた。


    　ラティメリアが前のめりになって叫んだ。


    「落ちろっ、達磨、死ねぇっ！」


    　しかし──『はぁぁあっ！　どっこいっ！』


    　達磨はそれでも倒れなかった。ぐわん、とひな壇の向こう側に傾いた達磨は、その衝撃をバネに変え、再び前に戻ってきたのだ。


    　全ての弾を使い切った雪生。今度は店主が叫ぶ番だった。


    「はっはぁ！　さすがの雪生ちゃんでも、敵かなわねえなあっ！」


    「そ……そんなっ──」


    　青ざめる雪生の肩に、手が置かれる。


    「どいてろ」


    　入れ替わりに前へ出た七なの日かは、鉄砲を右手に構え、目一杯前に突きだした。元々手足の長い七日である。銃口と達磨との距離は極端に縮まり、店主の顔が青ざめる。


    　ぐわんぐわん前後に揺れる達磨が後ろに傾いたタイミングを狙ねらって、とどめの一撃を、その額ひたいに食らわせた。


    『はんっ──！』


    　達磨は押し込まれる形で、ひな壇の後ろに消えてゆく。


    　一瞬の静寂があって、歓声が生まれた。


    　拍手の沸わき起こる中、ラティメリアが目を輝かせて七日を見上げる。


    「見直したわ、ナノ！　あんた達磨よりも強かったのね！」


    「いや、お前の達磨への評価高いな」


    「あ、ありがとう……古ふる川かわくん。私の誇り……守ってくれて……」


    「いや、気負いすぎだろ。射的だぞこれ」


    　店主が涙を拭ぬぐいながら、ひな壇の裏から達だる磨まを抱いてやってきた。


    「……ちくしょう……。さすが雪ゆき生おちゃんの彼氏ってとこかい。持ってけ泥棒っ！」


    「え、ちょ、彼氏とかじゃ、ないですよ、おじさんっ」


    　手を振って否定する雪生の側そばで、渡された達磨を見下ろす七なの日か。白目を剥むいたまま、よろしく……とでも言うように『どっこい……』と鳴く。


    「何だコレいらねえ。大おお坂さか、お前貰もらっとけよ」


    「えっ！　いいの？　そんなっ。古川くんが、私に？」


    「ええー。いいなあ。私も欲しい」


    　手を伸ばしたラティメリアよりも先に、雪生は達磨を奪って抱き締めた。


    「だ、だめですっ。これは私が貰ったの」


    「ええー。じゃ、ジャンケンする？　ジャンケンしよう？」


    「だめ、だめぇっ」


    　双方から引っ張られ、達磨が『どっこい！　どっこい！』と悲鳴を上げる。


    　達磨を取り合う二人に背を向けて、七日は人垣を割り屋台を離れた。


    



    　カランコロンと下駄を鳴らし、三人は提ちよう灯ちんの連なる参道を歩いた。


    　日は沈み、見上げた先は群青の空。夏の夜を、両脇に並ぶ屋台の明かりが、ぼんやりと淡く照らしていた。


    　額ひたいにキツネ面を引っかけたラティメリアは、タコせんべいをかじりながら先を行く。屋台を見回しながら、時折せんべいを割って、ショルダーバッグのウミネコに与えていた。


    　七日と雪生はその後ろ姿を眺めながら、二人並んでゆっくり歩く。


    　小脇に達磨を抱え水飴あめを舐なめる七日に、雪生が焼き鳥の入った紙コップを差し出した。


    「食べる？　焼き鳥。まだ熱々だよ？」


    「いいよ。水飴がある」


    「……もう。まだ甘いものばかり食べてるんでしょ。ちゃんとご飯食べてるの？　体壊しちゃうよ……？」


    「食ってるよ。あいつが飯を要求するから、作ってんだ」


    　七日はあごで、ラティメリアの後ろ姿を示した。雪生は七日の視線を追う。


    「あの子……喰くい神って、何食べるの？」


    「俺らと同じだよ。生ものより、調理されたものを好む。納豆はダメで、ハンバーガーが好きなんだそうだ」


    「ハンバーガー……？　ホント人間っぽいんだね」


    　雪ゆき生おもまた祈き祷とう士しとして、今まで多くのマガツカミを見、退治してきた。


    　それでも、ここまで人間らしく振る舞うマガツカミは見たことがない。的てき屋やの主人や野次馬たちも、まさか彼女が喰くい神だとは、思ってもみないだろう。


    　七なの日かが、喧けん騒そうの中につぶやいた。


    「マガツカミは依より代しろの特徴を強く引き継ぐだろ。六りつ花かの歯から生まれたあいつは、他のマガツカミ以上に、人間に……六花に近いのかもしれない」


    「でも、出生は〝六花のマガツカミ〟の子たちと同じなのに……。それなのに、あの喰い神は彼女たち以上に、人間社会に馴な染じんでいるように感じるよ。その違いは何？」


    　少しだけ間を置いて、雪生は自答した。


    「……例えば、戦争を経験していないから？　だから人間に対する嫌悪感がない、とか？」


    　七日は小さく笑う。


    「戦争をするのは人間なのに、戦争を知らないほうが人間らしいってのもおかしな話だ」


    「……」


    　雪生は迷っていた。このまま、この話題を続けていいものか。


    　さっきは喰い神の話題を明らかに避けていた。七日はきっと話したくないのだろう。


    　ちらりと覗のぞき見た先で、七日は水飴あめを舐なめている。甘い物を食べているせいか、心なしか心穏やかに見える。祭りを楽しんでくれているのだろうか。だとすれば、誘ってよかったと心から思う。


    「……あの子は、生まれてからずっと古ふる川かわくんと住んでいるの？」


    「ああ。六花が死んだあとだから、もう四年かな」


    「……そっか。戦争が終わったあとだもんね。けど……四年であんなにも成長するものなの？　ほとんど人間と変わらないじゃない。いつまでも喋しやべれないマガツカミだっているのにさ……。すごい学習能力だよ」


    「学習じゃないさ」


    　七日は、ウミネコに笑顔を向けるラティメリアの横顔を見つめる。


    「先日な、猫のマガツカミと遭遇した。屋敷に一匹残された猫が死んで、その死体を依り代にマガツカミが発生してたんだ。そいつは自分の依り代である猫の名前を覚えてはいなかったが、生前の猫と同じように、家族を想って歌い続けていた。その家族のことを知らないのに、だ」


    「依り代の習性が引き継がれてたんだね。本能が、歌うことを覚えていた」


    「ああ。それと同じだよ」


    「あの子も……？」


    「学習してるんじゃない。復習しているんだ。六花の人生を。その生き方を。たぶんな。あいつはそれをまだ知らない。自分の選択や趣味嗜し好こうが、違う誰だれかのものをなぞっているってことを。六花が納豆ダメだったってことも、その好きな食べ物がハンバーガーだったってことも」


    　雪ゆき生おもまた、ラティメリアの後ろ姿を見つめる。一緒に屋台を回るうちについ気を緩ゆるめてしまったが、無邪気なあの可愛かわいい笑顔が、またも不気味なものに見えてくる。


    「……あの子は六りつ花かさんの人生をなぞって……人間になっていくの……？」


    「さあな。人の肉体を依より代しろに生まれた奴やつらなんて、〝六花のマガツカミ〟以外に俺は知らない。あいつも含め、奴らがどう成長していくかは見当もつかない。ただ──」


    　それは〝斬きらないの〟と尋ねた雪生への回答だった。


    「──あいつが六花と同じ顔で笑うから、俺はあいつを斬れないんだ」


    　ふと七なの日かは足を止める。


    　二歩、三歩先へ進んで、雪生が振り返る。


    「……古ふる川かわくん？」


    「仕事の前にちょっとした厄やつ介かい事ごとだ。大おお坂さか、先に行ってろ」


    「え」


    　一本道の脇から、サーベルを携たずさえた若い祈き祷とう士しが二名、近づいてくる。祭りの警備に当たっている祈祷士だろう。七日と喰くい神ラティメリアを知っている者たちなのか、職務質問でもするつもりなのかもしれない。


    「平気か。マガツカミと二人っきりになるが」


    「ん。ラティメリアさんは任せて。これでも一応、祈祷士なんだから」


    　雪生は巾きん着ちやく袋ぶくろを掲げてみせる。中には、雪生が祈祷術に使う遊具が入っている。


    　七日は近づいてくる祈祷士二人を尻しり目めに気にしながら、雪生に達だる磨まを投げ渡した。


    「振り返らずに離れろ。見つかると面倒だぞ。お前はここいらじゃ有名人のようだし」


    「うん。先で待ってるね」


    　達磨を受け取った雪生は、ラティメリアのほうへ駆けてゆく。


    　途中、我慢できずにチラと後方を覗のぞき見た。


    　祈祷士二人に囲まれて、七日がサーベルを取り上げられているところだった。


    



    　　　×　　　×　　　×


    



    「ねえねえ、二人とも超可愛くね？　何々？　ヒマしてんの？」


    「焼きそば食ってんじゃん。これがヒマに見えんの？」


    　石垣に胡座あぐらをかくラティメリアは、焼きそばをすすりながら不機嫌に答える。


    　ラティメリアと雪生に話しかけてきたのは、二人の若い男性であった。洒落しやれた格好を見れば、県外からの観光客であるとわかる。


    　男たちは、困った表情を浮かべる雪生に構わず、話しかけ続ける。


    「えーヒマに見えるわぁ。祭り一緒に回らね？　何かご飯おごるし」


    「マジか。行く行く」


    「え、ラティメリアさん!?　ちょろすぎるよ！」


    　立ち上がろうとするラティメリアを、雪ゆき生おが止めた。


    　雪生が両腕で大切そうに抱える達だる磨まを見て、男二人が笑う。


    「ってか何で達磨持ってんの？　ウケんだけど」


    　雪生はムッと唇くちびるを結び、男たちを向いた。


    「私たち、待ち合わせをしているので。あっち行ってくださいっ」


    　ポン、と達磨の頭を叩たたく。──『はぁ、どっこいっ！』


    　雪生と達磨の剣幕に気け圧おされて、男たちは去っていった。


    　その背中が見えなくなってから、雪生は「ふう」と肩の力を抜く。


    「もう……。遅いなあ、古ふる川かわくん。御み輿こし転がし始まっちゃうよ……」


    　雪生は、不安げな顔で辺りを見回す。会場となる広場には、すでに多くの人が集まっており、御輿が到着するのを、今か今かと待ちわびていた。


    　雑踏の中に七なの日かの姿はない。


    「揉もめてるのかなあ……」


    「大丈夫じゃない？」


    　雪生の心配をよそに、ラティメリアは石垣の上で食べ続けている。焼きそばが、チョコバナナになっていた。


    「……古川くんのこと、心配じゃないの？」


    「祈き祷とう士しに絡まれるなんて、いつものことだもん」


    「……ラティメリアさんは、古川くんのこと、よく知っているんだね」


    「まあねえ。付き合い長いからねえ」


    　チョコバナナにかじりつくラティメリア。


    　その膝ひざの上に乗り、ウミネコがおこぼれを狙ねらって「にゃあ」と鳴く。


    「……古川くんって、その、恋人とか、いるのかな……」


    「恋人ー？　あんな枯れ侍さむらいに恋人なんているわけないわ。友だちさえいないもの」


    「そっか。そうだよね。枯れ侍だもんね、うん。ラメさんは──あ」


    　名前を噛かんでしまい、雪生は口元を手で覆おおった。


    「いいよう、略して。長いもんねえ」


    　ウミネコをバナナの串でつつきながら、ラティメリアは言った。


    「じゃあ……ラメ……ちゃん？」


    「悪くないわっ」


    「じゃラメちゃんも、私のこと、どうぞ名前で呼んでください」


    「名前、何？」


    「あ、あれ!?　自己紹介したよね！　雪ゆき生おです。大おお坂さか雪生」


    「ユキオっ。ちょっと忘れてたよー。いひひ」


    　ラティメリアは八重歯を覗のぞかせて笑う。その笑顔は、在ありし日の六りつ花かとよく似ている。


    「……〝ラティメリア〟って、綺き麗れいな響きだね。古ふる川かわくんが付けたの？」


    「んー……。かなあ？　いつの間にかこう呼ばれてたから。シーラカンスの種類の名前なの」


    「へえ、そうなんだ。どうしてお魚の名前を？」


    「わかんない。好きなんじゃない？　シーラカンス。でも美お味いしそうに見えないよね」


    「美味しそう……？　食べるの？」


    「食べ物の名前つけんの、あいつ。カラメルとか」


    「へえ……」


    　雪生が黙ると、二人の間には沈黙が流れた。質問をしなければ、ラティメリアから話を振ってくることはない。ただ黙々とバナナをかじり、時折ウミネコとじゃれている。


    「あの……ラメちゃんはさ、古川くんのこと、どう思って──」


    　と、大事な質問の途中で、「うぇーい！」と声をかけられる。今度はもっとチャラい三人組である。──「ちょ何してんの？　オレらと遊び行かねえ？」


    「行きませんっ」


    　雪生は達だる磨まを連打して追い払う。


    『どっこいっ、どっこいっ。はぁあ、どっこいっ！』


    「うわ、何だこの女、怖こぇえっ！」


    　逃げていく三人組。懸命に達磨を叩たたいた雪生はハァ、ハァと息を切らしてさえいた。


    「ねえ、ラメちゃんは──」


    「ねえちょっとそこの二人、いい？」


    「もう、何なのっ!?」


    　またも二人組の男たちに声をかけられる。日も落ちているのにサングラスをかけた二人組。ロクな者でないことは明らかである。雪生はラティメリアの手を取って逃げだした。


    「おおうっ、ユキオ、どこ行くの？」


    　パタパタと羽を広げたウミネコが、ラティメリアを追って夜空を舞う。


    「来ない古川くんなんてもう知らない。私のお気に入りの場所、案内してあげるよ」


    　前を走る雪生はラティメリアへ振り返り、立てた人差し指を唇くちびるに添えて笑った。


    



    　表通りから脇道を入り、雪生はラティメリアを階段の多い路地裏へと連れていく。


    　町工場の並ぶ細い通路を幾度も折れ曲がり、短い階段を二段飛ばしで上ったと思ったら、少し進んだ先で今度は下ったり。ラティメリアは、迷路の中にいるような感覚に陥おちいった。その頭上に、ウミネコが着地する。


    　表通りからは、どんどん離れていっているのだろう。街灯の数が減るにつれ辺りは暗くなっていき、祭り囃ばや子しが遠くなってゆく。


    　町の至るところに、蟹かにのマークを見つけた。シャッターの下りている店の看板にも。街灯の側そばにはためく旗や、道ばたのスローガン。出しっ放しののぼりにも、絵柄は違うが、赤い蟹の絵が描かれている。


    「ユキオ。この町は蟹が好きなの？」


    「そうかもね。ホントかどうかわかんないけど、甲こう良ら町の〝甲良〟の由来は、蟹の甲こう羅らからきてるそうだから」


    「へえ。蟹の町だったんだねえ」


    　雪ゆき生おは階段を上りながら、山のてっぺんを指差した。


    「昔々この上にはね、お城があったんだって。その城主の家紋が、蟹の形をしてたのね」


    　階段を上りきった雪生は、上ってくるラティメリアを待ちながら、続けた。


    「戦国時代。城主はある将軍に騙だまされ、殺されて、山を町ごとを奪われてしまったの。その悪い将軍のあだ名が〝猿〟ね。猿軍のあまりに卑劣な行為に、父の敵討ちと立ち上がったのが城主の息子。この山を舞台に、猿軍と蟹軍の合戦が行われたの」


    「ふうん」


    「けど猿軍の規模は蟹軍の何倍も大きくて。とても勝てる相手ではなかった……。そこで城主の息子は、最後の手段と、祈き祷とう士したちを集め禁きん忌きに手を染めた。マガツカミを故意に発生させて、猿軍を襲おそわせたんだって」


    「おお……。それって〝六りつ花かのマガツカミ〟みたい」


    「ね。でもこれは遥か昔の御お伽とぎ話ばなしだからなあ。当時の祈祷士たちは何とかして、四体のマガツカミを発生させることに成功した。〝臼うすのマガツカミ〟と〝蜂巣のマガツカミ〟と〝栗のマガツカミ〟。それから〝牛ぎゆう糞ふんのマガツカミ〟ね」


    「ギューフン……？」


    「牛の糞のことね」


    「牛糞!?　牛のうんこから生まれたマガツカミがいるの!?」


    「いたんだよ。蟹軍はこうして、猿軍を壊滅させ、見事、柿染め織物の盛んなこの町を取り戻しましたとさ。めでたし、めでたし」


    「牛糞がどう活躍したのかが気になるわ……」


    「敵の足を滑らせる、とかかなあ。糞だから、食料をダメにとかできそう」


    「おう。意外と恐ろしい奴やつだったね……牛糞」


    「その御伽話があるからか、この町は結構寛容なんだよねえ、マガツカミに対してさ。うちの神社にも、四天王として祀まつられているんだよ。マガツカミが祀られてるなんて珍しいでしょ。拝殿に大っきな木像があってね。どーんって」


    「へえ。祈き祷とう士しなのに、マガツカミを祀まつるの？」


    「そこがね、複雑なんだ。その四天王を発生させた祈祷士ってのが、私たち大おお坂さか家の先祖なんだって。私たちの流派は、道具を作る祈祷術に長たけてるんだ。マガツカミを拘束したり、結界を張ったりね。だから有事で召集された時も、期待されてた。けど私たち大坂家の誰だれも、マガツカミを従えることなんかできなかった……」


    　拘束することはできても、命令に従わせ、武器として使うことは敵かなわなかった。


    「帝国軍の期待に応えられた祈祷士は、六りつ花かさんただ一人」


    「ふうん。〝六花のマガツカミ〟にもさ、牛ぎゆう糞ふんいるかな？」


    「……いないよ。ラメちゃんお気に入りだね、それ」


    　雪ゆき生おが足を止めたのは、雑草の茂る石段の前だった。人ひと気けはなく、一見して打ち捨てられた神社だとわかる。石段を見上げた向こうには、古い鳥居がひっそりと立っていた。


    「ここ。私の秘密の場所なの」


    　雪生に続いて、ラティメリアも石段を上がっていく。


    　鳥居を潜くぐった境けい内だいに、石の敷かれた一本道が続いていた。その先には御堂が一つ、月明かりに照らされて、ぽつねんと佇たたずんでいる。瓦かわらは剥はがれ落ち、柱や手すりは朽ちていた。


    　人に忘れられ、放置された神社とはどことなく不気味だ。境内は鬱うつ蒼そうとした雑木林に囲まれており、柔らかな月明かりがなければ、辺りは真っ暗になるだろう。


    　足を踏み出すのを、逡しゆん巡じゆんするラティメリア。


    　雪生は一本道をしずしずと歩いていく。


    「……今日はお祭りの夜だから、きっと姿を現してくれると思う」


    　賽さい銭せん箱ばこの上に達だる磨まを置いて、雪生は振り返った。


    「どうしたの？　もっとこっちへおいで」


    　雪生に手招きされ、ラティメリアは鳥居を潜る。一本道以外の部分には雑草が生はえており、砂じや利りがまばらに落ちていた。


    　ラティメリアが境内の中央まで来た時、雪生は、お手玉を四方に放り投げた。


    「あれ何？」


    「術の込められた遊具だよ。歌か留る多たと同じ」


    　やがてひとりでに裂さけたお手玉の隙すき間まから、漢字が吹きだす。その文字は『界』。界、界、界──。無数の『界』が、生なま温ぬるい夏の風に吹かれて、煙のようにたゆたう。


    「何するの？」


    　雪生は答える代わりに、人差し指を唇くちびるに添えた。


    　それからそっと、口笛を吹く。ひぐらしの音色に似たそれは、寂せき寞ばくの境内に染み渡るように響いた。しばらく何度か繰り返した後に、雪生は声を潜ひそめる。


    「私たちは、道具を使う。大坂家はね、マガツカミと──〝遊ぶ〟んだ」


    　言って巾きん着ちやく袋ぶくろから、今度はお弾きを取り出した。一ひと掴つかみしたそれを、夜空に向かって投げ散らす。ばらまかれたお弾きが、パラパラと砂じや利りに当たって音を立てる。


    「見てて」


    　すると砂利や小石の隙すき間まから、ぽわ、と緑色に発光するものが覗のぞいた。


    　這はい出てきたのは、短い手足を持つ人ひと形がたのマガツカミだった。手の平サイズのマガツカミ。全身は白く、のっぺりとしたその頭部だけが、緑色に発光している。


    「おお……？」


    「祈り神だよ」


    　祈り神はよちよちと歩いて、お弾きを両手で抱き締める。丸を二点打っただけのような、簡易的な顔から感情は読めないが、「きゅ、きゅ」とお弾きに頬ほおずりするのだから、それをよっぽど気に入った様子である。


    「この子たちは境けい内だいの砂利を依より代しろにしているの。普段は隠れてるけど、神社には結構いるものなんだよ、人が強く祈りを捧げるところだから──」


    　砂利の下や雑草の隙間から、次々と祈り神が現れる。それぞれがお弾きを求めて、よちよちと歩く。その数は、一〇や二〇を優に超える。


    　境内の中央に立つ二人は、あっという間に取り囲まれてしまった。


    　親指サイズの小粒なものもいれば、細長かったり、太っていたりするものもいる。その姿形はさまざまだったが、みな「きゅ、きゅ」と、頭部を緑色に発光させていた。


    　ふいに足元に現れた祈り神を警戒し、足を下げるラティメリア。


    「お、おうっ……！」


    　よちよち駆けてきたので、足で踏みつけた。足の裏で緑色の光が散る。


    「わあっ！　ダ、ダメだよ、潰つぶしちゃ」


    「あっ……うあ……」


    　ラティメリアが足をどけると、石畳の上に、ぺちゃんこに潰れた祈り神が倒れている。微かすかに灯ともる緑色が弱々しくなり、やがてふっと掻かき消えた。


    　雪ゆき生おが膝ひざを曲げ、祈り神の死体を見下ろす。


    「……死んじゃった」


    「ご……ごめん……」


    　ラティメリアは素直に謝り、雪生と並んで屈かがみ込む。


    「怖がらなくても大丈夫だよ。この子たちは、危害を加えたりはしない。力はとても弱いの。その能力〝神かみ守もり〟は、誰だれかの願いを受けてお守りを吐き出すってだけの力だよ」


    「……お守り？」


    「そう。滅多に吐き出したりしないんだけどね。私も見たことないの。お祈りは何度もしてるんだけどね。邪よこしまだからか、聞いてくれないんだ」


    　祈り神が一匹、夜空を見上げていた。閉じた一本線の口が横に裂けて、頭部で発光させていた緑色の光玉を、ぽわっと吐き出す。


    　最初の一匹が玉を吐き出すと、それを皮切りに、祈り神たちは次々と光玉を吐き出した。


    　ぼんやりとした緑色の灯ともし火びは、まるで蛍の群れのようでもあった。


    　廃すたれた神社が、幻想的に彩いろどられていく──。


    「わあ……！　綺き麗れい……」


    　緑色の光を浴びて、立ち上がったラティメリアの表情もまた輝いた。


    「この場所……。古ふる川かわくんには内緒だよ」


    　雪ゆき生おは屈かがんだまま、そっとつぶやく。


    「この子たちも見つかれば、きっと退治されちゃう。古川くんは、マガツカミが嫌いだから……。今でもきっと、嫌いなはずだから──」


    　ねえラメちゃん、と雪生はラティメリアの横顔を見上げた。


    「……ラメちゃんは、人間を喰くったこと、あるの……？」


    「え」


    　振り返ったラティメリアは、きょとんとして尋ね返した。


    「どうして？」


    　どうして、そんなことを[image: ]きくの、と。雪生は、その言外に隠された言葉を想像してしまう。


    　──どうして？　せっかく仲良くなれたのに。


    　そう、言われたような気がして、慌てて質問を変える。


    「ご、ごめんね。意地悪な質問だったね。ええと、じゃあ。……人間は好き？」


    「んんー？」


    　ラティメリアは小首を傾かしげる。


    「〝好き〟って気持ち、よくわかんないわ。〝嫌い〟なら簡単なんだけど」


    　ラティメリアはしばらく灯火を見つめてから、答えた。


    「食べ物をくれる人は〝好き〟。だからこの魚くれたおじさんは〝好き〟、かな」


    　言って手首を持ち上げ、プラスチック袋の中に泳ぐ金魚を掲げた。


    「ラメちゃん……。金魚は食べる用の魚じゃないよ……」


    「え……？　食べないの？」


    「観て楽しむための魚だよ。食べるつもりだったんだね……」


    「これ、観てどうするの……？」


    　金魚を矯ためつ眇すがめつ眺め回すラティメリア。そんな仕草に、雪生の顔はつい綻ほころんでしまう。


    　ラティメリアは、バッグの中のウミネコを抱き上げた。


    「サキちゃんは〝好き〟」


    「みゃ」とウミネコのつぶれる声がする。


    「それから、ええと……。ユキオも〝好き〟、だわ」


    「え、私？」


    「ん。サキちゃんの怪け我が、治してくれたし。浴衣ゆかた貸してくれたし。金魚すくい上う手まいし。舞台で格好よかったし。トトトン、トトンって」


    　数あま多たの光玉を背景に、ラティメリアは舞台で踊る雪ゆき生おの真ま似ねをして見せる。扇せん子すを前に差し出す仕草。袖そでをつまんで、一回転──。


    「鼻血たらーって」


    「鼻血はもう、忘れてほしいな……」


    「それから、七なの日かは〝嫌い〟」


    「……そうなんだ」


    「ご馳ち走そうとしては、〝好き〟かもね」


    「古ふる川かわくんのこと、ホントに喰くうつもりなの？」


    「喰うよー。でもなかなか仕留めらんないの。いつだってサーベル持ってんのよ？　家にいる時も、寝てる時もだよ。だからさ、死ぬのを待つしかないのかなあ」


    「……へえ」


    　とても穏やかではない話題だが、ラティメリアは簡単に話す。七日と同じだ。彼もラティメリアに襲おそわれることを、何でもないことのように話していた。


    　自分はこの二人に、からかわれているのだろうか？　それともこの二人にとって、〝喰う〟とはそれくらい簡単なことなのか。


    「歪ゆがんでるよ……」


    　雪生はそっとつぶやき、続ける。


    「ラメちゃんにとって、古川くんはご馳走なんだね」


    「そう。ナノの血ってね、甘いんだよ。他の人間よりもさ。何回かかじることができたんだけど、肉も柔らかくてとろけるのっ！　あれはきっと、煮ても焼いても美お味いしいわ。驚かない？」


    　嬉き々きとして話す喰い神に、雪生は何と答えていいのかわからず、とりあえず笑っておく。


    「古川くんは特別だから……。ううん、古川家が特別なのかな」


    「六りつ花かも美味しいんだってね。覗のぞき神が言ってたよ。やっぱお姉ちゃんだからだね」


    　誰だれ々だれが美味しい、などとそんな話題、自分もまたマガツカミのようだ。雪生は自じ嘲ちようし目を細めつつ、否定する。


    「違うよ。あの二人、血は繋つながっていない」


    「え。そうなの？」


    「古川一族特有の甘い血肉って、親子の繋がりで引き継がれるようなものじゃないんだよ。あの体質は、突然変異。マガツカミを引き寄せてしまう病気なの。昔はそういう子たちを生いけ贄にえとして捧げると、神に喜ばれたんだって。今は時代が違うから、ただマガツカミを引き寄せちゃう、血肉の甘い子どもたち。古ふる川かわ流は、普通だと捨てられちゃうような、そんな子どもたちを養子にして、祈き祷とう士しとして育てる流派なんだ」


    「へえ。ナノ、病気だったんだね」


    　地面へ下りたウミネコが、小さな祈り神をクチバシで突ついていじめている。


    「突ついちゃダメだよ、サキちゃん」


    　祈り神を追いかけるウミネコを、ラティメリアが窘たしなめる。


    　雪ゆき生おは立ち上がり、その背中を見つめながら、続けた。笑顔はとうに、消えている。


    「……祈祷士にも流派がある。大おお坂さか流祈祷術が遊具を使うように、古川流は自分自身をエサとしてマガツカミを引き寄せるの。けど古川くんは、ほとんど術を使わないでしょ？」


    「んー。〝召喚〟も嫌がるわ。あれは私も嫌だからいいけど」


    「祈祷術を使うと、血肉が熟成されるらしいからね。使えば使うほど、彼らは美お味いしくなって、マガツカミを引き寄せるの」


    「え！　じゃあナノにもたくさん〝召喚〟させるべきじゃん」


    「そうだね。でも昔から、古川くんは術を使わなかった。使うのはいつも六りつ花かさん。そのせいで寄ってくるマガツカミを斬きるのが、古川くんの役目だった。軍の学校でも、戦場でも。サーベルを握って、怖い顔して。古川くんはいつだって六花さんの側そばで、六花さんだけを護まもってたんだ」


    　雪生は目を伏せて、小さくつぶやく。


    「──ねえ、ラメちゃん」


    　雪生の声は、境けい内だいの静寂に響き渡った。


    　ラティメリアは振り返る。雪生のまとう穏やかな空気が一変している。


    　凜りんとした立ち姿は、舞台上で六花を演じていたあの時と似ていた。


    「ユキオ……？」


    「……古川くんはずっと、六花さんのために生きてたんだ。戦争が終わって、六花さんがいなくなって、古川くんはやっと解放された。なのに、あなたが現れた。まるで、六花さんの呪のろいみたいに」


    　雪生は巾きん着ちやくから、木き槌づちを取り出した。達だる磨ま落としで使う、小さな木槌である。


    「卑ひ怯きようだよ、喰くい神。その体質のせいで、幼い頃ころから襲おそわれ続けてた古川くんは、誰だれよりもマガツカミを憎んでいるはずなのに。あなたが六花さんと同じ顔をしているから、判断できずにいる」


    　ウミネコに追いかけられ、祈り神が石畳を駆けていた。すると突然、見えない壁にぶつかり、バリバリと痺しびれて、転ぶ。


    　その様子を見て、ラティメリアは気づいた。四方に投げられたお手玉を結んで、薄い膜が張られてある。ウミネコは普通に出られるのに、祈り神たちだけが、境内の外に出ることができずにいる。


    「結界……？」


    「マガツカミ限定で、ここから出ることはできないよ。私の名前を忘れても、私が祈き祷とう士しだってことは、忘れてはいないよね？」


    　右手を振る雪ゆき生お。すると指先につままれていた木き槌づちがみるみる巨大化し、雪生の背丈をも超えるほどに大きくなった。打撃面から湧わき上がる漢字は、『打』。打、打、打──。


    「喰くわせないよ。古ふる川かわくんは、私が喰わせない──。喰い神ラティメリア。私と少し、遊びましょう？」


    



    　　　×　　　×　　　×


    



    「まあ、こりゃずいぶんとぼろっちぃ白しら雨さめだな」


    　七なの日かのサーベルを手にした若い祈祷士は、その刀身を鞘さやから抜いて頭上に掲げた。


    　片目をつぶって柄つかの先から覗のぞいてみたり、白刃を月明かりに反射させたり。目利きでも気取っているのか、鑑定士よろしく七日のサーベル〝白雨〟を品定めしている。


    「ホントに斬きれんの？　これで」


    　マガツカミを斬るために打たれた刀剣。その主な特徴は、刀身の背から腹に走る乳色の斜線である。鍔つばから切っ先にかけて斜線の間隔は広くなり、まるで刀身に白い雨が降っているように見えることから、そのサーベルは白雨と呼ばれていた。


    　ただこの白雨、特に珍しい装備ではない。七日を呼び止めた二人の祈祷士の腰にも、同じサーベルはぶら下がっている。


    「鞘なんて亀き裂れつ入ってんじゃん。これじゃただのオモチャだよ。見逃してやろうぜ」


    　サーベルを鞘に納めた長身の祈祷士──南なん天てんが苦い顔をして言う。ウェーブがかった長髪を顔の側そばで垂たらし、ひょろ長い全体のシルエットは七日のそれと似ている。


    「ダメだ。一般人が剣を帯刀することは違法なんだ。それがたとえボロだろうが、な」


    　短髪のキリリとした眉まゆの祈祷士が、毅然として言った。この鹿か島しまという祈祷士は、真ま面じ目めな男であるらしい。真っ直すぐな眉毛通りに、七日へ向ける視線もまた、真っ直ぐなものである。


    　二人の祈祷士はまだ若く、年齢は七日とそう変わらないように見えるが、その態度はどこか横おう柄へいであった。鹿島のハキハキとした声は、雑踏の中でもよく通る。


    「答えなさい。どうしてこんなものを持っている」


    「……護身用、ですかね」七日はぼそぼそと、至極面倒くさそうに答えた。


    「護身用？　はっ。マガツカミに命を狙ねらわれてるとでもいうのか」


    「まあ」


    「嘘うそをつきなさんな！」


    　勝手に質問し、勝手に声を荒らげる鹿か島しまの肩を、南なん天てんがぽんと叩たたいて宥なだめる。


    「まあまあ。憧あこがれてんでしょ？　祈き祷とう士しにさ」


    　言ってにやにやと、七なの日かの仏ぶつ頂ちよう面づらを覗のぞき込んだ。


    「なら君さ、もっと鍛きたえなよ。細すぎ。ちょっと剣持ってみて？」


    　七日に白しら雨さめを返し、距離を取って全身を眺めた南天は、大おお袈げ裟さに吹きだした。


    「ぷはっ。ダメダメ。頼りねえなあ。枯れ侍さむらいって感じだわ」


    　す、と七日の視線が南天に流れる。


    　七日の手から、再び白雨を奪い取る南天。七日はぼそりと尋ねた。


    「……最近の祈祷士ってのは、市民いびりすんのが仕事なんですかね？」


    「……あ？」


    　揶や揄ゆされたのが勘に障さわったのか、前に出る南天を鹿島が制し、七日を睨にらみつける。


    「危険因子を排除し、善良な市民をマガツカミから護まもる。これだって立派な仕事だ」


    「ああそりゃよかった。俺は善良な市民側ですよ。あんたの護るべき対象なんだけど」


    「ああ、だから協力してくれ。どうして白雨を持っているのか、本部で詳しく話を聞こう」


    　手首を強く掴つかまれ、七日は溜ため息いきをついた。こんなものに付き合っているヒマはない。隙すきを見て逃げようと考えていると、鹿島が七日の顔を見つめ、動きを止めた。


    「待てよ、あんた。どこかで……」


    　南天の「どした？」という声を手で遮さえぎって、鹿島は記憶を探るようにつぶやく。


    「見たぞ……。手配書だ。確か手配書にあった。古ふる川かわ流の奴やつか……？」


    「古川流？　あの、マガツカミ使いのか？」


    　南天が声を上げ、七日の顔を覗き込む。


    　──その時だった。


    　一いち迅じんの風が吹き、木々がざわめいた。提ちよう灯ちんが一斉に揺れ、参道に散らばる紙コップやビニール袋が、カサカサと流されてゆく。


    　七日は、夜空を見上げる。ぼんやりと浮かぶ月が、厚い雲に覆おおわれていく。


    　肌に触れる殺気。空気が、ピリピリと張り詰めている。


    　祭り会場に視線を落とした。


    　一見して、会場に変化は見られない。トン、トンと繰り返す祭り囃ばや子し。往来する人々の雑踏。駆け回る子どもたち。並んで歩く浴衣ゆかた姿のカップル。軒下で乾杯する中年に、いらっしゃいと声を張る呼び子。


    　変わらない夏祭りの光景がそこにある。


    　しかし七日だけが、漂う空気の変化に気づいている。


    「おい、こっち見ろ。どうしたんだ。惚ほうけてるのか？」


    　南天と鹿島の二人は、七日を問い詰め続けた。


    　七なの日かはすでに、二人を見てさえもいない。一本道の奥を警戒しながら、つぶやいた。


    「……お前ら、祈き祷とう士しなんてやめちまえ。鈍すぎる」


    　今一度大きく風が吹き、露店の前に出されたのぼりが、千ち切ぎれそうなほどに強くはためく。次の瞬間、ドンッと耳をつんざく破砕音が轟とどろいた。


    「な、何だ……!?」


    　振り返った鹿か島しまは、真っ直すぐ伸びる一本道の向こう側で、粉ふん塵じんが上がるのを目撃した。


    　破砕音に次いで悲鳴が届き、人々が駆けてくる。


    　祈祷士二人の腰に下げられた無線が、同時に電子音を発した。


    『緊急連絡、緊急連絡──ＦポイントからＧポイントにおいてマガツカミ発生。繰り返す。ＦＧ間においてにマガツカミ発生──』


    　南なん天てんが、声を裏返して叫んだ。


    「マ、マガツカミだっ……！」


    　七日は辺りが騒然とする中、無線から聞こえる情報に耳を澄ました。


    『確認されているマガツカミは現在一体──全長六から七メートル以上の巨体に牛の頭。ＦからＧに移動中。破壊行為を行っている模様。重軽傷者多数。至急応援を願います』


    「……牛の頭？」


    　マガツカミ発生と聞き、すぐに〝赤い髪の女〟を連想した七日だったが、一本道で暴れているのは、どうも別のマガツカミであるらしい。


    　山側の森へ入っていったという〝赤い髪の女〟と何か関係があるのか──。


    　一瞬の思考の後、七日は南天からサーベルを掠かすめ取り、人々の流れに逆らって走りだす。


    「おい！　ちょっと、あんた──」


    　慌てて二人の祈祷士が追いかけたが、その背中はすぐに人ひと混ごみの中に消えていった。


    



    　太く、巨大な手の平は、逃げ惑う人々の胴をいとも簡単に掴つかまえて、握り潰つぶした。


    　転がった御み輿こしを、蹄てい鉄てつが踏みつける。下半身を覆おおう焦こげ茶の体毛に、細長い尻しつ尾ぽが揺れていた。


    　悲鳴や絶叫を掻かき消して、牛の雄お叫たけびは祭り会場に響き渡る。


    「怨お々お々おォォォォォッ!!」


    　両脇に露店の並ぶ一本道。そのど真ん中に、マガツカミは立っていた。


    　御輿を粉々に粉砕し、露店のテントを引っ剥ぱがし、動くものを見つければ、無差別に手を伸ばす。そして潰し、あるいは夜空に放り投げた。


    　破壊と殺さつ戮りくを繰り返すそのマガツカミの頭は、確かに雄牛そのものであった。


    　蹄ひづめや尻尾、体毛を有する下半身があり、真っ赤な上半身は筋骨隆々とした人間のものと似ている。頭部はまた、焦げ茶の毛に覆われた牛の顔。


    　耳の上辺りからは湾曲したツノが二本、猛たけ々だけしく曇どん天てんに生はえていた。


    「山ノ主さま……。どうか、怒りをお治めください……」


    　腰の抜けた老婆が一人。膝ひざを曲げ、両手を合わせて祈っていた。しかし我われを忘れて暴れ回るこのマガツカミに、祈りなどは届かない。老婆の頭上に、無情な蹄ひづめが振り下ろされる。


    　山ノ主は雄お叫たけびを上げ、人のいるほう、人のいるほうへと駆け回る。掴つかんでは投げ、握り潰つぶし、踏み潰す。その巨体からは逃げられず、浴衣ゆかたを着た人々は次々と命を落としていく。


    　──パン。雄叫びに交じって、乾いた銃声が響いた。


    　パン、パンと銃声は続き、山ノ主の強きよう靱じんな肩や胸で銃弾が弾ける。


    　山ノ主は撃ち手を探し、辺りを見渡した。露店のテントの中に動く影を見つけ、頭を前に突きだす。ツノがテントを引っかけ、ひっくり返すと、鉄パイプや機材が弾け跳び、隠れていた祈き祷とう士しが悲鳴を上げた。


    「うああっ！」


    　拳銃を向け何度か発砲するも、山ノ主が怯ひるむことはなかった。腕を伸ばし、そこに隠れる祈祷士や、同じテントに身を寄せ合って息を潜ひそめていた一般市民たちを蹂じゆう躙りんしてゆく。


    　阿あ鼻び叫きよう喚かんの地獄絵図と化した祭り会場には、次々と祈祷士たちが到着していた。


    　彼らはマガツカミと一定の距離を取り、常備している拳銃を構える。


    　シュッと尖とがった口くち髭ひげを生やした逆三角体型の祈祷士が、勇ましく号令をかけていた。ワンサイズ小さいのではないかと思えるパツンパツンの制服は、他の者たちと色が違う。祭り会場の、警備隊長である。


    「撃ち方、始めぇぇえいっ」


    　隊長が指示棒を振ると、パン、パンと乾いた銃声が響く。その攻撃は巨大なマガツカミに意味がないばかりか、今まさに逃げてきた人々を流れ弾で傷つけ、転ばせていた──。


    



    「……素人かよ」


    　七なの日かは石段の上から参道を見渡し、舌打ちをする。


    　祈祷士たちの下へ手たな戦い方に焦じれながらも、山ノ主の様子を観察していた。


    「古い御み輿こしを依より代しろにした山ノ主……〝轢ひき神〟だな」


    　つぶやき、眉まゆ根ねを寄せる。どうにも解せない。あのマガツカミの、目的が見えない。


    　轢き神は、人を潰し、放り投げさえすれど、誰だれ一人喰くってはいなかった。人を喰う習慣がないのだろう。だからこそ、人とマガツカミとで一つの山を共有できていたのだ。


    　お互いが半分ずつのテリトリーを守っていたからこそ、あのマガツカミは問題視されることもなく、三百年もの間、生き長らえてきたのだ。


    　それがなぜ今頃ごろになって、こちら側を侵すような真ま似ねをするのか。


    　ただしその殺さつ戮りくの仕方は、人間を弄もてあそんでいるようでもなかった。


    　怒ど濤とうの如く溢あふれる憤ふん怒ぬを、ぶちまけているかのような暴れ方である。


    「何を苛いら立だっている……？」


    　ちくちくと銃弾をぶつけられ、その焦しよう燥そうはさらに増したようにも見えた。


    　轢ひき神は夜空に雄お叫たけびを上げ、湾曲したツノを振り回した。石畳は砕け石塊を散らし、テントは炎を帯びて火の粉を散らす。


    　捲めくれたテントの中から、轢き神が無造作に取り上げたのは、乳母車であった。母親が悲鳴を上げて、テントから飛び出す。


    　その目の前で、轢き神は乳母車を握り潰つぶした。


    「いやああああっ！」


    　絶叫する母親。しかし不幸中の幸いか、巨大な握り拳こぶしの小指の下に、赤ん坊はぶら下がっていた。おぎゃあと泣き喚わめく赤ん坊の命は、薄手の毛布一枚で繋つながれている。


    「誰だれか、あの子を……！」


    　助けを求めて辺りを見渡した母親の胴が、巨大なもう一方の手に握られる。


    「誰かああっ……！」


    　警備隊長は母親の声を聞こえない振りでもしているのか。今一度、指示棒を空に掲げた。


    　号令に倣ならって、祈き祷とう士したちが一斉に拳銃を向ける。


    「撃ち方、始──」


    「撃つなっ！」


    　警備隊長の声を遮さえぎって、七なの日かの怒号が響き渡った。


    　振り返った祈祷士たちは、警備隊長の背後にやってくる浴衣ゆかた姿の男を見る。


    「赤子に当たる。女に当たる。そもそも、んな拳銃じゃ効きやしねえよ……！」


    　警備隊長が、怪け訝げんに七日の全身を見つめる。


    「何だ貴様。……その剣。祈祷士か？」


    「違う。善良な一民間人だ」


    「民間人？　下がりなさい。邪魔だ」


    　警備隊長は言い捨てて、改めて号令をかけた。


    「撃ち方、始──」


    「始めんなっつってるんだ、バカ野郎がっ！」


    　手首を掴つかまれて、警備隊長もまた、七日の襟えりを掴み返す。


    「〝バカ〟だと？　聞き捨てならん、聞き捨てならんなっ！　我われ々われの拳銃は、対マガツカミ専用の特殊なものであるぞ！」


    「んな豆鉄砲が通用するかよ！　その銃で逃げる人らまで傷つけてんのが見えねえのか」


    「ここで食い止めなければ、被害はさらに増大する。素人は黙っていろ！　撃ち方、始めっ！　撃て、撃てぇっ！」


    　七なの日かの登場で戸惑う祈き祷とう士したちだったが、それでも一部の者たちは号令に従い、引き金を引いた。銃弾を浴びて、轢ひき神が振り返る。その視線を浴びて、祈祷士たちは怯ひるんだ。


    　幸いにも、弾は母親や赤子に当たってはいない様子。


    「……バカどもが」


    「また〝バカ〟と言ったな！　二度も、二度も──」


    　警備隊長の怒号は、祈祷士たちの喚かん声せいに掻かき消された。


    　母親がこちらに投とう擲てきされたのだ。祈祷士たちが一斉に散り広がる。


    「避よけるなっ！」


    　七日だけが前へ出た。投げられた母親を抱き止め、派手に石畳へと叩たたきつけられる。


    　七日は母親を腕に抱いたまま、手首に触れて脈を確かめた。体を潰つぶされて衰弱しきり、目も開けられずにいるが、呼吸に合わせ胸は上下に動いている。


    「……あの子を……どうか」


    　よれよれと持ち上がった母親の指先が、七日の手へと触れた。


    　七日を追いかけてきた鹿か島しまが、七日の肩を掴つかむ。


    「古ふる川かわっ！　危険だ、さがれ！」


    「触るな」


    　しかし怒気を孕はらんだ七日の一言で、思わず手を離した。


    　近づいてくる轢き神に向かって、警備隊長が頬ほおを引き攣つらせて叫ぶ。


    「撃て！　撃てっ！」


    　命めい令れい一いつ下かに後押しされて、二つ三つ銃弾が跳ねる。


    「撃つんじゃねえよ、クソどもがっ！」


    　しかし七日に罵ば倒とうされて、銃声はぴたりと止やんだ。


    「撃てと言われれば撃つのか。お前らは物かよ」


    　立ち上がった七日の視線は、向かってくる轢き神を見据えたまま。


    　言葉は祈祷士たちへ投げかける。


    「お前ら何のために祈祷士になったんだ。何を護まもるためにここにいる。真ま面じ目めである必要はない。ただ自身の胸に問え。何がしたくてここにいるんだっ！」


    　警備隊長が、静かに口を開いた。


    「我われ々われとて、助けられるものなら助けたい。しかし綺き麗れい事ごとを言うな……。あれは三〇〇年生きた山ノ主だぞ。今ある装備で突っ込んでも、危険なだけだっ……！」


    「危険だから行くんじゃねえの？　誰だれも倒せないから、倒しに行くんだ。荒ぶる神から人を護り、禍まがよ鎮まれと祈り捧げる。それが、祈祷士だろ」


    　しかし七日がやれと言っていることは、無茶苦茶だ。死ねと言っているようなものである。当然誰一人、巨体のマガツカミに対して、サーベルを抜く者はいなかった。


    　いよいよ駆けだした轢ひき神に向かって、七なの日かが祈き祷とう士したちより前に出る。


    「じゃあ俺が死んでやるよ」


    　向かってくる轢き神の手から、赤ん坊がこぼれ落ちた──と同時に、七日は石畳を蹴けって、跳ねていた。


    



    　　　×　　　×　　　×


    



    　参道から数十キロ離れた境けい内だいにいるラティメリアと雪ゆき生おもまた、山を包む禍まが々まがしい気配を感じ取っていた。雪生は周囲に気を配り、ラティメリアは夜空を見上げる。


    　厚い雲に月明かりが遮さえぎられていき、帳とばりの下りた境内に、緑色の灯ともし火びがより一層輝いて浮かび上がる。


    　境内を囲む長身の木々が、夜風に喧やかましくざわめいていた。鳥の群れがギャアギャアと一斉に飛び立つ。オォォォと鳴る風の音は、まるで山全体が泣いているようでもある。


    　ラティメリアの持つ袋の中の金魚までもが、落ち着きなく泳ぎ回っていた。


    「何……？」


    　雪生は不安に顔をしかめた。訳もわからず皮ひ膚ふが粟あわ立だち、指先が震ふるえている。ひりつく空気に混じる感情は、憤ふん怒ぬ。痛みなのか、憎しみなのか。理不尽に、無差別に、激しい怒気をぶつけられる。


    　この山のどこかで、誰だれかが殺意を漲みなぎらせている。風さえ震わせる、恐ろしい何者か。──恐らくは、強大な力を持つマガツカミ──〝山ノ主〟。


    　身を震わせた祈り神たちが、お弾きを抱いて走り回っていた。しかし、張られた結界の外へは出られない。小石を持ち上げ、あるいは雑草を掻かき分け、その中へと身を隠す。


    　ラティメリアが、つと雪生へ視線を戻した。


    　雪生は慌てて木き槌づちを構える。


    「……結界を解くつもりはないよ」


    　隙すきを突いて何とか閉じ込めたのだ。敵意を露あらわにした以上、このような好機は二度とない。


    　喰くい神の力を過小評価などしない。目の前の相手は、六りつ花かの体から生まれた〝六花のマガツカミ〟に違いないのだから。あの歪いびつな少女たちの恐ろしさを、雪生は戦場で見てきたのだから。


    「……ユキオはさ」


    　木槌を向ける雪生に、ラティメリアは小首を傾かしげた。


    「──つまりユキオは、ナノのことが好きなの？」


    「……」


    　対してラティメリアに敵意は見られない。親しい友だちに問いかけるように、尋ねる。


    「あんなのの、どこがいいの？」


    「……あなたには、わからないわ。彼を喰くいものとしか見ていない、あなたには」


    「わかんないから、教えてって言ってるんだよ」


    「……彼は。古ふる川かわくんは──強いの」


    「強い、のはまあ……知ってるけど」


    　木き槌づちを構えながら、視線を落としてしまう。ラティメリアと話すと、戦意が削そがれてしまう。自覚しながらも、雪ゆき生おは回答した。


    「違うの。肉体的に、じゃなくて、精神的にも、強い」


    「精神的？」


    「あの人って、人間が嫌いなの」


    「それは知ってる」


    「嫌いだけど、でも……それでも彼は、人を助けるのよ。嫌いやな顔たっぷりしながら、結局助けちゃう。古川くんはね……誰だれかを護まもる時にこそ、強いのよ」


    　六りつ花かを護って剣を振るう七なの日かは、途方もなく強かった。


    　銃弾の飛び交う中、マガツカミを繰る六花と、六花を護って前に立つ七日。在ありし日の祈き祷とう部隊は、この二人こそがメインだった。


    「私は、六花さんに憧あこがれてたんだ。私も彼に……護られたい。できれば一緒に戦いたい。叶かなうことなら……支えたいの」


    　あの頃ころ、と雪生は続ける。思い返すのは、戦場に立つ二人の後ろ姿だ。


    「あの人の側そばには六花さんがいた。私たちには『来るな』『下がれ』ばかりで、決して『来い』とは言ってくれない。古川くんが呼ぶのは一人だけ。六花さんのいない今、彼は独りぼっちになったんだと思ってた。けど……違った。あなたがいた。私は、たぶん──」


    　雪生は視線を持ち上げ、ラティメリアを見据える。


    「私はたぶん……妬やいているだけなのかも。彼の側で、彼とともに戦えるあなたに」


    「えぇー……？　でもあいつ、刺すよ？」


    　真剣な雪生とは裏腹に、ラティメリアの表情は緩ゆるい。


    　釣られて雪生も、頬ほおを緩めてしまう。


    「それは、あなたが死なないと知っているからだよ……」


    「ふうん。ま、何となく、わかったかな。雪生はナノが欲しいんだね」


    　ラティメリアは無防備に、一歩二歩と近づいてくる。


    　雪生のほうが驚いて、足を下げた。


    「ちょ、ちょっと──」


    　戸惑う雪生を気にも留めず、ラティメリアは目の前で立ち止まり、その顔を覗のぞき込む。


    「ユキオはさ。サキちゃんを治してくれたから、好き。私は、好きな人間には優しいの！　すごく、すごくね？　だから、一緒に祈ってあげるわ」


    　と言って金魚の入った袋を差しだしてくる。


    「……？」


    「んっ」


    　早く受け取れと促うながされて、雪ゆき生おは思わず袋を受け取ってしまった。


    　つとその場に屈かがみ込むラティメリア。指先でつまみ上げたのは、先ほど踏み潰つぶした祈り神。つぶれてペラペラとなった、その死体である。


    「あーん」と開けた大口の前に死体をぶら下げたが、雪生の視線に気づき、頬ほおを赤らめた。


    「あんま見ないでよっ」


    　ラティメリアは雪生に背を向けて、もぞもぞと手を動かした。ごくり、と喉のどを鳴らしたあとに、ラティメリアは立ち上がる。


    　雪生へと振り返り、「祈り神なら、こう？」と両手を合わせて目を閉じた。


    　するとラティメリアの足元で、闇やみ夜よを照らす光の粒が発生し始めた。


    「……っ!?」


    　雪生はバックステップで距離を取り、木き槌づちを前に構え直す。光の粒は祈り神のそれと同じ、緑色──コピーしたんだ、と、雪生は七なの日かから聞いていた喰くい神の特徴を思い返す。


    　喰い神は喰ったマガツカミの属性を取り込み、姿を変える。今、祈り神を喰ったラティメリアは、新たな衣装へと〝ドレスアップ〟しようとしている。


    　緑色の光の粒は、ラティメリアの足元に次々と発生し、その体を包み込んでいった。


    　ふわりと風を含んだように、膨ふくれあがる青い髪。祈りを捧げ続けるラティメリアの爪つま先さきが、石畳から浮き上がる。それと同時に、着ていた浴衣ゆかたが溶けるように、消えていった。


    　裸ん坊となったラティメリアの頭上に緑の光が凝縮し、白く輝く衣を発生させる。前まえ襟えりを重ねる着物ではあるが、それに袖そではついてはいない。


    　音のない、静かな変身だった。


    　粛しゆく々しゆくと厳おごそかに腕を伸ばし、着物を羽は織おっていくさまは、どこか厳かな祭儀にも似ている。気がつけば雪生は息を呑のみ、変身をただ見つめていた。


    　ラティメリアの足元から、今度は赤色の絹が発生し、渦を巻くようにその下半身を包み込んでいく。上は白衣。下は緋ひ袴ばかま。そして額ひたいのキツネ面はそのままに、青い髪は根元から毛先にかけて、艶つやめく漆黒に染まっていった。


    　ラティメリアがその腕を振るうと緑の光の粒が弾け、ひらめく袖が生まれる。両腕に足りなかった袖をまとい、石畳に着地したラティメリアは、雪せつ駄たを軸に一回転。キラキラと光の粒子が辺りに散って、境けい内だいに余韻を残す。


    「じゃじゃーん！　どう!?　ユキオ」


    　ラティメリアは自慢気に目を細め、雪生に向かって胸を張った。


    「さあ、名前を──」


    　言って続きを飲み込んで、少し考え、眉まゆ根ねを寄せる。


    「──あー。……ユキオにはちょっと、難しいかなあ……」


    「……え？　何？」


    「ううん。ま、いいや」


    　ラティメリアの跳ねた声は、はしゃぐ仕草は、下ろしたての衣装を自慢する子どものようだ。しかし相手が喰くい神であることを、雪ゆき生おは今一度自身に言い聞かせる。


    　とんだ失態であった。結界を張り、閉じ込めたまではよかったものの、属性のコピーを許してしまった。唯一の救いは、祈り神の能力が戦闘向きでないことだ。


    　木き槌づちを握り締める雪生。どんな攻撃を繰り出してくるのかと警戒する。


    　しかしラティメリアは、意外な言葉を発した。


    「はい。いいよ、願って」


    「願……何……？」


    「願ってよ。今ならもれなくこの……何とかメリアが、一緒に祈ってあげるわ」


    　ハッとここに来て雪生はあることに気づき、唖あ然ぜんとした。この喰い神は、もしかしてまだ、私を敵として認識していないのではないか──。


    「──だから、さ……」


    　雪生の唖然にさえ気づかず、ラティメリアはちらとその顔を覗のぞき見る。


    「あげないよ？　ナノは私のものだから」


    　ラティメリアは、はにかむように笑った。


    　六りつ花かと同じ、無邪気な笑顔で。かつて冗談半分に言われた、六花の言葉を。


    　八重歯を覗かせたその笑顔から、雪生は目を背そむける。どうしてそんな顔して笑うのだ。斬きれない、そう言った七なの日かの言葉を思い出す。


    「卑ひ怯きようだよ。あなたは、卑怯……」


    「え。え……？」


    　うつむき表情を歪ゆがませる雪生に、ラティメリアは戸惑う。


    　雪生は立てた木槌を杖つえのようにして体を支え、いよいよ膝ひざから崩れ落ちてしまった。


    「……私は、強くなりたい」


    「うん」


    「古ふる川かわくんの側そばにいられるように」


    「うん」


    　パン、パンと二度、柏かしわ手でを打つラティメリア。それから合わせた手を鼻先に添えて、固く目をつぶった。よく通った声で、曇どん天てんに祈る。


    「〝ユキオがナノの側にいられますよーに〟」


    　五秒、一〇秒とその体勢のまま、時が流れた。雪生が目を閉じたラティメリアの顔を覗き込んだその時、ラティメリアは突然、「うっぷ」と頬ほおを膨ふくらませ、目を見開く。


    「わっ……！」


    　ラティメリアは口元を押さえ、しゃがみ込む。唇くちびるから漏もれ出る光は、緑色──祈り神たちが吐き出した光玉と同じである。


    　大きな目に涙を溜ためて、ラティメリアは喘あえぐ。あまりに苦しそうな姿を見てられず、雪ゆき生おは膝ひざを曲げ、背中をさすってやる。


    「ラメちゃん？　大丈夫!?」


    「ぼえぇっ……」


    　二、三度激しくえずいたあと、ラティメリアは、お椀わんの形にした両手の平に緑色の発光物を嘔おう吐とする。目ま映ばゆい光が収縮し、吐き出したものが明らかになる──。


    「何、これ……？」


    「……わかんない。お守り？」


    　それは、鈴のついた深緑色の錦にしき守まもりだった。口を紐ひもで結ばれた、小さな布袋。表には金糸で〝神かみ守まもり〟と縫ぬわれている。


    「はい。あげるわ」


    「……あ、ありがとう」


    　いらない、とは言えなかった。雪生は、ラティメリアの唾だ液えきで湿ったお守りの、紐の部分をつまみ上げる。裏を見れば表と同じように、〝ワンチャン〟と縫われていた。


    「……ワンチャン……？」


    　ワンチャンス、のことだろうか。妙にノリが軽くて、あまりご利り益やくを感じない。


    「……お守りって。どうして」


    「どうしてって、これが祈り神の能力だからじゃない？」


    「そうじゃなくて……。どうしてあなたは、あなたを退治しようとした私のためにお守りなんかくれるの……？」


    「……え？　退治しようとしてたの？」


    「やっぱり、気づいてさえいなかったんだね……」


    　がくりと項うな垂だれる雪生。ラティメリアは目を丸くする。


    「え？　あれ……？　ユキオ、敵だったの？」


    「そうだよ。結界に気づいた時点で察するでしょう？」


    「だって、あの結界は、祈り神を逃がさないためのものかなーって……」


    「これは？　木き槌づち。怖くなかった？」


    「や、何か。それでどうやって遊ぶのかなって。むしろちょっとわくわく……」


    「はあ……」


    「え……と、ごめんね？　今からやる？」


    　膝ひざに肘ひじを立てた雪ゆき生おは「もういいよ」とそっぽを向いて、紐ひもをつまんだお守りがゆらゆら揺れるのを見つめる。


    「ホント……何、これ。どうやって作ったの？　体内で？」


    　妙に可お笑かしくなり、思わず頬ほおを綻ほころばせた。


    　ラティメリアは口元を拭ぬぐって答えた。


    「わかんないよ。勝手に出てきたんだもん。ただこれだけは言えるわ。もう二度と、誰だれかの願いを祈ったりしない！　苦しいものっ！」


    　勝手に吐き出し、勝手に怒りだすラティメリアである。そんなところも、六りつ花かに似ていた。いつだって自由で、真っ直すぐで、優しくて。


    　そんな六花を、自分だって好きだったんだと、思い出した。


    



    　　　×　　　×　　　×


    



    　轢ひき神の手を離れた赤子は、真っ逆さまに落ちていく。


    　頭のてっぺんが石畳に接触するその寸前──間一髪のところで、七なの日かは赤子の足首を掴つかんだ。


    　全速力ゆえ急には止まれず、七日はつんのめって倒れるように、轢き神の股また下したを潜くぐる。


    　左手には鞘さやに納められた白しら雨さめを、胸に赤子を逆さに抱いたまま、石畳の上をごろりと転がり、すぐに体を起こした。


    「おぎゃあっ！　おぎゃあっ！」


    「おお、おお。元気で何よりだな」


    　泣き喚わめく赤子をきちんと抱き直したその時、息つく間もなく頭上に影がかかる。


    　見上げた先より降る蹄てい鉄てつ。七日は、横っ飛びに跳ねて踏みつけを回避する。


    　蹄ひづめは七日の立っていた場所を陥没させ、砕かれた石畳が無数のつぶてとなって、辺りに散った。七日は赤子を胸に抱き、鞘を盾たてにつぶてを弾く。


    　着地のたびに足が滑る。見れば雪せつ駄たの鼻緒が切れている。いつものようにブーツであったのなら──今さら後悔しても仕方のないことだ。


    「あーあ……。浮かれちまったなあ」


    　七日は轢き神の死角を狙ねらって辺りを駆け、轢き神の視線が外れた隙すきに鳥居の陰に身を隠した。石でできた巨大な鳥居である。太い柱は、身を隠すのに好都合だった。


    　走り続けて乱れた呼吸を整えながら、鳥居の柱に背をつけて、轢き神の様子を窺うかがう。


    　七日を見失った轢き神は、きょろきょろと辺りを見渡している。


    「おぎゃあ、おぎゃあっ……！」


    「頼むから静かに──おいっ……！」


    　腕の中の赤子の首が、真上を向くようにだらんと垂たれているのに気づき、七日は思わず声を上げた。手を添えて、そっと首を据すわらせてやる。


    「折れてねえよな？　脅おどかすなよ……」


    　こんなにも脆ぜい弱じやくな生き物が、よくもまああの巨大な手に握られて、生きていられたものだ。


    「一旦、ここに置いてくからな。終わったら拾ってやるから──」


    　腰を屈かがめ、鳥居の根元に赤子を置こうとしたその時、全身にぞくりと悪お寒かんが走った。


    　ザザッ、ザザッ──と、砂じや利りを掻かく音がする。


    　轢ひき神の殺気が膨ふくれあがっている。そしてそのすべてが、こちらへと向けられている。


    　見つかっている──。七なの日かは確信し、再び赤子を抱き上げる。


    　──ザザッ、ザザッ。


    　と、音が止やんだ。次の瞬間、轢き神の踏み込んだ一歩目で、大地が揺れた。


    　臓ぞう腑ふに響く足音から繰り出される突撃とは、これ如い何かに。轢き神の必殺技──〝御み輿こし転がし〟を受けて、石の鳥居がずんと揺れた。


    　衝撃に石畳が捲めくれ上がり、鳥居を支えていた台石が持ち上がる。


    　バランスを崩した七日の頭上に、パラパラと石の欠片かけらが降った。


    　見上げた先。太い鳥居の石柱から、ツノの先端が覗のぞいている。


    「……マジか」


    「ン怨お々お々おォォォオッ!!」
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    　雄お叫たけびを上げ、轢ひき神は首をもたげた。巨大な石鳥居が、ぐぐぐと持ち上がる。石柱には縦に亀き裂れつが入り、二つの柱を結んでいた太いしめ縄が落下してくる。


    　踵かかとを下げて石柱からツノを引き抜いた轢き神は、今一度、鳥居にツノをぶつけた。


    　二度の衝撃を受け、鳥居は破砕音とともに弾けた。


    「くっ……！」


    　大小さまざまな瓦が礫れきが降り注ぐ中、七なの日かは赤子の頭を庇かばって、身を低くする。


    　七日は再び轢き神の股また下したを潜くぐった。下へ手たに背を向けて追われるよりは、再び死角をついて姿を隠すべく──しかし赤子が、泣き喚わめく。


    「おぎゃあっ！　おぎゃあっ！　おぎゃあっ！」


    　泣き声を追って振り返った轢き神は、鳥居の残された石柱を引き抜いて、股下を駆ける七日に向かって、振り下ろす。


    「っ……!!」


    　身を捻ひねり、かろうじて直撃を避けた七日だったが、衝撃を受けて捲めくれた石畳に跳ね上げられ、その体は赤子ごと宙に浮いた。


    　その隙すきを、轢き神は見逃さない。巨大な手の平が、空中の七日の胴を鷲わし掴づかみにする。


    　握られる寸前、七日は赤子を掴んだ腕を頭の上に伸ばし、赤子が握り潰つぶされるのを回避していた。胴と左腕は白しら雨さめごとぎゅっと握られたまま、赤子を掴んだ右腕だけを高々と上げて、七日は囚とらわれの身となった。


    「ォォ吽うんッ！」


    　やっとのことで掴んだ七日を強く握り締め、轢き神は鼻息を荒くする。


    「……おい、赤ん坊。正念場だ」


    　内臓を圧迫され、七日は口から血を流しながら、赤く血走った目で赤子を睨にらみつける。


    「……なるべく痛くねえとこに放るからよう……」


    　赤子は答えず、ただ「おぎゃあ、おぎゃあ」と泣き続ける。これだけの目に遭ってなお、声を上げ続けられる赤子を、頼もしく思う。


    　見渡した先の雑木林に、七日は赤子を振りかぶった。


    　その時、下から叫ぶ声を聞く。


    「こっちだ、古ふる川かわっ！」


    　轢き神のすぐ足元で、七日に事情聴取をした若い祈き祷とう士し、鹿か島しまが声を上げている。


    「危ない、下がろう」と鹿島の腕を引き、声を震ふるわせているのは、長身で髪の毛のウエーブがかった南なん天てんであった。二人は何を思ってか、暴れる轢き神のすぐ側そばにまで来ていた。


    「俺が受け止めるっ。落とせ、古川っ」


    　鹿島が叫び、七日へ向かって腕を伸ばす。


    　七日は泣き喚く赤子を、鹿島に向かって放り投げる。


    　危あやうげな手つきで、それでもしっかりと赤子を受け止める鹿か島しま。「よしっ」と表情を綻ほころばせて、泣き続ける赤ん坊をあやすように揺らした。


    「偉いぞ、お前……よく頑張ったな……！」


    　粗雑に扱えば壊れてしまいそうな小さな命だ。会場警備の祈き祷とう士したちの誰だれもが、諦あきらめてしまった赤ん坊。それを元祈祷士が、命を賭として助け出した。


    　あとは自分が、安全圏まで運ぶだけ──。そう安あん堵どしたのも束の間、腕を引く南なん天てんの悲鳴が耳をつんざく。


    「ひぃっ!!　来たぞ、鹿島っ」


    「なっ……」


    　頭上に蹄ひづめが持ち上げられていた。轢ひき神は意外にも、握り締めていた七なの日かを手離して、泣き喚わめく赤ん坊のほうを追いかけていた。


    　鹿島は、赤ん坊を抱いたまま尻しり餅もちをついてしまう。


    　その体に、蹄の影がかかる。鹿島は赤ん坊を胸に抱き寄せ、歯を食い縛しばった。


    　ずん、と確かに蹄の落ちる気配はあった。しかしどうしたことか、いつまで経っても鹿島と赤ん坊は潰つぶれなかった。目をつむる鹿島は、すぐ近くに、低く掠かすれた声を聞く。


    「おいおい……。早えだろ、諦めんのは」


    　恐る恐る顔を上げる。目の前に、七日の顔があった。


    　柄つかを下にした白しら雨さめを、石畳と蹄てい鉄てつの間につっかえ棒代わりに立て、蹄が落ちるのを押し止とどめている。白雨が轢き神の重さに耐えきれず、ミシミシと鞘さやに亀き裂れつを走らせていた。


    「……ふ、古ふる川かわ……」


    　たわむ白雨を抱きつくように肩で支え、自身も支柱の一つと化した古川七日は、その背に落ちる蹄の重さに耐えながら、ぼそりと尋ねた。


    「──お前、名前は……」


    「鹿島……鹿島、章あき弘ひろだ」


    　鹿島は答えながら、七日の口の端はから垂たれる血の筋を見上げる。


    「借りるぜ、鹿島」


    　言下に七日は手を伸ばし、鹿島の腰に下げたサーベルを──傷一つない、新品同様の白雨を、すらりと抜刀した。


    　同時に鹿島の背後の南天を睨にらみつけ、「連れてけ」と一言。


    「いっ……行くぞ、鹿島っ」


    　南天に両脇を引き摺ずられ、赤ん坊を抱いた鹿島は蹄の下から脱出する。


    「古川っ……！　あんたも、早くっ」


    　七日は南天に答える代わりに、鹿島の腕の中で泣く赤ん坊をアゴで差した。


    「お前ら、そいつを頼んだ」


    　直後、轢ひき神は足に力を込めて、つっかえ棒代わりのサーベルごと、石畳を踏み抜いた。


    「古ふる川かわ！」


    　鹿か島しまは七なの日かの姿が、蹄ひづめの下に消えてゆくのを見た。石つぶてが跳ね、砂すな埃ぼこりが舞い上がる。


    　轢き神が顔を歪ゆがませ、低い唸うなり声を上げていた。つっかえ棒代わりのサーベルの鞘さやが砕け、蹄てい鉄てつの隙すき間まに深く食い込んだのだろう。足の甲から、サーベルの切っ先が覗のぞいている。


    「ゥォォオオ吽うんッ」


    　轢き神はその激痛に、後退する。


    　砂埃が晴れていく中、鹿島は蹄の落ちた辺りに、七日の姿を捜した。しかし割れた石畳がくぼんでいるだけで、踏み潰つぶされたはずの七日の姿はない。


    　蹄が落ちる寸前で抜け出したのか。辺りを見回した鹿島の視界に、きらりと光る刀身の軌跡が映った。


    　踏みつけを回避した七日は、轢き神の背後に回っていた。鹿島から借りた白しら雨さめを振り、轢き神の踵くるぶし──足を支える腱けんを横よこ薙なぎに切り離す。


    　足首からピッと真っ赤な血飛し沫ぶきが散り、轢き神は、がくんと片かた膝ひざをついた。


    　白雨を手に、七日が狙ねらいを定めるのは、轢き神の頭部である。


    　前まえ屈かがみとなった轢き神のアゴの下まで駆け、頭上に一振り白雨を薙ぐと、轢き神の喉のどは裂けて、太い首から鮮血が溢あふれた。


    「ゥヴォヴォォ怨お々おッ!!」


    　轢き神が叫び、雄お叫たけびを上げる。


    「……うるせぇなっ」


    　七日は轢き神の首から溢れる血を浴びながら、再び頭上へ一突き。白雨の切っ先は轢き神の下あごを貫つらぬき、強制的に口を閉じさせた。


    「グゥゥウウッ！」


    　口を塞ふさがれ、声が潰れる轢き神。しかしそれでも、致命傷には至らない。轢き神は立ち上がり、七日はアゴに刺さった白雨の柄つかを握ったまま、ぶら下がる形となる。


    「ぬおっ……。さすがにしぶてえな、山ノ主……！」


    　七日の体を、巨大な手が握り締めた。ゴキゴキと全身の骨が軋きしみ、七日は苦痛に表情を歪める。轢き神はそのまま七日を振りかぶり、石段に向かって投とう擲てきした。


    「っ……！」


    　全身を打ちつけて動けなくなるのはまずい。衝撃を左腕を一本に抑えるべく、七日は空中で体を捻ひねった。足での着地さえ放棄して、たたんだ左腕を犠牲に、石段へと衝突する。石がつぶてとなって弾かれ、砂埃が上がった。


    　しかし次の瞬間にはもう、七日は駆けていた。


    　衝撃によって砕けたのは左腕だけ。握り潰されたせいか息は上う手まく吸えなかったが、足を庇かばったおかげで機動力はまだ生きている。


    　左腕を垂たらしたまま、白しら雨さめの切っ先を引っかけたのは、石油の入ったポリタンクだ。


    　正面から駆けてくる七なの日かに向かって、轢ひき神が咆ほう哮こうを上げる。


    「怨々々ォォォオッ！」


    　轢き神は再びその巨大な手を伸ばした。


    　七日は剣先に引っかけたポリタンクを空高く放り上げ、白雨を轢き神の指の根元に振り下ろした。伸ばされた太い腕に着地し、そのまま駆け上がる。七日の背後で、通りすがりに斬きり離された轢き神の親指が、宙に跳ねていた。


    　七日は腕から肩にまで駆け上り、その頭部にまで到着──。同時に、轢き神の目玉に白雨の刃を突き立てる。


    「ォァアアッ！」


    　激痛からか、轢き神が頭を大きく振る。七日は湾曲したツノに掴つかまりながら、引き抜いた白雨をひるがえす。


    　曇どん天てんから落ちてくるのは、先ほど投げておいたポリタンクである。白雨の先でタンクを貫つらぬき、そのまま逆手に持ち替え、轢き神の残された瞳ひとみへと、突き刺した。


    「ァァアアッ！」


    　祭り会場に、轢き神の声が響き渡る。それは最も早はや、雄お叫たけびと呼べるものではなかった。痛み、苦しみに悶もだえる悲鳴である。


    　どくどくと漏もれ流れる石油が轢き神の血と混じり、まるで涙のように牛の頬ほおを垂れる。


    　七日は牛の頭のてっぺんでバランスを取り、曇天を背に立っていた。その表情は影に黒く塗り潰つぶされ、うかがい知ることはできない。


    「化け物かよ……」


    　祭り会場のひりつく空気に触れ、祈き祷とう士しの中から、そんな声が漏れ出てくる。つぶやきは巨大なマガツカミに対してではなく、それを圧倒する元祈祷士に向けられたものだった。彼らは七日と轢き神の戦闘に圧倒され、瞬まばたきさえ忘れて立ち竦すくんでいた。


    　最前列で赤ん坊を抱き、鹿か島しまが呆ぼう然ぜんと戦闘を見つめていた。あれだけ恐ろしかった山ノ主は、今まさに退治されようとしている。脅威は去りつつあるのだ。なのになぜ。いまだ赤子を抱く手は戦慄わなないている。いまだ自分は、恐れている。


    　恐怖の対象が、マガツカミから一人の人間へと変わっている。


    　──怖い。


    　浴衣ゆかたを振り乱し、三〇〇年と生きたマガツカミを圧倒するあの人間にはもう、枯れ侍さむらいなどという印象はどこにもない。返り血に濡ぬれ、腕を垂らし、表情さえ読めないその立ち姿は、どこか妖よう怪かいじみてさえいた。


    　両眼の視界を奪われた轢き神は、全身を使って暴れ回った。地面へと着地した七日を捜し、四方八方、当てずっぽうに腕を振るう。石畳を踏み割り、提ちよう灯ちんの連なる電線を引きずり、見えない悔しさからなのか、慟どう哭こくを空に響かせる。


    　はだけた浴衣ゆかたもそのままに、七なの日かはとあるテントの前に立っていた。


    「……ほら。こっちだ……」


    　砕けた左手を持ち上げて、その手の平で、白しら雨さめの刀身を握った。一気に刃を引き抜くと手の皮は裂け、傷口から鮮血が流れ出る。


    「来いよ、山ノ主。お前の捜している相手はここだ」


    　鹿か島しまは、鼻び腔くうに芳ほう醇じゆんな匂いを感じ取った。桃の花に似た甘ったるい香りが、夜風に乗って漂ってくる。その異常に周りの祈き祷とう士したちも気づいたのか、みな鼻をひくひくさせ、ざわつき始める。


    「何の匂いだ……？」


    　側そばで戸惑う南なん天てんに、鹿島は答えた。


    「〝禍まが寄せ〟だ……」


    「禍寄せ？　祈祷術なのか？　聞いたことねえぞ」


    「古ふる川かわ流のオリジナルだ。自分たちの美う味まい血肉を使って、マガツカミを引き寄せるんだ」


    「はあ……？　や、俺は人間だぞ。何で人の血肉が美味そうに感じるんだよ！」


    「俺ら人間でさえそう感じるんだから、マガツカミにとっては、極上のご馳ち走そうに見えるんだろうな……」


    　轢ひき神がぴたりと暴れるのをやめた。その鼻先は、屹きつ立りつする七日の姿に向いている。


    　一つ大きく鼻息を散らし、轢き神は前まえ屈かがみとなった。


    　──ザリッ、ザリッ。


    　そうして傷ついた足で、地面を擦こすり始めた。筋肉量を増し、突進する〝御み輿こし転がし〟。重くなった轢き神の足元で、石畳が割れる。


    「突進する気だ……。どうするつもりだ、古川」


    　鹿島は不安げに眉まゆ根ねを寄せるが、七日は一歩二歩とテントのほうへ下がるばかりで、轢き神の直線上から外れようともしない。


    　いよいよ轢き神が、足を踏み出した。一歩目でドンッと大砲の如く足音を響かせ、轢き神が頭をテントへと突っ込ませた、その直後──テントが轟ごう音おんを響かせ、爆発した。


    　轢き神の突っ込んだテントから、曇どん天てんを焦こがすような大きな炎が上がる。


    　鹿島は爆風から赤ん坊を守りながら、目を細めてテントのほうを見る。のぼりや鉄板、テントの骨組みが弾け飛び、炎をまとった轢き神が、空に鳴いている。


    「……何で、爆発したんだ……？」


    　つぶやきすぐに思い当たる。ガスだ。七日はテント内で火を熾おこし、突進してきた轢き神にプロパンガスを破壊させ、爆発を起こしたのだろう。


    　石油を浴びていた轢ひき神は、頭部を炎に包まれていた。甘い香りから一転、ガスと肉の焦こげる臭いに、鹿か島しまは顔をしかめる。


    　山ノ主は燃えた。しかし七なの日かの姿がどこにも見当たらない。よもや相打ちを狙ねらったのか──。すると南なん天てんが、「あれを見ろ」と爆風に舞う燃えたテントシートを指差した。


    　瞬間、シートの陰から人影が飛び降りる。


    「古ふる川かわっ……！」


    　轢き神の頭上からその足元にかけて、七日は錐きり揉もみ上に回転しながら落下──炎を帯びた白しら雨さめの刃がくるりと火車のように回転して、轢き神の首を裂いた。


    　着地した七日の頭上に、轢き神の巨大な拳こぶしが振り下ろされる。七日はすぐに石畳を蹴けって拳をかわし、その場を離れる。


    　鹿島の元へ歩きながら、七日は一度白雨を強く振り、その刃を燃やしていた炎を掻かき消した。熱気をまとい近づいてくる七日に戸惑い、鹿島はおずおずと足を下げる。


    「ふ、古か──」


    「返すぜ」


    　ただそれだけ言って七日は、鹿島の腰に下がる鞘さやに白雨を納める。


    　──パチンッ。


    　鍔つば鳴なりがやけに大きく響いたと同時に、炎上する轢き神の口から、鼻から、首回りから大量の血がほとばしり、溢あふれ出る。そうしてその禍まが々まがしい二本のツノごと、首が落ちた。次いで体が仰向けに倒れる。


    　ズドン。その巨体が火の粉を散らした後に、沈黙が流れた。


    　歓声も喝かつ采さいも起きなかった。祈き祷とう士したちは呆ぼう然ぜんとして立ち尽くし、誰だれ一人口を開く者はいない。辺りに聞こえるのは、炎が物を焼く微かすかな音と、遠くに響く救急車のサイレン。


    　七日が赤子の頭にぽんと手を置いて初めて、鹿島は胸に抱く赤子が、いつの間にか泣き止やんでいることに気づいた。


    



    　　　×　　　×　　　×


    



    　七日が近づくと、その巨大な牛の首は、フシュウと一つ大きな鼻息を吹き出した。


    　轢き神は首を落とされてもなお、生きていた。息も絶え絶え、最も早はやその命は風前の灯ともし火びではあったが。


    「……三〇〇年も生きてたんなら、あんた、人の言葉くらい理解できるんだろ」


    　七日が頭の側そばに立ちつぶやくと、轢き神はまた、大きく息を吐く。


    「節操ねえじゃねえか、山ノ主。あんたが人の怨おん敵てきとならず、長く生きてこられたのは、人里へ降りなかったからだろ。今まで山で大人しくしてたのは、それを知ってたからじゃねえのか。……何で今さら、ここへ来た」


    　少しだけ間があって、轢ひき神は喉のどの奥から黒ずんだ血を溢あふれさせる。


    　轢き神は七なの日かを、蔑さげすみを込めて童わつぱと呼ぶ。


    　──嘯うそぶきよるか、童。どの口が節度を語る。それで人間を真ま似ねたつもりか。


    　潰つぶれた目玉が、ぎょろりと七日を見上げる。その瞳ひとみはもう、何も映せはしないはずなのに、得も言われぬ威圧を感じさせる。


    　どうしてか轢き神は七日を、人の姿をしたマガツカミだと思っているようだった。


    　──人間の姿形を映したとて、人間の五体を依より代しろに生まれたとて、マガツカミはマガツカミよ。どう足あ掻がいても人間にはなれん。


    「……勘違いすんな。俺は元より人間だよ」


    　──ほざけっ。どこまでもこの轢き神を愚ぐ弄ろうするか。その体臭は誤ご魔ま化かせぬ。この血を啜すすり、肉を裂さき、四し肢しを這はいずり回る、恨めしき匂いよ。儂わしを人里へ駆り立てさせたのは、貴様と同じ六りつ花かの一派であろうがっ……！


    「六花の一派ね……」


    　轢き神の怨おん嗟さを浴び、合が点てんがいった。


    　七日は、轢き神のツノに手を触れる。ヒビ割れたその先端を砕くと、ツノの芯の部分から赤い糸の束が覗のぞいた。


    　七日は束を握り締め、糸を回収しようと腕を引く。しかし糸は途切れない。途方もなく長いその糸は、ツノを構成する組織に絡みつき、引き抜くことはかなわない。


    　これは、糸ではなかった。燃えるような赤い髪の毛である。


    　かつて六花のものであったこの髪は、今はあるマガツカミの依り代となっているはずだ。〝六花のマガツカミ〟の一人。その名は──。


    「結ゆい神、彼岸花リコリス……」


    　リコリスは山奥に住まう轢き神に髪を植えつけ、暴れさせて人里を襲おそわせたのだ。何のためか──考えても意味はない。彼女たちが──〝六花のマガツカミ〟が人を襲うのに大した理由はない。趣味、道楽、暇ひま潰つぶし、そんな取るに足らない理由で、あのマガツカミたちは殺さつ戮りくを行うのだから。


    　轢き神は、この赤い髪と同じ甘い匂においを放つ七日を、リコリスと同じ〝六花のマガツカミ〟だと思い違いしたのだろう。七日としては耐えがたい誤解であったが、死にゆくマガツカミに解いても仕方ないことかと思い、捨て置いた。


    　轢き神は首だけになってなお、鼻先を持ち上げ、七日に喰くらいつこうと口を開く。


    　──この轢き神の首を落として、安楽浄土の地が踏めると思うな。堕おちてこい、童。この憎しみ、この因果、決して死んでも終わらんぞ。堕ちてこい、堕ちてこい、童っ！


    　潰れた目を剥むきだし、だらりと舌をはみ出させ、首は暴れた。


    　見る見るうちに轢ひき神の頬ほおが痩こけ、肉が腐くされて垂たれていく。


    　七なの日かは一歩、後ろに下がった。


    　辺りで様子を窺うかがっていた祈き祷とう士したちが、動揺してざわめきだす。


    　腐臭を漂わせ、轢き神は頭ず蓋がい骨こつを剥むき出していく。同時に巨大な体もまた腐れ落ちる。


    　露あらわとなった体内には、隅々に渡って、繊せん維いのような赤い髪の毛がびっしりとこびりついていた。山全体を震しん撼かんさせるほどの山ノ主の憤ふん怒ぬ。その原因は、この髪の毛にあった。


    　七日は知っている。この赤い髪は、依より代しろでありながら絶えず増殖する。これを傷つけたところで、リコリス自身にダメージを与えることはできない。本体を見つけ、首を刎はねなければ倒せない──。


    　風が吹き、辺りを焼く炎が一際大きく燃え上がった。ざわめく木々の梢こずえから視線を感じ、七日は大樹を見上げる。


    　舞い落ちる木の葉の向こうに、赤い髪が揺れたような気がした。


    



    　　　×　　　×　　　×


    



    「こちらＧ地区、蛭子えびす隊。対象のマガツカミを撃破した。我われ々われ祈祷士の勝利だ。しかし受けた被害が何とも大きい。至急、救護班を回してくれ」


    　シュッと口くち髭ひげを蓄えた警備隊長──蛭子は、通信車の外部に取り付けられた受話器に向かって声を荒らげていた。


    　車の停とめられた広場には、多くの負傷者が整列された状態で横たわっている。呻うめき声の満ちる広場を、人々が、家族や友人などを捜して行き来していた。


    　浴衣ゆかた姿の来場客や、露天商の従業員、また警備に当たっていた祈祷士など、横たわる人の種類はさまざまで、その数はいまだ増え続けている。


    　辺りを囲むように照明灯が設置され、広場は明るく照らされていたが、光の届かない一本道の奥には、今も多くの死体が転がっているに違いなかった。


    　怪け我が人を捜し出す人手も、医者も薬の数も、今はすべてが不足している。


    　しかし、山の斜面にあるこの町は、車道が少ない。


    「何？　渋じゆう滞たい？　知るかそんなことっ。ならヘリを出せ！　こっちはもう──」


    　がたん、と受話器の繋つながる目の前の車体が揺れて、蛭子は言葉を飲み込む。


    「……何事だ？」


    　至急だぞ、と最後に言い捨て通信を切り、蛭子は車体の周りを覗のぞき見る。


    　がたん、と再び揺れる通信車。どうも車内で何かが動いているようだ。しかし窓がついていないため、中を窺うことはできない。蛭子はドアの入り口に立ち、ノブへ手をかけた。


    　その時、ドアが突然開き、ステップの上から、若い女が飛び出してくる。


    「きゃあっ」


    「おわっ……！」


    　女は蛭子えびすの首に抱きついて、そのまま押し倒した蛭子の上に馬乗りとなった。


    「な、何だっ!?」


    「あらあ、御免あそばせ」


    　女は目元を弓張り月のように湾曲させて、その豊満な胸越しに、蛭子を見下ろす。


    　はだけた肩や首は透き通るように白いが、その唇くちびるは赤く、頬ほおは仄ほのかに上気している。紫の浴衣ゆかたには紫陽花あじさいの柄がらがちりばめられ、そしてその左目には、眼帯が嵌はめてあった。


    「こっ、これは、祈き祷とう士し協会の通信車だぞ！　女、貴様そこで何をしていた」


    　しどろもどろに蛭子が尋ねると、女はいそいそと浴衣の乱れを直しながら、戯ふざけるように答える。


    「中の祈祷士さんたちと遊んでいたの」


    「あ、遊んでっ……!?」


    　蛭子は驚き、女の背後に目をやった。開いたドアから覗のぞく車内は暗く、ラジオが付けっぱなしなのか、ハスキーな女性歌手のシャンソンが聞こえてくる。


    「見つかっちゃったなら仕方ないわ。一緒に遊んでかない？　ダンディーなお髭ひげさん」


    　口髭を突ついてくる女の手を振り払い、蛭子は立ち上がる。
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    「バカなっ！　状況がわかっておらんのか。猫の手も借りたい事態だというのに、この惨状を放って女遊びだと？　どこの隊だ！」


    　叫んだ蛭子えびすは肩を怒らせて、大おお股またで車の入り口へ向かった。よもや自分の隊の隊員ではあるまいな、警備隊長として強く叱しかりつけてやろう、そんな思いでステップを上がる。


    「おいっ！　貴様ら、所属と名前を──」


    　一歩、車内へ足を踏み入れて、むせ返るような血の臭いに顔をしかめた。


    　暗がりの中、車内の奥にうっすら見えたのは、黒くて丸い塊かたまりだった。塊の中央には大きな口があり、剥むき出しの白い歯は、まるで闇やみの中に浮かんでいるように見える。


    　塊は球体から触手のような影を伸ばし、持ち上げた祈き祷とう士しの首を、噛かみ千ち切ぎった。


    「な……マガツカミ……だと？」


    　こちらへと振り向いた黒い塊は、蛭子の背後の女に尋ねる。


    「……お嬢。その御ご仁じんは」


    「次の遊び相手さ」


    　歯と歯の隙すき間まから、べろん！　と舌を出した塊に驚かされ、「ひっ……」と蛭子は後あと退ずさり。ステップを踏み外したところで、その背に、女の柔らかな胸が当たる。


    「おや、まあ。君は隊長なのか？」


    　女は蛭子の二の腕に付けた腕章をつまみ、くすくすと笑った。


    「それじゃあ、君の視界を頂くとしよう」


    　女は蛭子の首を包むように抱き締めながら、どこか官能的に目を細めた。


    　そうして通信車のドアノブに手をかけ、内側から閉めてゆく。


    「やめろ、待て、私を喰くう気か……！」


    　蛭子の悲鳴は、車内に響くシャンソンに掻かき消された。ドアが閉まりゆくに連れ、差し込むライトの明かりが遮さえぎられ、辺りは闇に包まれる。


    　蛭子の歪ゆがんだ表情も、それを見る女の青紫の瞳ひとみも、暗がりの中に呑のまれていった。


    



    　　　×　　　×　　　×


    



    「六りつ花かって……そんなに私に似てるの？」


    　祭り会場へ急いで戻る道すがら、ラティメリアは雪ゆき生おの背中に尋ねた。


    　階段を上ったり、下りたり。やはり迷路のようなこの町は、ラティメリア一人では帰れない。達だる磨まを抱いた雪生の後ろ姿を、足早で追いかける。


    「うん。……似てる」


    　雪生は前を向いたまま、駆けながらぽつりと答える。


    「……ねえユキオ。六花って、どんな人？」


    「六りつ花かさんは……強い人だった」


    　カランコロンと下駄の音。ペタペタ走る雪せつ駄たの音。二つの足音だけが、人ひと気けのない町並みに響いている。生なま温ぬるい風が吹き、蟹かにの絵ののぼりがはためいた。


    「自由で、真っ直すぐで、優しくて。古ふる川かわくんのことを、とても大切に想っていた──」


    



    　七なの日かは鹿か島しまから、緊急に設しつらえられた救護テントの下で応急処置を受けるよう言われた。


    「あんたには、手当を受ける権利がある。この町の人々を、俺たちを、マガツカミから救ってくれたのは、紛れもなくあんただ」


    　鹿島はそう言って七日をテントへと連れていったが、七日はそれを恩に着せることも、誇ることさえなかった。むしろ不機嫌に、鹿島たち祈き祷とう士しを罵ば倒とうする。


    「……母子が目の前で潰つぶされるのを、見るのが嫌だっただけだ。弱いお前らが勝手に救われただけ。祈祷士ならそれを、恥と思え」


    　鹿島がほんの一瞬、目を離した隙すきに、七日は姿を消していた。


    



    　右手に、赤い髪のついた轢ひき神のツノを握り、砕けた左腕は垂たらしたまま、血に濡ぬれて黒ずんだ浴衣ゆかたを引き摺ずって、七日は一本道を甲こう良ら神社に向かって歩いていた。


    　裸足はだしのため、砕けた石つぶてが踏み出すたび足の裏を刺激したが、そんなもの、全身を走る痛みに比べれば瑣さ末まつなものである。


    　左腕を中心に、体がうまく動かない。何をしたってどこかしらが痛むのだから、傷ついた箇所がどこなのかもわからない。


    　はぐれた者の名を呼ぶ浴衣姿の人々や、破壊された店の片付けをする店主。つい先ほどまで心躍らせる祭り囃ばや子しの流れていた一本道で、笑顔を浮かべる者は、もういない。


    　まばらな人通りを、七日はのそのそと上っていく。ポリバケツに体をもたせて転倒し、ゴミ袋の上に身を投げた。血を流しすぎてしまったのか、視界がぼんやりと白み、靄もやがかかっているようだった。


    「ああ……だりぃ」


    　想像していたよりも酷ひどい状態だ。隙だらけであることを自覚する。加えて白しら雨さめすら持っていないのだ。今、マガツカミと遭遇すれば一巻の終わりだろう。


    　──喰くうなら今だぞ、ラティメリア。


    　薄れゆく意識の中、そのようなことを思って、自じ嘲ちようする。


    　ふと一本道を挟んだ目の前に、まるでサーカス小屋のように屋根の尖とがったテントを見つけた。その形には見覚えがある。のれんの垂れた入り口の上には〝奇妙奇き天て烈れつ水族館〟と、おどろおどろしいフォントで書かれた看板が掲げられていた。


    「……は。まだあったのか……」


    　あれは六つか七つの頃ころだった。一歳上の六りつ花かに手を引かれ、入ったのがあの、幽霊屋敷のように気味の悪い展示小屋だった。


    　六花は幼い頃から好奇心旺おう盛せいで、新しいものなら何にでも興味を持ったから、射的や金魚すくいなど華やかな出し物の陰にひっそりと立つ、ああいったテントさえも目ざとく見つけてしまうのだ。


    　丸いハットを被かぶったもぎりの男は、作り物のような笑顔を浮かべて言った。


    　──ここはね、世にも珍しい魚たちが見られる奇妙な水族館なんだ。


    　幼き七なの日かは胡う散さん臭さを感じ「やめよう」と訴えた。しかし六花は男の説明を聞いて、より好奇心をくすぐられたらしい。勝手に二人分の入場料を渡してしまった。


    　通されたテントの中は薄暗く、どこかヒンヤリとしていた。


    　二段に重ねられた水槽が両脇に並び、その一つ一つがライトアップされ、中にはさまざまな魚が泳いでいる。骨の透けて見える魚や、体の一部を発光させる魚。見慣れない生き物の泳ぐ水槽と水槽の間を、二人は身を寄せ合って歩いた。


    　テント内には、オルゴールのメロディが静かに流れていた。客は六花と七日だけしかいないようで、六花が黙ってしまうと、水槽の水を打つ音ばかりが耳に障さわる。


    　背の低い二人は高々と重ねられた水槽を見上げ、迷路のような細い道を、奥へ奥へと進んでいく。


    　さっきまでいた祭りの雰ふん囲い気きが一変して、七日は六花の手を強く握る。まるで異世界へと迷い込んでしまったようで、何度も後ろを振り返り、来た道を忘れないよう心がけた。


    　しかし六花はこの空間を楽しんでいるようで、「かわいいね」などと八重歯を覗のぞかせ、やたら足の長い蟹かにの入った水槽の表面を、指先でコツコツ叩たたいたりしていた。


    　テントの中央まで進むと、開けた空間に出た。真ん中に一際大きな水槽があり、幼い七日の両腕ほどもあろう大きな魚が、じっと息を潜ひそめている。


    　暗くら闇やみの中の、蒼い光の水中ライトに照らされて、魚はどこか寂しげに見えた。


    　──古代魚シーラカンス。この子が、この水族館の目玉なんだ。


    　いつの間にか、先ほどの丸いハットの男が、二人の背後に立っていた。


    　──シーラカンスにはね、本当はもっとたくさんの種類があったんだ。けれどみんな死んでしまった。今残っているこの子だけが、太古の昔から今と変わらない姿で、生き続けているんだよ。


    　男が言うと六花が顔を向けて、尋ねる。


    「タイコって、いつ？」


    　──ずっと昔。人間が生まれるよりも遥はるか昔さ。


    「そんなにも前から……？」


    　果たして、それが本当の話なのか、いかにもホラ吹きそうなこの男が、どこまで真実を語っているのか、七なの日かにはわからなかったし、信じるつもりもなかった。そもそもそんな珍しい魚が、どうしてこんな地方の祭りなどで見世物になっているのか。


    　この奇妙な魚が、本物かどうかすら疑わしい。


    　しかし六りつ花かは、男の話に耳を傾け、真剣な眼まな差ざしでシーラカンスを見つめている。


    　背ビレは前後に二つあり、腹ビレも含めると八つのヒレを持っている。一般的な魚に比べて明らかに歪いびつ。そのシルエットだけでも不気味であるのに、大きなアゴから覗のぞくギザギザの歯や、体中にまぶされた白い斑点模様が、さらに異様な雰ふん囲い気きをかもしている。


    　なのに六花ときたらこの古代魚を、大層気に入ってしまった様子だった。


    「……この子は、ずっと独りぼっちなの？」


    　──そう。ずっと静かな水の底で、じっと息を潜ひそめていたんだ。


    「でも、すごく綺き麗れいだわ──」


    　シーラカンスは尾ビレを揺らし、流れるように泳ぎ始めた。


    　深い蒼色の水中ライトが、水面に波打つ波紋の影を、テントの屋根に映し出す。幻想的な空間を、八つのヒレの歪な影が悠々と泳ぎ回る。その異形を恥じることもなく。その孤独を悲観することもなく。蒼いライトを鱗うろこに煌きらめかせる姿を見上げ、幼い六花は瞳ひとみを輝かせる。


    「このお魚……名前は、何て言うの？」


    　──ラティメリア。


    　男は六花の背に手を添えて、ささやいた。


    　──ラティメリア・カルムナエ。それがこの子の名前さ。
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    　かつてこの国は、戦争の最中にあった。


    



    「無理だ、もう無理……！　無理、無理、無理」


    　掘られた塹ざん壕ごうに身を潜ひそめ、通信兵・磯いそ丸まるはガチガチと歯を打ち鳴らしていた。


    　適当に石を積んだだけの石垣の向こうから、絶えず銃弾が飛んでくる。背後の木の幹が弾け、赤土がパタタタ……と土つち埃ぼこりを上げた。


    「弾だ、弾をくれ、磯丸っ！」


    　石垣の隙すき間まに銃口を突っ込んだまま、同じ部隊の成なり田たが手を伸ばしてくる。しかし磯丸は、背負った通信機器から伸びる受話器を、固く握り締めたまま。


    「もうお終しまいだ。司令部は陥落する。助けてぇ、助けて六りつ花かさま……！」


    「黙れ磯丸！　黙れっ！」


    　業ごうを煮やした成田が、磯丸の頬ほおを平手で弾いた。その襟えり首くびを掴つかみ上げる。


    「終わりなどと言うなっ！　いいから弾をよこせ」


    「もうないよっ！　弾なんてない！」


    「何でねえんだ、倒れた奴やつから取ってこいっつっただろ」


    「取ってきたよっ。んで渡したよ！　あれで全部なんだよ！」


    　襟首を掴まれたまま、磯丸は体を硬くして反論する。ヒビ割れた厚い丸眼鏡めがねが、今にも鼻からズリ落ちそうである。


    　塹壕に生き残る兵隊は、今や二人だけとなっていた。他はみな、二人の側そばでついさっき死んだ。口から胸から血を流し、くぼみに横たわる死体を見つめ、磯丸は少々、怒りが湧わく。ちくしょう、先に眠りやがって。安らかに眠りやがって。


    　ここは地獄だ。自分も早く眠りたい。


    　目を閉じるが、聞こえてくるのは、銃声と、悲鳴と、戦車のエンジン音──。


    「成田……成田っ！　来るぞっ！　戦車が上ってくる音がする」


    　磯丸は石垣の隙間から、向こうの雑木林を覗のぞいた。敵の主力戦車が木々をなぎ倒し、キャタピラを回転させて、この丘を上ってくる。最悪だ。


    「向こうは戦艦も戦車も戦闘機も充実してるってのに、こっちは兵も銃も気力も不足してるんだ。護まもれるわけないよ……！　この丘はもう、終わ──ぶっ」


    　今度はグーが飛んだ。


    「弱音を吐くなっ！　貴様それでも帝国軍人かっ！」


    「……ね、祈ろう？　六花さま早く来てって。二人で祈ればそれだけ早く──ぶっ」


    　さらに同じところにグーが飛ぶ。成田は磯丸の腹の上に馬乗りとなり、何度も何度も、磯丸の頬目がけて拳こぶしを振り下ろした。


    「そんなものに頼るから弱くなるんだっ！　たかが祈き祷とう士しに何ができるかっ！」


    　磯いそ丸まるは手の平を盾たてに眼鏡めがねを守りながらも、必死に弁明する。


    「六りつ花かさまはただの祈祷士じゃないんだっ。マガツカミを使う特別な祈祷士で──」


    「うるせえっ！　知るか、んなもんっ」


    　体を起こした成なり田たが取り出したのは、手しゆ榴りゆう弾だんである。自決用に最後まで残しておいたものだ。ピンを人差し指に引っかけ、ニタリと笑う。


    「けっ、戦車が何だ。元より玉ぎよく砕さい覚悟の特攻戦よ。俺は華々しく散ってみせるぜ」


    　言って石垣から頭を出したその瞬間。チュン、と銃弾が成田の顔をかすめた。


    　おもむろに磯丸へ顔を向ける成田。


    　銃弾の当たった耳が裂さけてはいたが、その顔は引き攣つった笑みを浮かべている。


    「見ろ、磯丸。弾が俺の顔から逃げた。禍まがツ六花なぞに祈らなくとも、俺は神がかってる。言ってやるぞ。禍ツ六花など、へのかっ」


    　ぱーん、と銃声にヘルメットを弾かれ、成田は笑みを浮かべたまま、絶命した。


    「な、成田っ！」


    　磯丸は、うつぶせに倒れた成田を揺さぶる。その指先に、手榴弾のピンを見つける。手榴弾本体から抜かれた、ピンだけを──。


    「……もう、ばかぁ……」


    　くしゃくしゃに顔を歪ゆがませる磯丸。


    　ピンの抜かれた手榴弾は、成田の腹の下。


    　磯丸は踵きびすを返し、塹ざん壕ごうから這はい出ようともがいた。背後で爆発が起き、その衝撃で、隣のくぼみまで吹き飛ばされる。


    　六花さま、六花さま、六花さま──。土つち埃ぼこり舞う中、磯丸は手を合わせて祈り続けた。


    　陸軍軍曹である六花が、隊を率いてこの丘へ向かっているという情報は、確かにあったのだ。化け物、禍ツ者、人間兵器──戦場でのさまざまな呼び名は、それだけ彼女が、強い存在感を放っているという証あかしでもある。


    　あの娘さえいれば──と、六花の戦闘を目まの当たりにした者は言った。


    　あの娘さえいれば、どんな劣勢だって覆くつがえせる、と。


    　磯丸の背負う受信機が、信号音を発する。ピー、ピー、ピー……。


    『六花部隊到着せり。戦闘を中断し、戦場を明け渡すように。六花隊、到着せり──』


    　ノイズ交じりの情報が、磯丸の顔を輝かせた。


    



    「うん。今日もいい天気ねっ」


    　丘陵に吹く南国の風が、背伸びする六花の黒髪をなびかせた。


    　六花は瞳ひとみを閉じて、自然の息い吹ぶきを汗ばむ肌に感じる。


    　国の最南端に位置するこの島は、多くの緑と青い海に囲まれていた。寄せては返す波の音。絶えず聞こえる蝉せみの声。大きな入道雲の向こうからは、眩まぶしい太陽がさんさんと陽を注ぐ。


    「……さて、と」


    　しかし今、島では押し寄せる米兵とそれを押し止とどめようとする日本兵との間で、陸上戦が行われている。銃声や爆撃音が、風の音を掻かき消した。


    　古ふる川かわ六りつ花か、齢よわい一七。


    　その顔にあどけなさを残す少女は、軍服の上に白い羽は織おりをまとい、戦場に立っている。


    「第零ぜろ三さん祈き祷とう部隊、前へっ！」


    　毅然と声を上げる六花の両サイドに、五名の祈祷士が横一列に立ち並ぶ。


    　岩場から見下ろす先は、米兵の攻め入る雑木林。この丘のてっぺんに掘られた海軍壕ごうを目指し、敵は徐々に上ってきている。


    「私たちはこれより、海軍壕防衛戦に介入します」


    　六花の隣には、一つ下の弟である七なの日かがいる。六花と同じ古川流の祈祷士ではあるが、七日は術を使わない。腰に差したサーベルと、肩に担かつぐ九九式短小銃が主な武器である。ムスッとした愛想のない目つきに、ぶかぶかの軍用ヘルメットと軍服。見た目は線の細い少年兵であったが、殺した敵の数は、すでに一〇を超えていた。


    　六花を挟んだ反対側には、戦場にも、南国にも似つかわしくない色白の少女──大おお坂さか雪ゆき生おの姿があった。大坂流の祈祷士は道具を使う。銃やサーベルは携帯せず、代わりに大きく膨ふくらんだ鞄かばんを肩から提さげる。


    　サーベルを二本携たずさえた副隊長が「劣勢だねえ」と笑うと、サーベルの代わりに太た刀ちを担ぐ戦闘斥せつ候こうが「ちゃんとついて来いよ、お前らっ」と目をたぎらせる。六花ほどしか身長のない彼に「ちび」とつぶやいたのは、戦場ですら羽織に雪せつ駄たというスタイルを崩さない祈祷工兵。


    「おい誰だれだ今、ちびっつったの！」


    　振り返る戦闘斥候からは、全員が面倒くさそうに視線を外した。


    　六花を含め、たったの六名。隊員全てが祈祷士。それも皆一〇代の少年少女という異例の構成。それが第零三祈祷部隊──六花を隊長とした、通称六花隊の総勢であった。


    「六花。ヘルメット被かぶれ」


    　七日に注意され、六花は眉まゆ根ねを寄せる。


    「わかってるわ。今被るところだったんだから！」


    　ヘルメットを着用した六花は顔を引き締めて、再び凜りんと声を張った。


    「各個、雑木林へ下りて、戦闘や味方の援護に当たってください。あくまで防衛戦です。深入りはしないように。皆どうか、死なないで。散開っ！」


    　六花の合図で、全員がなだらかな岩場を駆け下りた。六花隊の三名はそれぞれ個々に雑木林へ入っていくが、六花の護衛である七日と、衛生兵の雪生だけは、六花の側そばを離れない。


    　先行した祈き祷とう士したちが雑木林に突っ込んでいくと、銃声が一層大きく鳴り響いた。戦闘が開始されたのだろう。雑木林は、すでに敵陣の中にある。


    「あ、あの中で召喚するんですか!?」


    　二人の後を追う雪ゆき生おが声を上げ、七なの日かは六りつ花かを流し見る。


    「中まで入ることはねえだろ」


    「入らなきゃ。戦場はあそこなんだから」


    　六花は七日へ目もくれず、ぴょんぴょんと岩場を跳ね、足を止めようともしなかった。


    「せめて斥せつ候こうが安全を確保してからだな──」


    「それじゃ遅いわ。ここで済ませましょう。持ってて、ナノ」


    　言下に七日へ、ついさっき被かぶったばかりのヘルメットが投げられた。


    「おいっ、六花！」


    「邪魔なんだもんっ。集中できないの！」


    　ヘルメットを脱いだ六花は、駆けながら目を細め、集中する。


    　するとその身体からだに、変化が起き始める。艶つややかな黒髪が根元から毛先にかけて、ゆっくりと燃えるような赤に染まっていく。


    　同時に横へ突き出した右腕が鮮やかな黄色に変色、茶の斑まだら模様が浮かび上がった。


    「おいで──彼岸花リコリス、向日葵ヘリアンサスっ！」
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    　走りながら唱えた六りつ花かが、前方に右腕を振るう。


    　目ま映ばゆい光とともに、六花の両側に並走して現れたのは、二人の少女だった。どちらも見た目は十歳にも満たない幼い少女で、まとっただけの白い布をひるがえし、ペタペタと裸足はだしで岩場を駆け下りる。


    　一人は腰まで届く長い白髪を有し、そしてもう一人には、右腕がなかった。


    「二人とも。わかっていると思うけど、喰くうのは禁止だからね。それから、あまり私から離れないで」


    　六花は岩場を駆けながら、両側の少女を交互に見て言い聞かせた。


    　白髪の少女リコリスは「うーい」と気け怠だるげに答え、ヘリアンサスは一本腕の左手を高々と上げて、元気いっぱい返事をする。


    「はーいっ！」


    　スピードを上げ、我われ先にと駆ける先は雑木林。チュン、チュンと岩を弾く流れ玉を大おお仰ぎようなステップでかわし、岩場を大きく飛び跳ねて、雑木林に突っ込んでいく。


    　米軍は、祈き祷とう士し六花と、六花の召喚する少女たちの脅威を知っていた。六花の呼び出す少女らを、ただの子どもと侮あなどるなかれ、あれは人を喰う〝マガツカミ〟である。この南の島の上陸戦において、多くの兵士の命を奪った化け物だ。


    　雑木林を走る戦車は、駆けてくる白い布の少女を見つけると、躊躇ためらいなく七五ミリ砲を向けた。ドンッ、と硝煙を散らした瞬間、砲弾がヘリアンサスの脇をかすめる。


    　ヘリアンサスの背後で、着弾による爆発が起こる。


    「んきゃあっ！」


    　爆風に煽あおられ、ヘリアンサスの小さな体は林の中を舞った。


    　土つち埃ぼこりの上がる中、ボロ雑ぞう巾きんのように吹き飛ばされる少女を、砲塔内の兵士はスコープで確認していた。やったか、と異国の言葉をつぶやいた直後、錐きり揉もみしながら回転する少女の、ないはずの右腕部分に、黒く透き通った禍まが々まがしい腕が生はえ始めていることに気づく。


    　鋭い鉤かぎ爪づめが指先に五本。その腕は、少女の体とは不釣り合いに歪いびつで、巨大である。


    　六花の右腕を依より代しろに持つ〝掴つかみ神〟ヘリアンサス。その能力は、異界の王から右腕だけを借り受けて、自分の腕とする〝魔王の手〟──。


    「うーっ、りゃっ！」


    　ヘリアンサスは錐揉みしながら握り拳こぶしを作り、魔王の拳を戦車の砲塔へ降らせた。


    　厚い装甲を誇る戦車の砲塔が、振り下ろされた巨大な拳によって、本体へとめり込んだ。


    　着地したヘリアンサスは戦車を掴み、五〇トン以上もあるそれを、右腕一本で持ち上げる。ミシミシ、と装甲を軋きしませたそのあと、戦車は中の兵士ごと、握り潰つぶされた。


    「あははは！」


    　いとも簡単に主力が破壊されたことで、林に潜ひそむ兵士たちに、動揺が走った。勝てるわけがない。敵かなうはずがない。自分たちは、モンスターを退治しに来たわけではないのだから。振り回される異形の腕は、兵士たちにそんな畏い怖ふを与えていく。


    　別の戦車が、ヘリアンサスに大砲を向ける。それに気づいたヘリアンサスは、ひょいと潰つぶれた戦車を投とう擲てきする。発射された砲弾を巻き込んで、戦車同士は衝突し、爆発した。


    「あははははははは！」


    　燃え上がる雑木林の中で、歪いびつな右腕を持つ少女だけが、笑っていた。


    



    　燃え上がる林の上空で、立ち上る煙を避けるように、米軍の戦闘機が旋せん回かいする。


    　マガツカミ参戦の一報は、すでに無線を通じて届いていた。海軍壕ごう攻略作戦は、うまくいっているはずだった。戦況は明らかに優勢。朝のうちに壕を攻略し、今夜は作戦成功の祝杯をあげられるはずだった。


    　しかし戦場に六りつ花かが現れた以上、このまま作戦を続行していいものなのか。


    　無線に叫び指示を仰ぐ。


    　パイロットは一度だけ、六花の率いる少女たちの戦闘行為を目撃していた。今思い出しても体が戦慄わななく。あれは戦闘というよりも、殺さつ戮りくであった。


    　鍛きたえ抜かれた屈強な兵士たちが銃を構え、完璧なフォーメーションで取り囲んでさえ、布一枚まとっただけの少女を仕留めることはできなかった。


    　首根っこを引き抜かれ、心臓を抉えぐられ絶命していく仲間たち。戦闘機の中から見下ろす彼には、どうすることもできなかった。


    　少女たちと遭遇してしまったら、一目散に逃げるべきだ。そう証言したパイロットを、戦闘を見ていない仲間たちは笑ったが、彼は冗談を言ったつもりはなかった。


    　今、彼が生きているように、それこそ少女の手の届かない上空にまで逃げない限り──と、不意に異常事態を知らせるサイレンが、操縦席に鳴り響く。


    　一度大きく跳ねた機体が、前方に傾いていく。メーターを確認しつつ、機体を立て直そうと操縦桿かんを引いた。しかし戦闘機はガタガタ左右に揺れるばかりで、高度を下げていく。


    　一体何が起こっているのか。パイロットは、聞こえてくるエンジン音が、いつもとは違うことに気づいた。見れば機体の鼻先のプロペラが、止まってしまっている。細い糸のようなものが、びっしりと絡みついていたのだ。


    　頭上に動くものがあり、空を見上げた。操縦席を覆おおうアクリル板の向こうに、白い髪の少女が張りついていた。


    　いつの間に？　どうやって？　これは飛行中の戦闘機だ──驚きよう愕がくに顔を引き攣つらせるパイロット。その様子が可お笑かしかったのか、少女はニィッと口の端はを吊つり上げた。


    　パイロットは、がむしゃらに操縦桿を動かした。機体を揺らし、少女を振り落とそうとするものの、髪の毛の絡みついたプロペラや翼は言うことをきかない。


    　六りつ花かの髪の毛を依より代しろに持つ〝結ゆい神〟リコリスは、自らの白髪を自在に伸ばし、操る。


    〝髪繰り〟によって蠢うごめく毛先は、機体の僅わずかな隙すき間まから操縦席にまで侵入してきた。


    　パイロットはいよいよ悲鳴を上げた。


    　少女からは逃げられない。


    　上空にさえ、逃げ場はないのか。


    　観念したパイロットは、メーターに挟み込んだ一枚の写真へと目を上げた。祖国で彼の帰りを待つ、妻と娘の写真である。


    　写真へと伸ばしたその指先に、無数の髪の毛が絡みつく。両耳や喉のどから、あるいは皮ひ膚ふを突き破り、体の中へと侵入する白い髪の毛は、兵士の内臓を掻かき乱し、破壊する。


    　口から吐き出された血が写真に跳ねて、愛する者たちの笑顔を汚した。


    　薄れゆく意識の中、「神よ」とパイロットは祈った。しかし頭上で笑うその少女もまた、神であることをパイロットは知らない。


    　澄み渡る青い空を裂さいて、戦闘機は黒煙を上げ、雑木林へと落ちていく。


    



    　林の至るところで、炎が上がり始めていた。銃声と悲鳴が交じり合う中、六花は樹木の根元に身を潜ひそめる。側そばには雪ゆき生おが、頭上では木の枝に跨またがる七なの日かが、銃を構えている。


    「ナノ、もっと前に出たいわ」


    　六花が見上げて言うが、七日は「ダメだ」の一点張りである。


    「もっと近づかなきゃ、あの子たちを把握できない」


    「じゃ呼び戻せ。隊長自ら前戦に出ることはねえよ」


    「もう、わからず屋っ。呼び戻したら戦闘になんないでしょ？」


    「お前こそ自覚しろ。自分があいつらの依り代だってことを」


    　七日はジロリと六花を睨にらみつける。少女たちの依り代は、六花の身体からだ。マガツカミは依り代を破壊されれば死ぬのだから、六花の死は、少女たちの消滅と直結している。


    　つまりこの六花こそ、祈き祷とう部隊の核であり、戦況を左右する最重要人物である。


    「わかってるわよ、ちゃんと」


    　六花は不満げに唇くちびるを結んだ。


    　と、七日が「まずい、見つかった」とつぶやく。


    　それから小銃を構えて一発。木々の向こうに発砲する七日。雑木林に銃声が木こ霊だまし、撃たれた米兵の怒号が響き渡る。


    「大おお坂さか、六花を連れて下がれ」


    　大きく頷うなずく雪生。木の枝から飛び降りてきた七日に尋ねる。


    「……古ふる川かわくんは？」


    「足止めする。目立ちすぎるんだよ、こいつは」


    　七なの日かは六りつ花かの持つヘルメットを奪い、無理やりに被かぶせた。


    　六花の身体からだは、召喚したマガツカミの依より代しろに該当する部位の色が変わる。


    　髪は赤く染まり、右腕は黄色と茶の斑まだら模様。緑の雑木林の中では、あまりに目立つ状態となっている。そして今、七日を見送るその両眼は、青紫に灯ともっていた。


    



    　三人のいる位置から五〇〇メートルほど前方で、一際大きな炎が上がった。


    　米兵が火炎放射器を振り回し、同胞を黒く焼いている。〝視界ジャック〟されたその兵士の瞳ひとみもまた、青紫。ジャックした少女──紫陽花ハイドランジアは、放射器を振り回す兵士の肩にしがみついていた。


    　六花のマガツカミは、それぞれ自分の依り代に該当する部分が欠けていた。〝掴つかみ神〟ヘリアンサスには右腕がなく、〝結ゆい神〟リコリスの髪は、白く枯れている。


    　そして六花の目玉を依り代に持つ〝覗のぞき神〟ハイドランジアには、元より両方の眼球がなかった。ポッカリと眼がん窩かを晒さらすおかっぱの少女は、兵士の視界を強制的に奪い、その体を操って炎を散らす。


    「はは。楽しいなっ、これ」


    　意識を奪われた米兵が、彼の知るはずのない日本語を喋しやべり、青紫の目を細める。


    　と、その時、頭上の梢こずえから木の葉を散らし、戦車が降ってきた。兵士は肩の少女を掴み、向こうへと放り投げる。直後、火炎放射器ごとぺしゃんこに潰つぶされる兵士。


    「はあ……っ!?　ヘリアンサスっ！　お前、よもやわざとではないだろうなっ！」


    「あははははは」


    　戦車のあとに降ってきたヘリアンサスは頭を掻かき、目のない少女へ、ぺろりと舌を出した。


    「ごめんね、ハイドラ姉さん。ジャック中だった？」


    「私があの男の肩にいたのくらい、見えただろう!?　ホントにバカなんだから。せっかくのおもちゃをよくも。お前をジャックしてやろうかしらっ……！」


    「ごめん、ごめんってば。これあげるから、ね？」


    　言ってヘリアンサスは、潰れた戦車から投げ出された兵士を、巨大な手で掴んだ。


    　手の平の上に広げられた兵士の死体を、二人して覗き込む。


    「半分こして喰くお？」


    「……六花に見つかる」


    「大丈夫だよ？　ぺぺっと喰っちゃえば」


    　ヘリアンサスは再びぺろりと舌を出す。その舌に、千ち切ぎれた小指がのっていた。


    



    　先を走る雪ゆき生おに先導され、雑木林の中を駆ける六花は、目玉と右腕を依り代にした二体のマガツカミの、沸わき上がる食欲に気づいていた。


    「いけない……あの子たち、喰くおうとしてるわ……！」


    　林が開けたところで、六りつ花かが急に立ち止まる。


    「六花さん……？」


    　振り返った雪ゆき生おは、ブーン、と近づいてくる戦闘機のエンジン音が聞いた。


    　米国の戦闘機が、急降下してしてくる。パパパパと連射された機関銃によって、赤土が跳ねた。その軌跡は、真っ直すぐに六花の元へとのびている。


    「六花さん！」


    　雪生は手を伸ばし、六花の元へ駆け戻ろうと足を踏み出す。


    　戦闘機はもう、見上げた六花のすぐ目の前。無数の銃弾が六花の体を貫つらぬこうとした、その寸前──雑木林から飛び出した七なの日かが、六花の体を抱いて転がった。


    　戦闘機が通り過ぎ、倒れた二人の元に雪生が駆け寄る。


    「大丈夫ですか!?　お怪け我がは？」


    「私は……大丈夫……」


    　七日の腕の中で、六花は体を起こした。


    「ナノっ。ナノ……！」


    　六花をかばって飛び出した七日の左足首は、銃弾によって砕かれていた。流れ出した血液が、赤土に染みていく。


    「ナノ！　死なないで、ナノ」


    　六花の膝ひざの上に頭を乗せられた七日は、額ひたいに汗を流しながら答えた。


    「……死なねえよ。足だろうが。問題ない。大おお坂さかの歌か留る多たがある」


    「すぐに治ち療りようを行います。けど──ここじゃ目立ちすぎる……」


    　雪生が辺りを警戒したその時、再び空にエンジン音が響く。先ほどの戦闘機が、旋せん回かいして戻ってきたのだ。


    「やばいですっ！　六花さん、林の中へ──」


    「許さない。よくも、ナノを……！」


    　六花は七日の頭を膝に乗せたまま、向かってくる戦闘機を睨にらみつけた。禍まが々まがしく灯ともる青紫の瞳ひとみが、憎しみを湛たたえる。


    　戦闘機から放たれた銃弾の雨が赤土をうがち、六花を狙ねらって近づいてくる。


    　雪生は六花を庇かばおうと、身を挺ていして二人に覆おおい被かぶさった。


    　──パパパパパ……。


    　銃弾は雪生の頭上に降り注ぎ、エンジン音とともに通り過ぎていく。


    　恐る恐る顔を上げた雪生は、自分が無傷であることを知る。上空にかかった影は、大きな手の平形。雑木林から飛び出したヘリアンサスが巨大な魔王の手を広げ、銃弾を防いでいた。


    　手の平を納めるヘリアンサス。その側そばに立つハイドランジア。雪生は二人の放つ禍々しいオーラに、ゾクリと鳥肌を立たせた。


    　過ぎゆく戦闘機へ振り返った六りつ花かの憎しみを受けて、少女たちが殺さつ戮りく対象を絞っている。七なの日かを傷つけた、あの戦闘機一機に──。


    　感情的な六花はそれ故ゆえに、どこか幼いところがあった。味方に無条件の慈いつくしみを与える一方で、こうして大切なものが傷つけられた時には、容赦がない。


    　剥むき出しの感情に引き摺ずられ、六花のマガツカミたちもより攻撃的になる。果たしてこれで歪いびつな少女たちをコントロールしているといえるのか。雪ゆき生おは時折、怖くなる。少女たちが残酷なのは、本当にマガツカミだから？


    　それとも六花が、残酷だから？


    　ヘリアンサスは赤土を蹴けり、戦闘機に向かって駆けだした。樹木の幹を蹴って跳ね上がり、木々の枝から枝へと飛び移る。上空を飛ぶ戦闘機、ただ一つを見据えて。


    「無茶だよ。戦闘機を追いかけるなんて……」


    　思わずつぶやいた雪生に、答えるものがあった。


    「無茶なものか」


    　雪生は眼球のない少女に尋ねる。


    「……あなたは、行かないの？」


    「私は走れん。見えないからな。目玉を貸してくれるなら、行くけど？」


    　声を聞いて相手を区別しているのか、ハイドランジアは雪生の顔に、くぼんだ眼がん窩かを向ける。少女に目玉はないはずなのに、覗のぞかれているような怖おぞ気けを覚える。


    　雪生は逃げるように、上空へ視線を戻した。


    　戦闘機の翼に、白髪の少女が着地するのが見えた。


    　やがて戦闘機は黒煙を上げ、錐きり揉もみしながら、墜落していく。


    



    　　　×　　　×　　　×


    



    「古ふる川かわ六花陸軍軍曹。我われ々われは貴女あなたに礼を申さなくてはならない」


    　六花たちの護まもった丘陵には、全長四五〇メートルにも及ぶ洞穴が掘られている。


    　日本海軍が、拠点として掘った壕ごうである。カンテラの連なる坑道をひたすら進んだ先に畳六畳ほどの狭い空間があり、一般兵が近づくことを禁じられたその部屋が、司令室として使われていた。


    　司令官である熊くま倉くら少将を中心に、三名の幕僚が木製のテーブルを囲んでいた。


    　テーブルの前に立つのは、本来ならば海軍壕にいるはずのない陸軍軍曹、六花である。


    「我わが陣営は迫る敵の脅威に晒さらされていたが、ひとまずの守備防衛に勝利した。これもひとえに六花隊の健闘あってのことだろう。海軍一同、深くお礼を──」


    「いりません」


    　机上に手をつき、今にも頭を垂たれようとした熊くま倉くら少将へ、六りつ花かは毅然と言い放つ。


    「私にできることを、できる範囲でしたまでです」


    　カンテラの淡い光を受けて艶つやめく黒髪に華きや奢しやなシルエットは、とても軍人とは思えない。しかしその襟えり首くびには、陸軍軍曹の証あかしである階級章が縫ぬわれている。


    　六花の白い羽は織おりは、祈き祷とう士し特有のものだった。背に日の丸と〝祈〟の描かれた、祭事などの際に正装として使われる羽織。これをまとう時、六花は祈祷士の代表であろうとする。


    　あどけなさを祈祷士という肩書きの裏に隠して、壕ごうの最高司令官や幕僚たちを前にしても、決して気け圧おされることなく、強い眼まな差ざしで意見を述べる。


    「私が行ったのは、殺さつ戮りくです。人を殺して述べられる謝辞など、必要ありません」


    「それでも貴女あなたは、結果的に多くの兵士を救った」


    　熊倉少将は机の上に肘ひじを立て、軍帽の陰から、直立する六花を見つめる。


    「貴女がいて救われた命があった。感謝している兵士も多い。どうか胸をお張りなさい」


    「人を殺して張る胸などございません。どうかお気遣いなく」


    　しん、と司令室に沈黙がおりた。六花は自分の発言が、軍人たちの戦闘行為をも否定していることに気づいていない。


    　席に着く幕僚の一人、河ふ豚ぐのように顔を膨ふくらませた河ふ豚ぐ多た中佐が「手痛いなあ」などとつぶやき額ひたいの汗をハンカチで拭ふく。その向かいに座る、犀さいのように体の大きな撫なで肩の香か犀さい中佐が、苦い顔で首を横に振りながら尋ねる。


    「なるほどそれで六花殿は、殺すのではなく救って胸を張るべく、ぞろぞろと民間人を引き連れて歩いているわけですか」


    　香犀は、六花隊が丘まで連れてきた多くの現地人たちを指して、そう尋ねた。


    「はい」


    「立派なことで」


    「仰おつしやる通り、私たち第零ぜろ三さん祈祷部隊は、戦火に巻き込まれた民間人を避難させるべく、島を南下している最中です。長い旅路で住民は疲弊しております。女、子ども、老人合わせて四六名。どうか少しの間、この壕にて休ませていただきたく存じます」


    「それは無理だっ」


    　河豚多が勢いよく立ち上がり、椅い子すの倒れた音が司令室に響き渡る。慌てて椅子を立て直しながら、河豚多は六花に訴えた。


    「ここはすでに飽和状態なんだっ。兵士は体を横たえることもできず、立って寝ている状態。そもそもここは軍の最高機密だよ。兵士ならともかく、民間人の入る余地は一切ない」


    「……そこを何とか、お願いできませんか」


    　熊倉少将が「軍曹」と六花を呼んだ。テーブルに両肘を乗せたまま、ゆっくりと、反抗期の娘に優しく言い聞かせるように話す。


    「残念ながら、壕ごうの現状は河ふ豚ぐ多た中佐の言った通りだ。貴女あなたもここへ来るまでの坑道を通ったでしょう。負傷した兵士たちは部屋から溢あふれ、歩く隙すき間まもないほどである。衛生状態は極めて悪い。民間人を入れることなど、とてもとても──」


    「ここがあるではありませんか」


    　言って六りつ花かは、神棚とテーブルだけ置かれた司令室で、両腕を広げる。


    「ちょっと狭いけど、テーブルを立てればまだ入るだろうし、腰の悪いお婆ちゃんがいるから、椅い子すはきっと重宝されるわ」


    　少将と三人の幕僚を差し置いて、六花は模様替えを楽しむ少女のように、あれやこれやと提案する。見かねて香か犀さい中佐が「六花殿」と声を上げた。


    「慎みなさい。司令官と村の婆さんを、隣同士に座らせるおつもりか？」


    「……ああ、そう」


    　六花は大おお袈げ裟さに肩を竦すくませた。


    「軍人さんって、いつもそう。陸軍も海軍も変わらないのね。あなたたちは、この島の人々を助けに来たんじゃないの？」


    　熊くま倉くら少将が口を開こうとした、その時。


    　司令室に低く、唸うなるような声が響いた。


    「助けに来たさ」


    　声を上げたのは、三人目の幕僚。六花の登場にも我われ関せずと、軍帽を深く被かぶり、拳銃を弄いじっていた男である。


    「──助けには、来た。だが戦況は思いのほか逼ひつ迫ぱくしている。民間人を優先して敵の侵攻を許せば、結局、民や土地は蹂じゆう躙りんされる。舐なめてかかるな、祈き祷とう士しさん。これは一億総玉ぎよく砕さいの大戦よ。この戦いに、護まもられるべき国民などいない」


    　その言い草にムッと唇くちびるを結び、六花は男の前に立った。


    「あなたはつまり、何の罪もない民間人たちに、ただ死ねと仰おつしやるのですか」


    「ははは。まさか、そうは言っていません──」


    　男は顔を上げた。軍帽の下から、光の失うせた黒目が六花を見つめ返した。


    「一人でも多くの敵を殺して、死ねと言っているのです」


    「……」


    　六花は眉まゆ根ねを寄せて、不快感を露あらわにする。


    「わかりました。それでは、私たちは今夜中に発ちます」


    　すると再び、「それは困る！」と河豚多が声を荒らげる。


    「この壕はもう、陥落寸前だ。古ふる川かわ軍曹！　あなたとマガツカミの力添えがなければ、もう護りきれぬ。多くの兵士が死にましょうっ」


    「では、あなたたちもついてきますか？　護まもってあげますけど？」


    　軍人たちが押し黙ってしまったので、六りつ花かは軽く礼をして踵きびすを返した。


    「失礼します」


    「ふ、古ふる川かわ軍曹っ！」


    　その背中に追いすがる河ふ豚ぐ多たは、六花が去ったのを確認してから、地団駄を踏んだ。


    「くそっ。くそ、くそっ！　何だあの小娘は。お高くとまりやがる。〝護ってあげますけど？〟だって」


    　河豚多が裏声を使って六花の真ま似ねをすると、香か犀さいがその軽口を咎とがめた。


    「おやめなさい。佐官が下士官の物真似など」


    「けどよう。民間人を護衛して南へ向かってるって？　ここへ寄ったのもついでだって言うじゃないか。僕はてっきり、我われ々われを助けるために陸軍が寄こした増援だと思ってたよ」


    「確かにな。陸軍は何を考えているんだ。民間人優先に作戦を組み立てているのか？」


    　河豚多と香犀の会話に、先ほどの男が加わる。


    「本営がそのような命令を下すでしょうかね」


    「柊ひいらぎ少佐。彼女は命令違反しているとでも？」


    「軍法会議ものだよ、そりゃあ」


    「どっちにしろ」と熊くま倉くら少将が取りまとめる。


    「祈き祷とう部隊がこの壕ごうを訪れたのは、僥ぎよう倖こうであった。武器もない、兵力もない。もはや玉ぎよく砕さいしか道のないところへ、禍まがツ六花が現れた」


    「けどもう行っちゃうんでしょ。終わりですよ、もう」


    　河豚多の泣き言が、再び士気を下げる。釣られて香犀も溜ため息いきをついた。


    「……聞けば齢よわい一七という。あのような小娘に頼らなくてはならないとはな」


    　柊が銃を机上に置き、向かいの香犀へと黒目を滑らせる。


    「あんな小娘に頼らなくてはならないほど、我々が弱いということでしょう。一つお聞きしたい。あの娘が戦場に現れた時、兵に後退命令を出したのは中佐殿、あなたですよね」


    「いかにも。六花隊の戦闘の仕方は聞き及んでいた。兵が戦闘に巻き込まれないがための処置だ」


    「だからダメなんだ。……ここは我々の戦場ですよ。あとから来た、たった六人の少年兵に明け渡して、自分らは丘の上から高見の見物。中佐殿はこの島に、ピクニックにでもいらしたのですか？」


    「……貴様、私の判断が間違っていたと言うか……！」


    　香犀が柊の襟えり首くびへ腕を伸ばし、テーブルを挟んで立ち上がらせる。


    　河豚多が慌てて二人の間に入った。


    「やめ、やめっ！　無理だよ無理。こんなんじゃ、勝てないって。協力しようよ、ね」


    　香か犀さいに襟えり首くびを掴つかまれたまま、柊ひいらぎは河ふ豚ぐ多たを睨にらみつけた。


    「あんたも、無理無理言いなさんな。肥こえた幹部の恥知らずが、どれだけ兵の士気を下げるおつもりか」


    「だって、実際無理でしょうよ！　武器もない中で、何ができるのさっ。そうだ、我われ々われも避難するしかない！　一旦六りつ花か隊とともに南に逃げて、立て直すんだ。それにはもう、この機会しかあるまいて。六花隊が出る時に我々も一緒に──ひっ……！」


    　早口で捲まくし立てる河豚多の口に、銃口が突っ込まれる。


    「逃げる……？　小娘に護まもられ、ともに逃げると言ったのか、この口は」


    「やめろ、柊っ！　離してやれっ」


    　香犀が柊の腕を掴むが、体格差はあるのに、柊の腕は動かない。柊がそのまま撃鉄を起こすのを、止めることがかなわない。


    「あんたの気弱はずっと目め障ざわりだったんだ。これ以上、恥の上塗りをなさるおつもりなら、私が殺して差し上げましょう」


    「騒ぐなっ！」


    　司令室に、熊くま倉くら少将の怒声が響き渡る。


    「……柊くん。貴様は、この司令室を戦場にするつもりか」


    　柊は引き金に指を添えたまま、顔だけを熊倉に向けた。


    「お言葉ですが、司令官。私でしょうか。悪いのは、この私か。誤った命令で兵を退ひかせたこの男でなく、臆おく病びよう風かぜを吹かせるこの男でもなく、私なのでしょうか？」


    「それは今、決めることではない。人の判断や弱気を責めるな。今、我々がしなくてはいけないことは」


    「あ、間違えた」


    　熊倉の言葉を遮さえぎって、柊は言った。言った後に、銃声が鳴った。


    　──パンッ。


    　次いで「ぎゃあああっ」と河豚多の絶叫が壕ごうに木こ霊だまする。頬ほおを内側から撃ち破られた河豚多は、椅い子すの側そばに倒れ、のたうち回る。


    「いやあ、間違えちまった。しかしどうか、責めないでいただきたい。今はそれよりも、あの小娘をどうするか、ですよね。少し、話をしてきます」


    　部屋の入り口へ向かう柊を、「柊くん」と熊倉が呼び止める。


    「拳銃は置いていけ」


    「……再三お言葉ですが、司令官。ここは戦場ですよ」


    　柊は銃を腰のホルスターに仕舞い、熊倉少将に背を向けた。


    



    　　　×　　　×　　　×


    



    　海軍壕ごうを出た六りつ花かは、壕よりも以前から丘陵に立つ、民間の墓へと走った。


    　かつて遺体を洞穴や洞窟に風葬する習慣のあったこの島の墓は、本土のものとは一風変わった独特な形をしていた。大きな岩の内部をくりぬき、人が入れるほどの空間を作って、その中に棺を運び込むのだ。亀の甲こう羅らのような亀かめ甲こう墓ばか。戦争が始まると住民たちは、この亀甲墓の中に入って、砲撃から身を守っていた。


    　左足を負傷した七なの日かもまた、丘の茂みの中にある亀甲墓へと運ばれている。


    　六花は暗い墓の中に飛び込むと、ゴザの上に横たわる七日の側そばに屈かがんだ。


    「ナノっ！　ケガは？　もう治った？」


    「まだ治らねえよ。早すぎんだろ」


    　ブーツを脱がされた左足首には、幾十にも包帯が巻かれていた。血の滲にじむ包帯の上から、雪ゆき生おが歌か留る多たを添えている。仄ほの暗ぐらい墓の中を、歌留多から発せられる柔らかな光が照らしていた。


    　雪生が六花に怪け我がの具合を説明する。


    「弾が貫通してくれてよかったよ。三日もすれば、歩けるようになると思う。それよりも発熱が心配です。私の歌留多で、病気は治せないから……」


    「熱があるの？　ナノ」


    　七日の額ひたいには、濡ぬれた布切れが畳まれ、乗せられていた。


    　六花は七日の肌に触れようと首筋へ手を伸ばした。七日はそれを嫌がり、体を起こす。その動きは緩慢で、顔は赤く、肩で息をしている。


    「問題ない。少し休めばすぐに治まる」


    「……それがね」


    　六花は眉まゆ尻じりを下げ、苦笑いを浮かべた。


    「司令官と話してきたんだけど、壕には入れてもらえないみたい。もう満員なんだって」


    「何とかならないのか」


    「交渉したんだけど、その……つい、じゃあもういいですって言っちゃって。だから今日中に、ここを発たなきゃいけなくなっちゃった……」


    　モジモジとうつむく六花。七日は溜ため息いきをつく。


    「お前……。一人で行ったのか」


    「だってだって。みんな忙しそうだったし」


    「忙しいことねえだろ。龍りゆう之の介すけは？　交渉事はあいつの専門なんだから、上と話す時はあいつ連れてけって言ってるだろう。……っつかあいつらマジで、どこ行ったんだ……？」


    　墓の外へ目をやる七日。戦闘が終わってから、六花隊の残り三名の姿を見ていない。


    「死んだか……？」


    　七日のつぶやきを、雪生が否定する。


    「生きてるよっ。みんな外で自由にしてる。まあ、いつも通りな感じだね」


    「……ホントまとまりないよな、この部隊は」


    　墓の入り口で、日に焼けた兄妹が二人、顔を覗のぞかせていた。六りつ花か隊の連れている、島の民間人たちだ。二人は顔を見合わせ、「せーの」と声を揃そろえた。


    「六花ネーネーっ！」


    　振り返った六花に島の方言を使い、おいでおいでと手招きする子どもたち。


    「ここにくまー来てみ！　面白いの、見せてあげるっ」


    「しー。怪け我が人が寝てるんだから、静かに。お姉ちゃんは今、大事な話をしてるの。少し待ってて。終わったら後で行くから」


    「えー……」


    　落胆する子どもたちに、六花は困った顔をする。


    「いいよ、行ってこい」


    　七なの日かが言うと、すぐに六花は視線を戻した。


    「え、でも……」


    「壕ごうのほうは何とかする。今夜発つなんてことになったら、歩けない俺が困るんだ。必要になったら呼ぶから」


    「ダメよっ。ナノは怪我してるんだから」


    「龍りゆう之の介すけにさせるさ。あいつらばかり遊ばせてやるものか。六花隊はお前一人じゃないんだ」


    「ぅう……。ありがとっ」


    　六花が抱きついてきたので、七日は仰のけ反ぞった。


    「やめろ、俺は負傷者だぞ」


    「……頼りないお姉ちゃんで、ごめんね」


    　六花が、抱き締めた七日の耳元に囁ささやく。真ま面じ目めなトーンでそんなことを言われたら、うまく言葉が出なくなってしまう。七日は六花の背に手を添えて、溜ため息いき交じりにつぶやいた。


    「……んなことねーよ」


    　一呼吸置いて、体を離した六花はいつものように、八重歯を覗かせて笑った。


    「じゃ、行ってくる」


    「戦場にいるってこと、忘れんなよ」


    「片時も忘れたことはないわ！　……さ、見せたいものって何かなー？」


    　踵きびすを返し、六花が子どもたちを追い立てるように出ていくと、墓の中は再び、ヒンヤリとした静寂に包まれた。


    「六花さんを見てると、私が、忘れそうになっちゃう。戦場にいるってこと……」


    　光の弱まった歌か留る多たを取り替えながら、雪ゆき生おはつぶやいた。


    「……六花さんがいると、元気になるね」


    「引っ張られんなよ。あいつの能天気に」


    　再び横になる七なの日かに忠告されて、雪ゆき生おは少し笑う。


    　古ふる川かわくんのことを言ったんだけどな、と。そんな言葉は飲み込んで、治ち療りようを続けた。


    



    　　　×　　　×　　　×


    



    　戦場にも蝉せみは鳴く。丘陵に茂る木々のあちこちから、虫の声が聞こえていた。


    　強い日差しも夕暮れになれば和らぎ、丘の上に吹く風が、民間人たちの汗ばんだ肌を撫なでる。人々は海軍壕ごう近くの開けた墓地に腰を下ろし、つかの間の休息を取っていた。


    　六りつ花かは子どもたちに手を引かれ、石垣にちょこんと腰かける。手渡された小さな紙袋には、ハブの卵が入っているのだと言われた。


    「ハブって……。この島に生息する毒蛇、よね……？」


    「六花ネーネー、開けてみ？　早へーく、早くっ」


    　子どもたちに促うながされ、六花は恐る恐る紙袋を開いた。すると──ビタビタビタッ！


    「ひゃあああっ！」


    　袋の中で何かが暴れだし、六花は体を肩を跳ねさせる。


    「大変っ、孵かえってる！　孵ってるわ、蛇！」


    　落とした袋を指差す六花。そのリアクションに、子どもたちが腹を抱かかえて笑う。


    「やーい、騙だまさったー！　ハブのわけねーやっし！　よく見てみー？」


    　兄のほうが紙袋を拾い、中から輪ゴムの繋つながれた鉄の破片を取り出した。輪ゴムに引っかけた破片を袋の中でねじり、開けた途端にくるくる回るよう、細工がされてあったのだ。


    「だ、騙したのねっ。もうっ！」


    「騙されるのが、悪いんどっ」


    　走る兄の背中を、六花が追いかける。


    　海に面した石垣に座る老婆を、盾たてにする少年。六花が右へ出れば左へ逃げ、左へ回ると右へ走る。すると、うとうと目を閉じていた老婆の目がカッと見開いた。


    「ええひゃあ！　悪ガキどもヤナワラバーター！　また六花さまに悪さしよるば！　殴なぐらりんどうっ、すぐ」


    　直後に、少年のいがぐり頭へ拳こぶしが振り下ろされる。「アガッ」と悲鳴を上げた少年は、「もう殴ってるやっし！」と文句を言いながら、退散していく。


    「はあ、はあ……！　ありがとう、お婆ちゃん」


    　息を切らしながら六花が言うと、老婆は再び目を細め、顔を上げた。


    「礼を言わんとならんのは、私たちワツターぬほうやいびん」


    　言って、駆けていく兄妹の小さな背中を見つめる。


    「……お父んもお母ん殺さりてぃ、笑えんくなった子どもたちワラバーターが、あんなして笑えるのは、六りつ花かさまぬお陰やんど」


    「さま、なんてつけないでください。逆でもあるんですよ。私が笑っていられるのは、あの子たちが笑ってくれるから。元気を貰もらってるのは私も同じなんだから」


    　六花が笑うと、老婆もまた、皺しわだらけの顔をさらにしわくちゃにして笑顔を作る。


    　そして、「ニフェーデービル」──この島の言葉で、「ありがとう」と言った。


    　丘陵に吹く風が、六花の黒髪と、老婆の柔らかな白い髪を優しく撫なでる。


    　丘の上からは、この島を遠くまで見渡すことができた。眼下ではサトウキビ畑が青々と茂り、その向こうに広がる海では、水面が夕陽を受けて煌きらめいている。


    　昼間の景観も見ておけばよかったなあと、六花はそんなことを思った。戦争が終わったら、七なの日かと二人でまた来られるだろうか。


    　美しい海と澄んだ空の壮大な景色に圧倒されて、七日もきっと、感動するに違いない。しかし七日は素直じゃないから、六花がいくら綺き麗れいだね、と言ったって、まあまあだな、としか答えないのだ。その時の七日の表情を想像して、六花は頬ほおを緩ゆるませた。


    　今、見渡せる景観には、余計なものが映り込んでしまっている。田畑は一部、戦車のわだちに押し潰つぶされているし、海には米軍の駆逐艦が並んでいた。


    　島を蹂じゆう躙りんする鉄の塊かたまりを見つめて、老婆は力なくつぶやいた。


    「……この島で生まりたる子どもたちワラバーターが不ふ憫びんでならんさ。平和な美ちゆら島に生まりたはずなのに、大人ぬ都合に巻きくまりてぃ、明日アチヤーぬ命も知れんとこに追いやられてる。私たちワツターオジーオバーはもう、先が長くねーんからいい。だけどやしが子どもたちワラバーターには、この美ちゆらぬ景色ぐぁ、残してやりたいさ」


    　老婆の言葉は方言が強く、六花にすべてを理解することはできなかったが、その言葉の緩急から、知っている単語から、感情を読み取ることはできる。


    　この島にもマガツカミはいた、と老婆は続ける。


    「時折現りて人を喰くう。至るところに、神はいた。けやれしどが飛行機が辺りを焼き始めてぃからは、一度も見たことがないさ。燃えて死んでしまったのか、人間が怖くなって出てこないのか──。マガツカミでさえ、人間を恐れるのか。六花さん。オバーは心配してるわけ」


    「心配……？」


    「……このままだと、〝人間〟は壊れてしまうんじゃないかね。本土やまとぬ兵隊たーは、あの鉄ぬ塊に乗ってやってきたのは鬼き畜ちくぬ類たぐいだって言うけれど、本当かねえ。見ればあれも人間さ。生まれりたる国が違う。肌ぬ色が違う。考えかんげー方が違う。けれどやしが彼らアツターも懸命に生きてる人間どぅやさに。人間が人間を殺くるしてる。それを目の当たりにしたこの島ぬ子どもたちワラバーターは、人間を嫌いにならんかね？」


    　海を見つめる老婆の横顔を覗のぞき見て、六花は息を詰まらせる。故郷を焼かれ、家族を殺され──それでも老婆は敵を憎むのではなく、人間の有りさまを嘆いている。未来を見据え、この憎しみが連鎖することを恐れている。


    　老婆の気持ちを汲くめば、簡単に「大丈夫ですよ」などとは言えなかった。六りつ花かはかける言葉を持たない。だから老婆の細い手を握り、約束した。


    「……必ず皆さんを、疎開船まで送り届けます。私にできることは、それしかないから」


    　願わくば。自分がそうすることで、子どもたちに知ってほしい。人間は人間を殺すだけではない。自分のように、命を賭として救おうとする者もいるのだということを。


    「六花ネーネー！」


    　呼びかけられ、六花は慌てて目元を拭ぬぐった。顔を上げると、目の前にあの兄妹がいる。その背後にはやせ細った山や羊ぎが、兄の手に手た綱づなを引かれて立っていた。


    　老婆がまた、強い口調で兄を咎とがめる。


    「アギジャビヨ！　何で連れてくるわけ。繋つないどきなさい」


    「六花ネーネーに見せようと思ってからにさ！」


    　兄が文句を言うように唇くちびるを尖とがらせると、妹が叫ぶように山羊を紹介した。


    「六花ネーネー！　メ～子っていうの！」


    「まあ、メエコ？　大人しい山羊ね」


    「違うっ！　メ～子！」


    「え。メェェコ？　発音難しいな……」


    　困って頭を掻かく六花に、老婆が教えてくれる。


    「この山羊ヒージヤーや気チムが小さいのか、戦いくさが始まってからは乳が出ないわけさ。もう食べるしかないってから連れてきたのに、この子たちクツターが気に入ってからよ。離そうともしない」


    「はあ、だってドゥシなのにっ」


    　兄が声を上げ、六花は小首を傾かしげた。


    「ドゥシ？」


    「〝お友だち〟のことさ」と老婆が訳して、六花はなるほどと頷うなずいた。


    「六花ネーネー。さっき驚かしてごめんね。これあげる。六花ネーネー、花好きでしょ？」


    　妹がモジモジと急にしおらしくなり、六花に一輪の花を差し出した。その辺りで取った野花であったが、小さな手に咲く赤い花を見て、六花は感嘆の声を上げる。


    「わあ、ハイビスカス！　ここの言葉だと、アカバナーだね」


    「うんっ」


    　妹は大きく頷いて、六花の手から、真っ赤な花の部分だけをもぎる。


    「えっ!?」


    　六花の手には茎くきだけが残る。突然の暴挙に戸惑う六花だったが、妹は花弁の付け根を六花に向けて、「吸って」と促うながしてくる。


    「ここっ！　甘いんど」


    「へえ、そうなの？」


    　言われるがままに、ハイビスカスの花の根元へ口を付ける六りつ花か。確かに、花の蜜が付いていて、微かすかに甘い。


    「ホントだ。ハイビスカスって甘かったんだ」


    「ね、ねっ？」


    「じゃあ、お礼に」と、六花は自分の手に残ったハイビスカスの茎くきを器用に折り編んだ。


    「手、出して」


    　差し出された少女の細腕に茎を巻き、簡易的な腕輪を作る。


    「わあ、わあっ！」


    　少女はそれをいたく気に入って、さまざまな角度から眺めたり、頭上に掲げたりする。


    「ふふ。喜んでくれてよかった。ドゥシの証あかしね」


    「ドゥシの証！」


    　少女は欠けた歯を覗のぞかせて「ありがとうニフエーデービル！」と満面の笑みを浮かべた。


    



    「……山や羊ぎまでいるのか」


    　柊ひいらぎ少佐は、司令部のある海軍壕ごうからほど近い、丘の中腹まで下りてきていた。小高い岩場の上から、眼下の墓場に集つどう民間人たちを観察する。


    　石畳が敷かれ、雑草の蔓延はびこる荒れ地となっていたその墓場を休息の場所として、六花の連れてきた老人や子どもたちは眠ったり、歩き回ったりしている。


    　海軍壕は軍事施設であるため、この丘自体、民間人の立ち入りは固く禁じられていたはずだが、今や山羊さえ連れ込まれ、木々に繋つながれて「メエ」と鳴いている。


    　歩く柊に追いついて、割れた丸眼鏡めがねの通信兵、磯いそ丸まるが敬礼して答えた。


    「はっ！　山羊までいるであります！」


    　柊は敬礼したまま体を硬直させた磯丸を素通りし、歩き続ける。


    　柊の質問一つ一つに、磯丸は慇いん懃ぎんに敬礼して答えた。


    　この柊少佐という人物は、一兵卒に過ぎない磯丸が、普通一対一で話すことなど有り得ない司令部の幹部である。軍人の家系に生まれ、将官の叔父を持つエリート。しかし磯丸の過剰な緊張は、それとは別のところから来ていた。


    　柊は三人の幕僚の中で、最も残忍だといわれる人物でもあった。捕らえた敵兵を捕虜として扱わず、手足を切り落として送り返したとも噂うわさされている。当然、その真偽を尋ねることなど、磯丸にはできないのだが。


    　柊は民間人たちを横目に歩きながら、つぶやいた。


    「ずいぶんと、自由にやってくれるな」


    　壕の側そばが安全であるとでも思っているのか。少なからず談笑する者たちもいて、どこか生なま温ぬるい雰ふん囲い気きが漂っている。確かに、砲撃の雨の中や、地雷の埋まる道を行く避難道中よりは安全といえるのかもしれないが、それにしても、火を熾おこしている者たちまでいるとは。


    「火か」


    「はっ！　火であります！　……も、申し訳ございませんっ！　火はやめろと忠告したのですが！　消してきます！」


    　銃を構え駆けだした磯いそ丸まるを、柊ひいらぎは「構わん」と立ち止まらせた。


    「どうせ壕ごうの位置は露見している。のろしの一つや二つ、もう構わんさ。だが奴やつら、わかっているのか。すでにここは、いつ砲撃されてもおかしくない状況だ。トンボが飛ばなくとも鉄の雨は降るぞ」


    「トンボ……。あ、偵察機ですね！」


    「火はいいが、方言はやめさせろ。知らん言葉は不快だ。スパイ行為と見なせ」


    「はっ！　あ……ただ、年配の者などは方言しか喋しやべれなかったりしまして……」


    「銃を向けて黙らせろ。撃たれてまで喋るのなら、それこそスパイだ」


    「……はっ」


    　広場まで下りた柊は、山や羊ぎや二人の兄妹と戯たわむれる六りつ花かを見つけ、足を止める。


    　司令室で軍人たちと向き合う時とは違う、年相応の無邪気な笑顔を見つめながら、柊は革手袋をした指先で、顎あごを撫なでる。


    「……古ふる川かわ、六花か」


    　六花に対する兵士の評価は、さまざまである。特別な段階を踏んで階級を得た祈き祷とう士したちを、良く思わない兵士たちも多い。


    　祈祷士は元々軍人ではない。それが〝マガツカミを武器として使う〟という突飛な作戦のために呼び出され、軍人を凌しのぐ活躍を見せているのだから、兵士から不平不満が出るのも無理はなかった。ただしこの、「祈祷士ごときが」と罵ののしる兵士のほとんどは、六花の戦闘行為を目まの当たりにしていない。


    　見た者限定で言うならば、その評価は二つに分かれる。


    　その強さ神の如しと崇すう拝はいするか、恐れるかだ。


    　後者は気づいているのだ。〝六花のマガツカミ〟が、「敵」を殺しているのではなく、「人間」を殺しているのだと。マガツカミは所しよ詮せんマガツカミである。その標的が、いつ味方兵へ移ったとしても、不思議ではない。


    「一体あの娘はマガツカミを、どうやって従えているんだ……？」


    　一人つぶやく柊の側そばで、磯丸が右腕を高々と上げていた。挙手をしているらしく、「発言してもよろしいでしょうか！」と伺うかがいを立ててくる。


    　柊が許すと、気持ち声を潜ひそめて告げた。


    「秘密は依より代しろ、にあるかと」


    「……依より代しろ？」


    「はっ！　マガツカミの核となるものであります。そもそも、〝マガツカミを武器として使う〟という目的のために開始された〝禍まがツ兵器計画〟は、銃器や兵器などを依り代にマガツカミを故意に発生させ、生物兵器を作ろうというものでした！　そのために、全国から名うての祈き祷とう士したちが集められた──後の祈祷部隊ですね！　彼らは軍の計画通り、発生させたマガツカミをコントロール下に置こうとするのですが、そもそも！　そんなことができるのであれば、この国にマガツカミの脅威などありやしないのです！　次々と失敗し、喰くわれていく祈祷士たち──。やはりこの計画、無理があったのではないか……。誰だれもが諦あきらめかけたその時──」


    「長い。端は折しよれ」


    「古ふる川かわ六りつ花か、ただ一人だったのですっ！」


    「何が」


    「誰も従えることのできなかったマガツカミを、従えた祈祷士ですっ！」


    「何な故ぜだ」


    「わかりません！　最高機密です！」


    　胸を張り、敬礼して答える磯いそ丸まる。


    　柊ひいらぎはうんざりして目を閉じる。


    「そこを[image: ]きいているんだろうが。うるさいだけか、貴様は」


    「はっ！　……はっ……。あの、つまり……古川六花は、どこかに依り代を隠し持っているのではないかと──。計画は元々、依り代を質しちに取ることで、そのマガツカミを従えようというものですからして……」


    「あの娘が、銃や兵器を携帯しているようには見えないがな」


    「銃や兵器でなくてもよいのです。マガツカミは、何からも発生しますから」


    「ほう……」


    　柊は黒い瞳ひとみを、再び六花に向ける。六花の様子を観察しながら、側そばに咲くハイビスカスの花を千ち切ぎり、六花がやったように、花弁の根元に口を付けた。


    「甘いですか……？」


    　恐る恐る尋ねる磯丸の質問には答えず、柊は逆に質問した。


    「私の叔父が、将官であったことは知っているかね」


    「はっ、もちろん存じております。先の大戦において多大なご活躍をされ、名誉勲章を授与された英雄でありますが故ゆえ──」


    「ただしその英雄は、マガツカミに殺された」


    　磯丸の言葉を遮さえぎって、柊は言った。


    　磯丸はハッと口を覆おおう。何たる迂う闊かつ。彼の叔父こそ、禍ツ兵器計画を指揮する将校の一人であった。叔父の指揮する計画を、柊が知らないはずもない。


    「叔父は禍まがツ兵器計画に巻き込まれ、マガツカミに喰くい殺された。想定された事故であったはずだ。不意を突かれたのではないぞ。武器を持たなかったわけでもない。設備の整った軍の内部で、九九式短小銃を振り回し、それでもその他大勢とともに、ぺろりと喰われちまったんだ」


    　淡々と述べる柊ひいらぎに、磯いそ丸まるは戸惑う。この上官の感情は読めないが、話の内容から、マガツカミに対する憎しみをたぎらせているのかと思い、目を伏せる。


    「……その、ご愁傷様なことでした……」


    　しかし柊の言葉に悲愴は感じられない。それどころか、より熱を込めて語り続ける。


    「愁傷なことがあるか。軍服をまとい国のために死ねたのだ。嘆き悲しまれるいわれはない。それよりも、マガツカミよ。満州でも上海でも生き残った軍人を、奴やつらは喰った。銃弾を浴び、サーベルで斬きられても死ななかった男を、奴らは喰ったのだ。つまり──マガツカミこそ、最強の兵器よ」


    　その顔にはうっすらと、笑みのようなものさえ見て取れた。


    「しかし悲しいかな、兵器を使えるのは小娘一人。それも前戦を嫌い、敵に背を向け、老人子どもを連れて逃げると言いだす。こんなにも悲しいことがあるか。あの、マガツカミを操る娘を作り出すために、何人もの祈き祷とう士しが、軍人が死んだ。それこそ愁傷な事態よ。俺の叔父が死んだのは、あのようなうつけ者を戦場へ送り出すためではなかったはずだ」


    　宝の持ち腐れ。それどころかあの娘は、場合によっては、敵となる危険さえ孕はらむ。


    「依より代しろを携帯し、それを質しちに持っていると言ったな。戦況を左右するほどの圧倒的な力──それをあの小娘が独占するというのは、道理がおかしい。我われ々われが使ってこそ、だとは思わないか、丸眼鏡めがね通信兵」


    「はっ……！」


    　敬礼する磯丸の胸ポケットに、柊はハイビスカスの花を差した。


    　磯丸の肩に手を置き、声を潜ひそめて指示を出す。


    「隠密に兵を集めろ。勇気があり、かつ負傷していない者はいるか。五、六名でいい。禍ツ六りつ花かに不平を持つ者だ。娘の戦闘行為を、見たことのない者──」


    　言って柊はその黒々とした瞳ひとみに、子どもたちと歌を歌う、六花の笑顔を映す。


    「依り代を奪おう。あんなものは、軍人と呼ばない」


    　民間人の中を、走る軍服の男を見つけた。数人の配下を引き連れて、撃たれた頬ほおをハンカチで押さえ、血を流しながら駆ける太めの男。


    「どけ、どけ」などと声を荒らげながら、河ふ豚ぐ多た中佐は、亀かめ甲こう墓ばかへと駆けていく。


    



    「僕を治してくれ、祈祷士っ！」


    　七なの日かの眠る亀甲墓の入り口に、顔を覗のぞかせたのは顔の丸い軍人だった。傷を治す祈祷士がいると話を聞き、飛んでやってきたのだ。


    　突然の訪問に雪ゆき生おは驚き振り返り、七なの日かは体を起こす。


    「見てくれ、大怪け我がなんだ。早く治して」


    「あの……。私ですか……？」


    　雪生がおずおずと立ち上がる。


    「お前しかいないだろうっ！　見ろ、こんなに血が出ているんだぞっ！」


    　ヒステリックな悲鳴が、狭い墓の中で反響する。


    　その声に追い立てられて、「失礼します……」と雪生は河ふ豚ぐ多たの頬ほおを押さえるハンカチを捲めくった。頬から首まで血で濡ぬらし、着ている軍服も血が染みている。


    「何があったのですか？」


    　雪生の問いに、河豚多はブツブツと答える。


    「柊ひいらぎに撃たれたんだ……いきなり。銃で、口を。僕は何もしてないのに……いきなり」


    　目を血走らせ、息も荒く、河豚多は混乱状態にあるようだった。雪生が柊の名を知る由よしもないが、挙動不審につぶやき続ける。


    「……あいつは異常者なんだ。殺さなきゃいかん。じゃなきゃ僕が殺される……。どうやって殺す……？　や、そうだ、普通に撃っちまおう。バレやしないさ。ここは戦場だ」


    　穏やかでない怨おん嗟さに、雪生は苦笑いを浮かべるしかなかった。


    　雪生の指先が傷口に触れ、「痛っ！」と顔を背そむける河豚多。


    　どこで聞いたのか、雪生の道具である、歌か留る多たを要求してくる。


    「何をしている！　歌留多だろ!?　歌留多で治すんじゃないのか！　早く治せよ！」


    「え……と、でも……大丈夫ですよ？　歌留多を使うまでもありません。頬の皮が破れてるだけなんで、炎症に気をつけて清潔にさえしていれば──」


    「ふざけるなっ！」


    　河豚多の気を損ねないよう、にっこりと微ほほ笑えんで言った雪生だったが、突き飛ばされて体をよろめかせた。


    「きゃっ」


    　その体を、立ち上がった七日が受け止める。


    「ふ……古ふる川かわくん」


    「うちの衛生兵に乱暴はよしてくれませんかね」


    　七日は雪生の背を支えたまま、河豚多を睨にらみつける。


    「歌留多の枚数には限りがあるんです。誰だれにでもホイホイ使えるもんじゃない」


    「私は中佐だぞ！　おまっ、お前らの隊長より偉いんだ」


    「海軍の中佐は横暴だな。壕ごうにも軍医はいるはずでしょう。そいつに看みてもらえよ。何も別の隊の、それも陸軍である俺たちに頼む必要はないでしょ」


    「助けろよっ！　助け合いは必要だろうがよっ！」


    「壕ごうに入れてもくれないのに？」


    「このっ……！」


    　顔を真っ赤にした河ふ豚ぐ多たは、墓の外の兵士から小銃を奪い取った。


    　銃口を向けられ、七なの日かは雪ゆき生おを座らせる。


    「おら。撃たれたくなかったら、歌か留る多たを寄こせ。全部だっ！」


    　墓の前には、一体何事かと民間人が集まっていた。どうやら軍人が暴走しているらしいと、ざわついている。その人混みを掻かき分け、柊ひいらぎが前に出る。


    「河豚多」


    「あぁ……!?」


    　何者かに名前を呼び捨てにされ、振り返った河豚多の眼前に、銃口が向けられている。


    　ターン、と銃声は墓の中で木こ霊だまして、額ひたいを撃たれた河豚多が倒れた。


    「……うちのバカが失礼した。どうか海軍が、こんなものばかりだと思わないでほしい」


    　柊は銃を仕舞いつつ、低い声を響かせる。


    　七日は驚きよう愕がくを隠し、この背の高い男を見上げた。


    　長なが袖そでの軍服に黒い手袋。その瞳ひとみもまた黒く、深い。物腰は丁てい寧ねいであるのに、その視線を浴びると、威圧感に息が苦しくなった。こいつは味方ではない、本能がそう告げる。


    　見つめ合ったまま二秒、三秒。嫌な汗が背中を流れた。その時、再び外が騒がしくなる。


    　墓の外では、住民たちが道を空けていた。歩いてくるのは六りつ花かだった。


    「何を……しているのですか……？」


    　柊の足元に幕僚の一人が倒れているのが見える。とりあえず、聞いた銃声は七日や雪生へ向けられたものではないと知り、安あん堵どする。


    　しかし柊を前に、決して警戒は解かない。敵てき愾がい心しんを以もつて、柊を見上げる。


    　振り返った柊は、表情一つ変えず淡々と告げる。


    「古ふる川かわ六花軍曹。たった今、幕僚室に空きが出た。民間人を入れなさい」


    「……」


    「これで貴女あなたの力を、お借りできるのでしょうな」


    「……ここにいる間は、もちろん。できる限りのことはいたします」


    　柊は二、三度小さく頷うなずいて、六花の脇を通りすぎていく。


    　六花は前を向いたまま、背後の柊に尋ねた。


    「……部屋をありがとうございます、と喜ぶべきでしょうか」


    「とんでもない。その部屋を使っていたのは、優秀で立派な海軍中佐だった。戦死した彼のためにどうか、祈ってやってください」


    　柊は小さく会釈して、去っていった。


    



    　　　×　　　×　　　×


    



    　壕ごうの中で過ごす夜は、想像していたよりも遥はるかに静かだった。


    　寝息やいびきは聞こえてきたが、それでも、抉えぐられた窪くぼみや細長い坑道にひしめく兵士たちの数を思えば、静かなものである。


    　電気の落とされた壕は真っ暗で、誰だれ一人、無駄に口を開く者はいない。まさに息を潜ひそめ隠れているのだと思い知る。呻うめき声も感情も押し殺し、兵士たちは終わらないこの地獄を、じっと耐えていた。


    　七なの日かは幕僚室の壁に背をつけて、目を閉じていた。日は落ちてほどないが、負傷者であるため、六りつ花か隊の誰よりも早く、体を休ませていた。


    　熟睡できない状況に慣れてしまった脳は、発熱していてさえ、なかなか思考を止めてくれなかったが、それでもしばらくじっとしていれば、眠気が訪れる。


    　しかし、ようやくうつらうつらとし始めたところに、強く肩を揺さぶられた。


    「古ふる川かわくん、大変……！」


    　横になる老人や子どもたちを起こさないように、雪ゆき生おは声を潜めて告げた。


    「六花さんが、いなくなっちゃった──」


    



    　死んだ山や羊ぎの側そばで、いがぐり坊主の少年が泣いていた。


    　少年の足元では、老婆が膝ひざを曲げている。山羊の血が着物を汚すことも厭いとわず、手を合わせ、島の言葉で祈り続けている。


    　夜空に月が浮かんではいたが、雑木林に囲まれた丘は暗く、住民の持つ松たい明まつに照らされてなお、辺りは闇やみに包まれている。


    　夜風に揺れる炎の明あかりが、血溜だまりの中に倒れる山羊の死体を照らしだす。


    　山羊の側に屈かがみ込み、裂さかれた首の傷を覗のぞき込んでいるのは、軍服にサーベルを二本携たずさえる優やさ男おとこ。六花よりも一歳上の第零ぜろ三さん祈き祷とう部隊副隊長、紙し燭しよく龍りゆう之の介すけであった。


    「ふうん。……ずいぶんと半端に喰くい散らかすもんだね……」


    　死体に手を触れるとまだ温かく、血は流れ続けている。横倒れした山羊の後ろ足が一本、何らかの方法で切られ、奪われていた。


    　人集だかりを割って、七日が雪生とともに姿を現す。


    　龍之介は立ち上がり、七日に状況を説明した。


    　襲おそわれた少年曰く、島のマガツカミが、幼い妹を連れ去っていったのだと。


    「この島の……マガツカミ？」


    「ああ。彼が言うには、ね」


    　龍之介は微ほほ笑えみを湛たたえながら告げる。相手が彼でなければ、何を笑っているだと怒れるところだが、七なの日かも雪ゆき生おも気には留めない。紙し燭しよく龍りゆう之の介すけ。彼は常に、笑っているのだ。


    「眠る前に兄妹二人。山や羊ぎに水を飲ませていたらしい。マガツカミが現れたのは突然だった。そこの雑木林の中から、全身を葉っぱで覆おおったマガツカミが二体、飛び出してきて、山羊はあっという間に殺されてしまったんだってさ」


    　ちょうどその時、六りつ花かは外に出ていて、軍の者たちからこの辺りの地形の説明を受けていた。明日から始まる防衛戦のための下準備である。


    　この近くを通った時に、一早く兄妹の悲鳴を聞いて、駆けつけた。


    　しかしその時にはもう、山羊は殺され、妹を護まもることのできなかった兄が泣いていた。


    　六花は少年に妹を連れ戻すと約束し、兵士たちとともに雑木林の中へ入っていったという。


    　龍之介は真っ暗な雑木林を見つめ、サーベルの柄つかに手を添える。


    「他の連中はすでに中に入った。僕もこれから捜索に行くけど、古ふる川かわ。君は待ってろ」


    「はあ？　ふざけんな。行くに決まってんだろ」


    「その傷で、かい？　誰だれかが残って待ってるのが定じよう石せきだよ。歩けない君が待機するべきだ。後は任せろ。六花さんは必ず僕らが──」


    「任せられっかよっ！」


    　七日が龍之介の胸ぐらを掴つかみ、雪生が「古川くんっ」と声を上げる。


    「お前らがちゃんと見てねえから、こんなことになったんだろっ！」


    　護衛を約束しているわけでもない他の隊員たちに非はなかったが、龍之介は謝った。


    「ごめん。それは僕らが悪かった」


    「……くそ。簡単に謝んな。当たれなくなるだろ……」


    　七日が苛いら立だち交じりに胸ぐらを突き放すと、龍之介は一層柔和な笑みを浮かべる。


    　雪生が龍之介に訴える。


    「古川くんには、私がついていくから……」


    「うん。じゃあ、古川。気をつけろ。相手はマガツカミじゃない」


    「何……？」


    　龍之介は腰のサーベルを一本外し、七日に投げ渡す。それから山羊を見下ろした。


    「首も足も、鋭利な刃物で裂さかれてる。綺き麗れいに捌さばいたって感じかな。こいつを殺やったのはマガツカミじゃない。包丁握った料理人か、軍人だよ」


    



    　　　×　　　×　　　×


    



    　どこまでも、どこまでも、暗がりが続く。茂る雑草を踏みつけて、木々の梢こずえを掻かき分けて。祈き祷とう士しの羽は織おりをひるがえし、六花は獣道を進んでいく。


    　先を行く兵士がカンテラを持ち上げ、道が続いていることを確認する。


    「たぶん、この先です。ほら、葉っぱに山や羊ぎの血が付いてる。マガツカミが通った証拠だ」


    「……おかしいわ。自然に生まれて、自然で暮らすマガツカミが、そんなわかりやすい痕こん跡せきを残すかしら……」


    　六りつ花かが眉まゆ根ねを寄せると、その不安が伝染したのか、四人の兵士たちも足を遅くした。


    「これは、普通ではないのですか……？」


    「わからない……。どうにもあからさまな印象があります。まるで追ってこいと言わんばかり。……罠わなを仕掛ける習性でもあるのかしら……？」


    　六花の不安げな声が、雑木林の闇やみに吸い込まれ、消えていく。


    「マガツカミに関しては、祈き祷とう士しである軍曹の専門です。私たちは軍曹の指示に従います。戻りましょうか？」


    「いいえ。女の子が一人捕らわれたからには、先に進むしかありません。……たとえ喰くわれてしまっていたとしても、体は必ず見つけたい」


    　夜の静寂に虫の声。四人の兵士は、六花を中心に林を歩く。四つのカンテラが、ぼんやりと辺りを照らしていた。


    　月明かりは木々に遮さえぎられ、一寸先は闇である。と、ある程度まで進んだところで「ぎゃあっ」と悲鳴が上がった。振り返る六花。カンテラの灯ともし火びが、一つ減っていた。


    　再び悲鳴が上がり、今度は先頭を歩いていた兵士が消える。


    「……？」


    　兵士たちは一人、また一人と六花の視界の外で姿を消して、とうとう灯火は一つもなくなってしまった。六花は真っ暗な林の中、辺りを見渡す。


    　攻撃されているのか。しかし妙である。マガツカミの気配は、どこにも感じられない。


    　ざわざわ、と枝葉が揺れていた。動く影は一つや二つではなかった。六花を取り囲むように木々を揺らし、摩ま訶か不思議な視線を向けてくる。


    　パチン、と雑木林に音が鳴り、六花は体を竦すくませた。棒を幹に叩たたきつける音だ。パチン、パチンと音は四方八方から、六花を追い立てるように響き渡る。


    　──何？　何なの……？


    　六花は胸に手を当てて、乱れる呼吸を整えようと努める。


    　音に追い立てられるように、六花は歩きだした。追いかけてくるのは無数の足音と、木々の梢こずえが体を擦こする音。それからパチン、パチンと木を叩く音。


    　足を速めた先に明かりが見えた。ぽっと淡く暖かい、あれは炎の灯あかりである。六花は灯りに向かって走りだす。あと少しで雑木林を抜ける──その寸前で、木の根っこに躓つまずき、つんのめった六花は、転びながら林を抜けた。


    　そこは赤土の敷かれた、開けた空間だった。


    　辺りを木々に囲まれてはいたが、石で囲われた焚たき火の灯りによって、林の中より幾分も明るい。炎の上には避難民の使っていた鍋が吊つるされ、鍋の向こうには、柊ひいらぎがいた。


    「歓迎しよう、古ふる川かわ六りつ花か」


    「……柊、少佐……！」


    　柊は岩場に腰かけ、お椀わんと箸はしを両手に持って、食事をしていた。長いサーベルを側そばにもたせかけ、箸でつまんだ肉をモッチャモッチャと頬ほお張ばりながら、倒れた六花を見下ろす。


    「この島には、山や羊ぎを食う習慣があるらしいな。山羊ヒージヤー汁というそうだ。これがなかなか、臭くさくて、美う味まい。いかにも栄養がつきそうなんだ」


    　ぐつぐつと煮えたぎる鍋には、毛皮をはぎ取り、ぶつ切りにした山羊の肉が入っていた。


    　お椀の中身を平らげた柊は、再び鍋から肉をよそって、おかわりをする。


    　柊の背後では、磯いそ丸まるが麻袋を抱いて座っていた。六花の後ろの雑木林からは、四人の男たちが飛び出してくる。大きな葉に穴を二つ開けただけの簡易的な仮面をつけ、その体は葉っぱに覆おおわれていた。手にはサーベルが、鞘さやに納められている。これで木を叩たたいていたのか。


    　葉っぱの仮面を外した男たちの正体は、六花をここまで先導した兵士たちである。


    　六花は自分が、嵌はめられたことに気づいた。彼らはマガツカミのふりをして、六花をこの人ひと気けのない、雑木林の奥まで誘導したのだ。


    　そのために山羊を殺し、何の関係もない少女まで利用して。


    　立ち上がった六花は、敵意を剥むき出しにして、柊を睨にらみつける。


    「……これは、何の真ま似ねですか」


    　しかし柊は答えず。六花の言葉など聞こえていないかのように、自分の話を続ける。


    「島に来た当初、村人からよく、『カメーカメー』と言われたもんさ。亀とバカにされているのかと思ったが、あれは噛かめ、という意味だったらしいな。食べろ、ということだ。狭い島国であるからこそ、隣同士の付き合いを大事にしているのか。この島の者たちは、やたらと飯を勧めてくる」


    「何の真似かって聞いているのっ！」


    「落ち着け、祈き祷とう士し。あんたもカメーよ。美味いぞ、ほら」


    　柊は無表情のまま、お椀を差し出す。


    　さらに二人、林から兵士が飛び出してきて、六花は八人もの軍人に囲まれる形となった。


    　ギリ、と歯を噛み締める六花。そのとき、磯丸の抱く麻袋から、弱々しい声を聞く。


    「……六花ネーネー？」


    「ヤエちゃん!?」


    　磯丸が麻袋から出した少女は、涙で頬を濡ぬらしていた。六花のほうへ走り出そうとするのを、磯丸が「ちょ、ダメっ」と捕まえる。


    「祈祷士。お前に、動くな、とありきたりな言葉を使おうか」


    　六花の悲痛に歪ゆがむ表情を、柊はじっと見つめている。


    「わかるだろう。あの子は人質だ。マガツカミを使おうとすれば、殺す。動いても、殺す」


    「あんた、何が目的なの……!?　私は協力するって言ったじゃない。あんたたちは、壕ごうを護まもりたいんでしょ？　護るわよ、全部！　私が護る。何が不満なの……!?」


    「脱げ」


    「は……？」


    「着ているもの全部だ。まずはそれを頂こう」


    　六りつ花かはその言葉の意図を推し量り、唇くちびるを噛かむ。今までも、そのような考えを持つ軍人はいた。六花の持つ禍まが々まがしい力を、奪おうとする者は。


    「……依より代しろ、ね」


    「いかにも。理解が早くて助かる」


    「マガツカミの力が欲しいのね……。追い詰められた軍人らしい考え。あなたにマガツカミをコントロールできるとは思えないけど。きっと喰くわれてお終しまい。あなたじゃ壕を救えない」


    「してみなくては、わかるまい」


    「ぜひしてみなさい、と言いたいとこね。あなたが噛まれて、助けてーなんて叫ぶとこ、見てみたいわ。けど残念ながら、あの子たちの依り代は簡単に渡せるものじゃないの」


    「だろうな。だからこそこちらも、命を賭としているんだ」


    　ずず、と山羊ヒージヤー汁を飲み干した柊ひいらぎは、お椀わんを緩慢に岩場へ置く。

  


  [image: ]


  
    「見ての通り、私は頬ほおの筋肉が固くてね。表情があまり動かない。いつからこうなってしまったのか……。歓声を悲鳴を生を死を、一緒くたに放り込んで、ぐちゃぐちゃに混ぜ込んだ数あま多たの戦場で、しぶとく生き長らえてるとこうなった」


    「……？」


    　柊ひいらぎが一体何の話をしているのかわからず、六りつ花かは眉まゆ根ねを寄せた。


    「ま、戦場において表情筋など必要ないがね。ただこういった交渉事においては、参る面もある。こちらも、命を賭としている。この必死さが伝わらないのは、悲しい」


    　言下にタン、と銃声が鳴った。


    　あまりに唐突な発砲だった。柊の撃った弾は磯いそ丸まるの抱く少女の足に当たり、少女の泣き声に六花の悲鳴が重なった。


    「やめてっ！」


    「次はもう一本の足をやろう。その次は右腕、その次は左。最後は頭だ。あなたがマガツカミの譲渡を拒めば、おおよそあと四回の発砲で、何の罪もない少女は絶命するだろう。ああ、だだその前に。出血多量で死ぬ可能性もあるが」


    「自分が何をしているか、わかってるの……!?」


    「侮あなどるな。わかっていなくてはこのようなこと、しない。祖国を護まもるためならば、我われ々われは何だって撃つさ。敵も味方も、子どもも山や羊ぎも。やり方は同じ。銃口を向け、引き金を引くだけだ」


    　底の知れない黒の瞳ひとみに、六花は怯おびえた。


    「……あなた、それでも人間……？」


    「ははは。よほど優しい世界に生きてきたと見える。小娘、これが人間だ」


    



    　　　×　　　×　　　×


    



    　進むほどに草木は生い茂り、気がつけば、四方八方を高い樹木に囲まれている。


    　七なの日かはサーベルを前に伸ばし、障害物を掻かき分けながら走り続けた。手掛かりのないまま獣道を辿たどっていたが、道が三つも四つも枝分かれした箇所で、足を止める。


    　立ち止まった七日に、雪ゆき生おが追いついた。


    「ハア、ハア……」


    　雪生は七日の後ろで両膝ひざに手を置き、前まえ屈かがみとなる。


    　七日もまた、サーベルを杖つえ代わりに体を支えている。


    「……古ふる川かわくん、大丈夫……？」


    　七日の呼吸の乱れに気づき、雪生はその顔を覗のぞき込んだ。汗をびっしょりとかき、カンテラに照らされた顔色は、真っ青である。


    「ハア、ハア、ハア……」


    　七なの日かは二、三度頷うなずいたが、声を出しはしなかった。恐らく、出せないのだ。雪ゆき生おは「ちょっとごめん」と断りを入れて、七日の頬ほおに触れた。下がっていたはずの熱が、再び上がり始めている。次に雪生はしゃがみ込み、七日の左足首の裾すそを捲めくる。


    　巻かれた包帯が、真っ赤に染まっている。


    「傷口が開いてる……。無理しちゃダメだよ、古ふる川かわくん」


    「……今、無理しないで、いつするんだよ」


    　七日は怪け我がを隠すように雪生から離れ、改めて辺りを見渡した。


    　寂せき寞ばくの雑木林は相変わらず暗く、二人の持つカンテラだけでは、遠くまで見渡せない。黒く塗り潰つぶされた木々が、全方位にそびえ立つ。どこまで行っても同じ光景。気を抜けば、来た道すらもわからなくなりそうである。


    　ただでさえ熱で頭が回らないのに、焦あせりで思考が落ち着かない。


    　急がなくてはいけない。すぐに動かなくてはいけない。一刻も早く、六りつ花かの元に。六花に続く道はどこだ。


    　──あいつだ。あの男の仕し業わざに違いない。


    　七日は、亀かめ甲こう墓ばかで会った佐官の男。柊ひいらぎの感情の読めない瞳ひとみを思い返していた。確証はなかったが、確信はしていた。六花を狙ねらったのは、六花のマガツカミを奪おうとしているのは、あの少佐以外に考えられない、と。


    　六花には、味方以上に敵が多い。同じ祈き祷とう士したちや軍の内部からも、恐れや妬ねたみの視線を浴びせられていた。民間人を連れて単独行動を取る前──陸軍で大隊の一部として行動していた時もそうだった。六花の秘密を探ろうと、隙すきあらばその力を奪ってしまおうと、味方兵からこそ、六花は命を狙われていた。だからこそ隊を離れたのだ。


    　なのに、と七日は歯は噛がみする。六花に味方はいないことを、わかっていたはずなのに。負傷を理由に、その側そばを離れてしまった。壕ごうに入れてもらうことで、張り詰めていた緊張が緩ゆるんでしまった。


    「クソ……。六花を、一人にしてしまった」


    　嫌な予感がした。あの男が躊躇ためらうことなどないだろう。


    　六花が殺されてしまう。依より代しろが六花自身だと知れば、許してくれるだろうか？　あの男が？　感情の読めない男の思考など、やはり読めない。


    「クソっ、クソっ……」


    　七日は汗を拭ぬぐって、枝分かれした道から、適当に選んで進む。


    　雪生は、七日の体やその精神状態が心配だった。先を行く七日は、まるで自身に呪じゆ詛そを唱えているようで、見ていられない。


    「きっと、大丈夫だよ……。六花さんには、マガツカミがついてるじゃない」


    「ホントに島のマガツカミが相手であれば、よかったんだけどな。けど違う。六花を狙っているのは人間なんだ。六りつ花かは……あいつは、バカだから、人間相手にマガツカミは使わない。あいつが本当に、マガツカミたちをコントロールできていると思うか？」


    「……できてるんじゃ、ないの……？」


    「ギリギリなんだ。依より代しろを質しちに脅おどして言うことを聞かせているだけで、あのマガツカミたちは、隙すきあらば人を喰くおうとギラついている。そしてそれを六花自身、知っている。だから六花は奴やつらの側そばを離れようとしないし、戦闘以外で、奴らを召喚したりはしない」


    「……だって、ピンチなのに？」


    「あいつは、自分のためにマガツカミを使わないんだ」


    　七なの日かがまた、走るスピードを上げた。その足首の傷は開いているはずなのに、雪ゆき生おは後ろ姿を追いかけるので精一杯だ。


    　その時、一発の銃声が雑木林に響き渡った。七日と雪生ははたと足を止め、耳を澄ませる。──六花が襲おそわれている。七日はそう、直感する。


    「悪い、大おお坂さか。先に行く」


    「古ふる川かわくん、待って！」


    　雪生は思わず声を上げ、七日の軍服を掴つかんだ。確かに、銃声の鳴った方向に、六花はいるのかもしれない。しかしそこには間違いなく、六花を狙ねらう軍の人間たちがいる。


    　こんなにも衰弱している七日に、六花を救うことができるのか。


    「……みんなを待とうよ。やだよ。古川くん、死んじゃう──」


    「今ので俺も、死んだかもしれない」


    「……？」


    　七日は振り返り、雪生の手を離させる。


    「ずっと側にいた。幼い頃ころからずっと、ずっとだ。俺はあいつのために生きてきた。だから。あいつが死んで、俺だけ生き残ったって、意味がないんだ」


    「……」


    　雪生は言葉を失った。もしも今の銃声が六花を殺したものであったなら。この人は、死にに行くと言っている。そんな者をとめておける言葉など、雪生は持っていなかった。


    　雪生を置いて、七日は走り去る。その姿は、一瞬にして闇やみの中に消えていった。雪生の持つカンテラの頼りない明かりでは、その背中を追い続けることすら、できなかった。


    



    　　　×　　　×　　　×


    



    「……私は、依り代を持っていないわ」


    　六花は柊ひいらぎを睨にらみつけたまま、ゆっくりと深く、息を吸う。冷静に、冷静に……。そうだ、それでいいと、褒ほめてくれる七日の顔が浮かんだ。彼ならきっとこう言うだろう。「落ち着いて、状況をよく見ろ」と。


    　柊ひいらぎの背後の兵士に抱かれ、撃たれた少女は泣き続けている。自分には、護まもるべき者がいる。パニックになっている場合ではない。


    　頼りになる弟はいない。自分一人で、この状況を打破しなくてはいけないのだから。


    　柊は、六りつ花かの言葉を信用していないようだった。


    「依より代しろを持っていないのなら、どうやって、マガツカミを操っている」


    「私にしかできない方法があるの。あなたも知っているでしょう。私以外の祈き祷とう士しは誰だれもマガツカミをコントロールできなかった。マガツカミを従えるってことは、あなたが思っている以上に、困難なことなのよっ」


    「難易度を[image: ]きいているのではない。どうやって操っている、と尋ねたんだが」


    「だからっ……。それは」


    　言い淀よどむ六花。業ごうを煮やした兵士の一人が、六花の手首を捻ひねり上げた。


    「依り代を渡せって言ってるんだ！」


    「いやっ、離して」


    　それを皮切りに、周りの兵士たちが六花に群がり始めた。ポケットに手を入れ、体をまさぐり、あまつさえ六花の着ている羽は織おりを、軍服を剥はぎ始めた。


    　柊はその様子をじっと観察する。兵士たちの目的が依り代でなく、六花の体なのだとしても、その行為をやめさせようとはしなかった。


    「やめて、触らないでっ！」


    　観念して依り代を渡すか、マガツカミを召喚するか。何が起こるかと見守っていたが、六花は抵抗して暴れるばかり。これではただ、娘を集団で襲おそっているだけだ。


    「ふむ。埒らちが明かんな」


    　柊は発砲した。磯いそ丸まるの抱く、村の少女のもう一方の足に。


    「ああああああっ！」


    　少女が痛みに泣き叫び、磯丸がぎょっとして手を離す。


    　銃声に驚き、兵士たちや六花が視線を向ける。


    　柊は撃鉄を起こし、さらに引き金を引く。──ターンッ。


    　雑木林に銃声が轟とどろき、六花が絶叫する。胸を掻かき、兵士たちを振り解ほどく六花を横目に、柊は銃口を少女の体に定めた。


    　カチリ、再三、撃鉄が起こされる。


    



    　──いやあああああっ！


    



    　一際、大きな悲鳴が上がった。風が吹き、木々がざわめく。炎が揺れて、それに伴い、赤土に伸びる六りつ花かの影も揺れる。


    　柊ひいらぎは、六花から憎しみと怒りが溢あふれこぼれるのを、肌で感じ取った。


    　剥むき出しのままぶつけられる、禍まが々まがしきオーラを──。


    「──いい趣味だな」


    　ぞくり、と背筋に怖おぞ気けが走った。いつの間にか、背後に白い布をまとう少女が立っていた。両眼のないおかっぱの少女が、自分を見上げ、笑っている。


    「お前が……〝六花のマガツカミ〟か……」


    　直後、逆の方向から、白髪が伸びてくる。毛はうねうねと柊の体中の皮ひ膚ふを突き破り、手足へと絡みついた。


    　見れば六花の背後に、白髪の少女が立っている。あれもまた、〝六花のマガツカミ〟。


    　突如現れた少女の白い髪によって、六花を取り囲んでいた兵士たち六人とも、手足を絡め取られていた。


    　六花に覆おおい被かぶさっていた者などは、喉のどを貫つらぬかれ、大量の血を吐いて絶命していた。


    　結ゆい神リコリス、覗のぞき神ハイドランジア。二人の少女を召喚した六花は、自身の親指の付け根に噛かみつき、大きく肩で息をしていた。


    「フゥ……フゥ……」


    　その髪は燃えるような赤に染まり、その目は、青紫に灯ともっていた。


    「小娘、その変わりようは……」


    　六花は、依より代しろを持っていないと言った。柊はそれを信じ切ってはいなかったが、確かに彼女は、依り代を携帯してはいなかった。


    　ほう、と柊は六花の全身を見つめ、感嘆の声を漏らす。


    「……禍ツ兵器計画において、祈き祷とう士しの多くは、自ら発生させたマガツカミに喰くわれたと聞く。その中でただ一人。古ふる川かわ六花。貴様が喰われなかったのは、貴様自身がマガツカミの依り代であったからか」


    　確かに、渡すことなどできはしない。六花にしか従えられない。


    〝六花のマガツカミ〟は、六花の体そのものを依り代にしたマガツカミなのだから。


    　柊は白髪に搦からめ捕られたまま、持っていたサーベルを抜刀する。


    「……人間はいよいよマガツカミを取り込み、マガツカミと化す……。小娘。お前のほうこそ、人間か？　……くっ。くっくっく」


    　ここにきて初めて、柊は笑った。


    「はーはっはっは……！　素晴らしいっ」


    　サーベルを振るい、柊は白髪の拘束を解く。焚たき火の灯あかりを受けて煌きらめくその刀身には、白い雨のように斜線が幾つも入っている。対マガツカミ専用のサーベル──白しら雨さめ。


    　六花を囲む五人の兵士たちもまた、白雨を抜刀し拘束を逃れた。


    「戦地でマガツカミと遭遇することもある。隊には、対マガツカミ用の武器が配給さているものさ。マガツカミを使う祈き祷とう部隊が、いつ暴走するとも限らんしな」


    「……暴走してるのは、どっちよ……」


    　額ひたいに汗を浮かべた六りつ花かは、唇くちびるを強く結ぶ。マガツカミを出すつもりなどなかった。味方であるはずの日本兵と、敵対するつもりなど──。


    　リコリスが一言、ぽつりとつぶやく。


    「……クズが……」


    　その白髪が、風を含んだようにふわりと持ち上がった。


    「斬きってんじゃねえよ、オレの髪を。人間ごときがよう──！」


    　瞬間、髪の毛は弾かれるように周囲へ伸びた。その髪の束一つ一つはまるでそれぞれが意思を持っているかのようにうねり、兵士の振るう白しら雨さめの刃を避よける。


    　無数に枝分かれした毛先は、四方八方、上下左右、全方向から兵士の体を串刺しにした。


    「ぐああっ！」


    　悲鳴が上がると同時に、リコリスが走りだす。


    「リコリスっ！　お願い、やめてっ」


    「はあ。何だって？　悲鳴がうるさくてわかんねえんだけど」


    　六花の指示は聞こえないふり。リコリスは毛束を繰って縦じゆう横おう無む尽じんに駆け回り、兵士たちの体に次々と髪の毛を巻き付けていく。


    　磯いそ丸まるの前には、ハイドランジアが屈かがんでいた。磯丸の腕の中で泣く少女の頬ほおに手を触れて、眼がん窩かを細めて笑う。


    「いいなあ。私も泣いてみたいわ」


    　ハイドランジアは立ち上がり、腰を抜かした磯丸の背後に回り込む。


    　震ふるえる磯丸は、その姿を目で追った。


    「……わ、私を殺すんですか……？」


    「さあてね、どうしよ。〝視界ジャック〟させてくれるんなら、見逃してやってもいいかな」


    　その背中から首に腕を回し、ハイドランジアは磯丸の耳の軟骨を甘く噛かんだ。


    「ひっ」


    「……ねえくれる？　その目玉」


    　後ろから回されたハイドランジアは、磯丸の丸眼鏡めがねを奪い、捨てた。


    　それから両手で磯丸のまぶたを覆おおい隠し、目玉を抉えぐるように、指先をその眼窩へと食い込ませていく。磯丸は恐怖に悲鳴を上げた。


    「あ、や。いやだっ！　嫌っ！　離して、化け物っ」


    「化け物……？　そんな……ひどい。傷ついたわ──」


    　と、磯丸の腕の中の少女が急にアゴをいっぱいに持ち上げ、ハイドランジアの言葉を引き継いだ。


    「──なーんてね。いらないよ、君の目玉は、できが悪い」


    　口の端はを吊つり上げた少女の瞳ひとみは〝視界ジャック〟され、青紫色に灯ともっていた。


    　視界を奪われ、体を奪われた少女は大口を開け、「がぶっ」と磯いそ丸まるの首筋にかぶりつく。


    　少女が首の皮を引き千ち切ぎると血飛し沫ぶきが上がり、磯丸は悲鳴を上げて悶もだえた。


    　返り血を存分に浴び、少女の体を奪ったハイドランジアは、撃たれて傷ついた両足で立ち上がった。よちよちとおぼつかない足取りで、六りつ花かのほうへ駆ける。


    　小さな両手を目の下に添えて、「えーん、六花おねえちゃあん」と泣き真ま似ねをしながら。


    「ハイドランジアっ！　あなたも、やめなさいっ」


    　腕の中に飛び込んできた少女を、六花は叱しかりつけた。


    「その子の体を返してあげて！　早くっ」


    　六花を見上げた少女は、つまらなそうに笑顔を消した。


    「何だ、連れないな。せっかく子どもを取り返してやったのに」


    　青紫の瞳が色褪あせ、まぶたが閉じる。視界ジャックが解かれ、ふらりと脱力する少女を、屈かがんだ六花が抱き寄せる。


    「あなたもよ、リコリスっ！」


    　六花が叫ぶと、戦闘中であったリコリスは足を止めた。ちょうど対面する兵士の内臓へ、髪の束を突き入れようとするところだった。


    「……ああ？　何でやめさすんだよ」


    「この人たちは敵じゃない。そうでしょ、柊ひいらぎ少佐！」


    　六花は、声を荒らげる。自分たちの敵は日本兵ではない。彼らを殺すために、マガツカミを従えているのではない。すでに戦闘の始まってしまった状況下で、六花は一人訴える。


    「もうわかったでしょ！　依より代しろは渡せない。諦あきらめて。私はただ、この子たちを助けたいだけよ。あなたたちに危害は加えない。約束するから……！」


    　六花は気を失った少女を、強く抱き締めながら、無表情の柊を見上げた。


    「あなただって、国を護まもるために戦ってるんでしょう？　お願い、私にあなたを殺させないで。この力は人を殺すためのものじゃない。人を護るためにあるんだから……！」


    「甘えるな。誰だれかを護るということは、誰かを殺すということだ」


    「わかってるわ！　それでも、殺さない努力をしたいのよ！」


    「……」


    　戦闘が中断され、辺りはしん、と静まり返った。倒れた兵士の呻うめき声。


    　パチパチ、と中央で、薪まきの燃える音がする。


    　柊はざっと戦況を確認した。白髪をうねらすリコリスによって、兵の半分は戦闘不能。磯丸は元より戦闘要員ではないが、後方で血を流し倒れている。その側そばに立つは、眼球のない少女。


    　召喚を許した時点で、こちらの負けか。白しら雨さめでは太刀打ちできなかったか、と柊ひいらぎはサーベルを鞘さやに納めた。


    「殺さない方法か。優しいんだな。我われ々われを見逃してくれるのか」


    　それからゆっくりと、六りつ花かに向かって歩きだす。


    「しかし我々を生かしておいていいのか。ここまでしておいて、そう簡単にお前を諦あきらめると思うのか。隙すきあらばその鮮やかな目玉を抉えぐり、頭皮を剥はがそうとするとは思わないのか。お前を戦闘不能へ陥おとしいれ、体を拘束して質しちに取るとは考えないのか」


    「……約束するわ。ここの壕ごうにいる間は、協力する。だからそんなことする必要はないでしょ。マガツカミは味方よ。私たちに、戦う理由はない」


    「……お前は、その禍まが々まがしい力を従えるには幼すぎる。〝戦う理由はない〟か──」


    　立ち止まった柊は、軍服の下に隠れるホルスターに手を伸ばした。


    「だがしかし禍ツ六花。それでも俺は、お前が欲しい──」


    　──カチリ。撃鉄の起こされた音に反応して、ハイドランジアが「撃つぞっ」と叫んだ。


    　リコリスが白髪をうねらせ、柊を攻撃する。しかしその毛先が届く前に、柊は銃口を六花へと向けた。


    　次の瞬間、柊の背後に、鬼気迫る殺気が膨ふくれあがった。


    　振り返った柊の黒い瞳ひとみに、雑木林から飛び出してくる七なの日かの姿が映る。


    　銃口を向けた柊に、七日は駆けながらサーベルを抜刀した。


    　焚たき火びの炎が揺れ、弧を描いたサーベルの刀身が煌きらめく。


    　──ターン、と雑木林に発砲音が木こ霊だましたと同時に、切り離された柊の右手は、拳銃を握ったまま、宙を舞う。


    　ぼとり。その手が地面に落ちた次の瞬間、リコリスの髪の毛が次々と柊の体を貫つらぬき、倒れた柊の顔へ、ハイドランジアが大口を開けた。


    「ぐああああああああっ！」


    　顔を齧かじられ、柊の絶叫が響き渡る。


    　リコリスもまた駆けだし、柊の体に喰くらいつく。


    　二人の少女に喰われる柊を、七日は後あと退ずさりして、見つめた。


    「だめよ……。だめ。喰ってはだめ」


    　六花がつぶやくのを、七日が制した。


    「六花っ。止めるな」


    「だめっ、だめなのっ！」


    　六花が叫び、口周りを血で濡ぬらした二人の少女は、手を止める。


    　七日は六花の甘さに苛いら立だち、振り返った。


    「こいつは……お前を殺そうとした」


    「ええ。けど、味方兵よ」


    「……バカじゃねえの？」


    　この男は、敵だ。


    　初めて見た瞬間からそう感じていた。改心など望めるものか。今殺しておかないと。間違いなく、脅威になる。


    「お前今、殺されそうになったんだぞ。それでもまだ、こいつを味方だと言うのか」


    「……」


    　六りつ花かは少女を強く抱き締め、押し黙ってしまった。


    　その表情は、垂たれる赤い髪で窺うかがい知れない。


    「何か言えよっ！」


    　七なの日かが声を荒らげると、六花はびくりと肩を跳ねさせた。


    「……人間は、護まもるべきものだから。私は、彼らを護る、英雄だから……」


    　微かすかな声で、とつとつと言葉を絞り出す。


    「私は……この戦場で、マガツカミを使って、あまりにも、殺しすぎた。けどそれは、誰だれかを護るため。断末魔の叫びを聞いても。潰つぶされた死体を見ても。『だって護るためだもの、仕方ないわ』って。そう自分に言い聞かせるの」


    「……六花っ」


    　ガタガタと全身を震ふるわせる六花の異変に気づき、七日はその側そばに腰を下ろした。


    　六花の顔を上げさせる。強く、強く、親指の付け根を噛かみ締めていた。


    　よほど怖い目にあったのだろう。硬直した六花の胸は激しく動き、懸命に口を動かしているのに、パニック状態となったその体は、息を上う手まく吸うことができていない。


    　焦点の合わない瞳ひとみは、虚空を彷徨さまよっていた。


    「……落ち着け、六花。ゆっくりでいい。ゆっくり、息を吸うんだ」


    「……憎くて、殺しているわけじゃ、ないのよ」


    　六花はそれでも、話を続けようとした。


    　目の縁から溢あふれた涙が、頬ほおを伝いこぼれ落ちる。


    「護るためなの。……そう信じたいの。そう在ありたいの。そうじゃなきゃ、私。憎しみできっと心が、裂さけてしまうわ。きっと心が、壊れてしまう」


    「ああ。……悪かった」


    　人間も、マガツカミも、誰もが皆、六花を傷つけようとする。だから七日は、そのすべてが嫌いだ。しかし六花は違った。同じ憎しみを抱いているはずなのに、六花は努めてすべてを愛そうとする。こんな戦場においてでも、人間を好きでいようとする。そうでなくては。そうしなくては。禍まが々まがしい感情が、マガツカミの暴走を許してしまうから。


    　七日は六花を抱き寄せる。


    　怒鳴ってしまったことを、激しく後悔する。


    「けど……間違ってるよ、六りつ花か。どんなにお前が人を好きになろうとしたって、人はお前を好きになってくれない。この世界はお前の存在を、許してはくれない」


    　六花は強情だ。怒鳴ったって、諭さとしたって、決めた道をひたすら進む。


    　七なの日かは止めることのできない自分を、悔しく思う。


    「こんな生き方してたら……。どっちみちお前は、壊れてしまう」


    　六花は体を離し、七日の顔をじっと見つめる。


    「もしそうなったら、ナノ。あなたが私を殺してね。ナノが私を、止めるのよ」


    　七日は答えなかった。


    　代わりに一つ、懇願する。


    「……頼むから、自分を護まもれよ」


    　六花の『護らなきゃ』、という言葉には、自分を殺そうとした相手さえ含まれているというのに、自分自身が含まれていない。


    「……お前が俺の死を恐れるように、俺だって、お前が死ぬのは怖いんだ」


    



    　林を抜け、雪ゆき生おは七日に追いついていた。


    　焚たき火びの灯あかりに照らされて、七日と六花の影が地面に長く伸びている。


    　雪生は樹木に手を添えて、離れたところから二人を見つめていた。


    　七日の弱音を聞いたのは、この時が初めてだった。
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    　あの日、「殺して」と泣いたその声は、今でも七なの日かを突き動かす。


    　六りつ花かの死後、〝六花のマガツカミ〟たちに奪われたそれぞれの部位は、今でもまだ、生きている。ハイドランジアの青紫の目玉も。リコリスの赤く染まった髪の毛も。


    　だから七日は、追い続ける。かつてはともに戦った、あの禍まが々まがしい少女たちを。


    　彼女たちの依より代しろを──六花をきちんと、殺してやるため。


    



    　轢ひき神との戦闘を終えた後、七日は神社へと続く一本道で意識を失った。


    　次に目を覚ましたのはベッドの上。すぐ耳元に、荒い吐息を聞く。


    「ふぅ……！　んふぅ……！」


    　七日は混こん濁だくする意識の中、うっすらと目を開けた。


    　蛍光灯の逆光を受けて、鼻血を垂たらす女がいた。近い。


    　七日は反射的に跳ね起きて、相手の腕をねじり上げ、反転してベッドに押し倒した。


    「ひゃあああっ、ごめんなさい、ごめんなさいぃっ」


    　ベッドに頬ほおを押しつけられ、悲鳴を上げるその人は、巫み女こ装束姿の雪ゆき生おであった。


    「……何してんの、お前」


    「ち、治ち療りようだよ……？　別に、やましいことしようとしてたわけじゃないよ……？」


    　雪生は鼻血を乱暴に拭ぬぐいながら弁明するが、七日は警戒を解かない。浴衣ゆかたをはだけさせられた上に、腕には手錠が嵌はめられていた。


    　それも白しら雨さめと同じ特殊な方法で作られた、祈き祷とう士し専用の装備。本来ならマガツカミを拘束するためのものだが、その手錠は、祈祷士に対しても有効だった。これで拘束された祈祷士は、祈祷術──例えば〝召喚〟が使えなくなる。


    　体を起こした七日は、自分の体を確かめた。脇腹や腕に、歌か留る多たが貼られている。


    「ここは……？」


    　辺りを見渡す。シンプルな細長いボックスの中にいるようだ。簡易的なベッドが一つ置かれているだけで、他には何もなかった。窓には鉄格子が嵌められており、天井にぼんやりと蛍光灯が光る。


    「護送車か……」


    　これもまた、マガツカミを護送するための、祈祷士協会が所有する護送車であった。


    「参道の入り口の駐車場に停とめてある護送車だよ。倒れてた古ふる川かわくんを、祈祷士の人たちが運んだんだって。古川くんは今、拘置されてるの」


    「何をしちまったのかね、俺は」


    　さり気なく浴衣の帯に手を触れて、山やま吹ぶき色の巾きん着ちやく袋ぶくろが繋つながれていることを確認した。その小さな袋には六花の歯が──ラティメリアの依り代が入っている。


    「第二級指名手配犯だって。古川くん」


    「……え？」


    「警察署襲撃したんでしょ？　ラメちゃんと一緒に。どうしてそんなことを」


    「それかよ……。まあ、いろいろあって」


    「順調に堕おちてくねえ。闇やみの祈き祷とう士しだってねえ」


    「それ聞くと目眩めまいがするわ」


    　ベッドに腰かけふて腐れる七なの日かを、雪ゆき生おは微ほほ笑えんで見下ろした。


    「けど。わかってくれる人もちゃんといる」


    　差し出したのは、倒れた時に七日が握っていた轢ひき神のツノの欠片かけら。そして、それに引っ掛かる六りつ花かの髪の毛の束だった。


    「押収されたのを、鹿か島しまさんって人が取り返してくれた。祭り会場を警備してた若い祈祷士だよ。私をここに入れてくれたのも、その人。怪け我がを治してやってくれって」


    「あいつか……」


    「知ってるの？」


    「さあな。戦闘中、ちょっと話しただけだ」


    「古ふる川かわくんの活躍、聞いたよ。暴れだした轢き神に、警備を任されていた祈祷士たちは、手も足も出なかった。ただ古川くんだけが、白しら雨さめ一本で立ち向かってったって。パンチや踏みつけをステップでかわして、ついでに赤ちゃんも救って、轢き神の首を、鮮やかに斬きり落とした。……古川くんはやっぱりすごいね。山ノ主をあっさり倒しちゃうなんて……。それも、たった一人でさ」


    「誰だれの話してんだ、あっさりなもんか。辛勝だよ。死にかけた」


    　ベッドから立ち上がろうとする七日を、雪生は「だめ」と押し止とどめる。


    「傷を見れば、大変だったことはわかる。全身の火傷やけど。裂傷だらけ。左腕はぼろぼろ。内臓もたぶん、潰つぶれてる。歌か留る多たを貼ってはみたけれど、それでも、とても動ける状態じゃないよ」


    「そうはいかない」と再び腰を上げる七日。雪生は「えい」とその左手を握った。


    「いっ……！」


    「ほら。まだ治ってないんだから、少し休んで」


    　雪生は「ふふん」と胸を張る。


    「今の古川くんなら、私でも倒せるかもね。本当なら連れて帰ってちゃんと治療したいけど……。古川くんをこのまま警察に引き渡すか、それとも轢き神退治の功績を認めて恩情を与えるか……。今、現場の祈祷士たちで審議されている。大おお坂さか流からも解放してもらえるように──」


    「町を離れるわけにはいかない」


    　腕を持ち上げ見せたのは、ツノについた赤い髪の束。


    「この毛が、轢ひき神の体内を這はい回っていた。元々は六花の髪の毛。結ゆい神の依より代しろだ」


    「……やっぱり、リコリス？　山ノ主が暴れたのは、あの子のせい？」


    「ああ、いる。〝六りつ花かのマガツカミ〟がな」


    　顔を歪ゆがませた雪ゆき生おは、その表情を隠すようにうつむいた。


    「……〝山ノ主〟のお話ってね、この町じゃ子守唄にもなってるの。私も小さい頃ころから聞かされてた──」


    　雪生は節を付けて、少しだけ口ずさんだ。


    　──〝甲こう良らの山の奥に住む、御み輿こしから生まれた山の主〟


    　──〝真っ赤っかな牛の顔、優しい心の力持ち〟


    「人間とマガツカミ。相あい容いれないのはわかってる。けどずーっと古くから……私たちはお互いを干渉しないことで、いい関係を保ててたんだと思う。私のおばあちゃんなんか、私たちを護まもってくれる神さまだなんて崇すう拝はいしてた。祈き祷とう士しだったのにさ……」


    　雪生は洟はなを啜すすった。一つ大きく深呼吸をして、気持ちを切り替える。


    「町の人が、たくさん死んだ。みんな祭りを楽しみにしていた。結ゆい神リコリス。あのマガツカミが壊したのは、人や町だけじゃない。この山の在あり方を、私たちとマガツカミのつくってきた歴史を、すべて破壊した。六花さんが知ったら……きっと、悲しむね」


    「怒りだすだろうな。めちゃくちゃ」


    「倒さなきゃいけないね。元六花隊である、私たちが」


    　その時、不意に窓の外から声がかかった。


    「困りますねえ……。勝手に入られると」


    　見ればシュッとした口くち髭ひげ、逆三角形の体をした警備隊長・蛭子えびすが後ろ手に立っている。側そばに体の大きな男を連れていた。先ほどの戦闘時には、見なかった祈祷士である。


    「甲良神社の一人娘、大おお坂さか雪生。元六花隊の一人ですな。まさか同じ部隊であった古ふる川かわ七なの日かを、逃がそうとでもしているのか……？」


    「いいえ、傷の手当てをしていただけです」


    　格子の嵌はまった窓から顔を覗のぞかせ、雪生は弁明する。


    「今出ますから」


    「いいえ。その必要はありませんよ。脱走幇ほう助じよはそれだけで罪に──」


    　蛭子の声を遮さえぎって、「隊長！」と声が上がる。駆けてくるのは、鹿か島しまと南なん天てんである。


    「自分たちが許可しました。問題があるとすれば、自分たちの責任です」


    　鹿島が説明している隙すきに、雪生は護送車を降りる。


    　ドアへのステップを降りる前に、雪生は七日へと振り返った。


    「古川くん、歌か留る多た剥はがしちゃだめだよ。私のほうからもなるべく早く出られるように、協会に掛け合ってみるから。あと、これ」


    　言って巾きん着ちやくから取り出したのは、何の変哲もない風車だった。


    「置いてくね。必要だったら、これで遊んで」


    　ステップを下りる雪ゆき生おの背中に、「大おお坂さか」と七なの日かが声をかける。


    「……あいつは〝六りつ花かのマガツカミ〟の中でも前線を得意とする攻撃型で、そしてお前は、衛生兵だった」


    「……つまり？」


    「俺が来るまで待て。もし遭遇したなら、迷わず逃げろ」


    「うん。大丈夫だよ、古ふる川かわくん」


    　戦わないから大丈夫なのか、勝つ自信があるから大丈夫なのか。雪生は曖あい昧まいに微ほほ笑えみ、護送車を後にした。


    



    　　　×　　　×　　　×


    



    　甲こう良ら神社の拝殿の奥には広間があり、そこに小さな蟹かにの像が祀まつられていた。


    　この蟹の祭壇を護まもるように、四体の巨大な木像が立っている。御お伽とぎ話ばなしにまつわる四天王──四体のマガツカミを模した木像である。


    「ほえー……。でけえ、ねえ……」


    　巫み女こ装束をまとった状態のまま、ラティメリアは祭壇の前で木像を見上げていた。足元には、ウミネコがちょこんと立ち、ラティメリアと同じように像を見上げている。


    　四体のマガツカミは、想像していた以上に人間の形をしていた。


    　ただしマガツカミの姿をそのまま映したわけでなく、伝承を元に創作して象かたどった、イメージに過ぎないのかもしれないが。


    　盛り上がった二の腕に割れた腹筋。筋骨隆々たる逞たくましい肉体に、見る者を圧倒する厳いかつい顔面。腰を捻ひねったり、手を開いたりなどのポーズはまるで、金剛力士像のようである。


    　その太い腕で臼うすを肩に担かついでいるのが、臼のマガツカミなのだろう。後光を放射するように羽を広げているのが蜂巣で、全身のあちこちに炎をまとっているのが栗だ。


    　そして一番端。猛たけ々だけしい牛のツノを生はやし、片方の足で猿の背を踏みつけている。あれが恐らく、牛ぎゆう糞ふんのマガツカミ。片方の手はパアにして正面に向け、もう片方の手は何か丸いものを握り振りかぶっているが、十中八九、牛糞だろう。


    「見てよサキちゃん。あれ、今にも投げつけんばかりだよ……」


    　牛糞のマガツカミは、ラティメリアの思っていた以上に、強そうだった。うんこになら勝てる、などと考えていた自うぬ惚ぼれを恥じる。


    　牛のツノを有しているということは、自身が牛を模しているのだろうか。


    「牛糞さま、こえぇ……」


    　絶対に戦いたくない。


    　ラティメリアが像の鑑賞に夢中になっていると、「ちょっとあんた！」と声をかけられた。巫み女こ装束を着た中年女性が、振り返ったラティメリアを叱しかりつける。


    「この忙しい時に何ぼーっと突っ立ってんの！　やることないなら手伝ってちょうだい」


    「え……？　え？」


    　女性は巫女装束のラティメリアを、神社の者だと勘違いしたようで、抱えていた大量のシーツを押しつけてきた。「さあ、敷いて敷いて」と尻しりを叩たたかれながら、祭壇の前のだだっ広い広間にシーツを敷いていく。


    「うあ……。何、これ。何してんの、私……？」


    　ラティメリアは大勢の巫女たちに交じって、せっせと働いた。自分は巫女ではない、祈り神を喰くってドレスアップしただけの、なんちゃって巫女であると、リーダーらしき中年女性に訴えようとするが、近づけば仕事が与えられる。


    　敷かれたシーツの上に、袋で全身を包まれた遺体が、次々と運び込まれてきた。轢ひき神襲撃によって死亡した犠牲者たちである。


    　部屋の至るところに香りの強い線香が焚たかれ、祭壇の灯とう籠ろうに火が灯ともされた。


    　神主らしき中年の男性が祭壇の前に座り、蟹かにに祈りを捧げている。


    「ねえ。何してんの？　あれ」


    　ラティメリアが神主を指差し尋ねると、一緒に働く巫女──演舞で〝六りつ花かのマガツカミ〟役を演じていた、小学生くらいの女の子が教えてくれた。


    「死んでしまった人たちの魂がちゃんと成仏できますようにって、お祈りしてるんだよ。……喰われた人がいないのが、唯一の救いだよね。マガツカミに喰われちゃうと、その魂は喰ったマガツカミに囚とらわれて、成仏できないんだって言われてるから……」


    「ふうん」


    「さ、仕事仕事。やることはまだいっぱいあるんだから」


    　ラティメリアは巫女たちと手分けして、並べられた遺体の特徴を書き記していく。それを元に、訪れた遺族たちを遺体の元へ案内するのだ。


    　交代制で一段落ついて休憩。社務所の給湯室で「働いた後の茶菓子って、んまぁい」などと巫女たちと談笑したあとに、拝殿の前の砂じや利りの上に長テーブルを設置して、受付業務をしていた。


    　拝殿に向かって駆けていた雪ゆき生おは、受付テーブルに、頭にウミネコを乗せた巫女が座っているのを脇目に見て、「ラメちゃん!?」と驚きよう愕がくの声を上げて転ぶ。


    「な、何してんの!?」


    「え……？　受付だけど……」


    「わあ、馴な染じんだねえ！　ちょっとびっくりしちゃった」


    　転んだ拍子に吹きだした鼻血を拭ぬぐいつつ、雪生は拝殿の広間へと上がっていった。


    　雪生の父である神主は、祈き祷とう士しでもある。それも祈祷士業界では名の知れた大おお坂さか流の継承者だ。甲こう良ら神社の神主として、七なの日かの拘束を解くよう口添えしてもらえば、状況は有利に動くかもしれない。


    　そう考えていた雪ゆき生おだったが、父は娘を叱しかりつけた。


    「雪生。それは祈き祷とう士しが死者を弔とむらうことよりも、大切なことなのか」


    　祭壇の前に並ぶ多くの遺体へ視線を移し、声を小さくする。


    「彼らはこの町の住人たちだ。知る顔も多いだろう。雪生。今は彼らの死出が安らかなものになるよう、祈りを捧げる以上に優先するべきことなどない」


    　そう言われると、返す言葉はない。この町に〝六りつ花かのマガツカミ〟の脅威が迫っていること、赤い髪の女に警戒することを伝え、雪生は静しず々しずと拝殿を後にした。


    



    「私が直接行っても、効果は薄いだろうなあ」


    　元六花隊であるという経歴が、こんなところで邪魔になる。戦場で多くの兵士を救った六花隊は、戦後、危険因子と恐れられていた。禁きん忌きを犯した祈祷士。命令違反を犯した祈祷士。戦時中の英雄は、戦後、戦争犯罪者として投獄されたのだ。


    　七日の拘束は、案外その余波を受けてのものなのかもしれない。七日は六花の弟で、出家しているとはいえ同じ古ふる川かわ流。それも喰くい神を引き連れているのだから、どうしても六花を重ねてしまう。


    　祈祷士協会は、〝禍まがツ六花〟の再来を恐れているのだ。ならば七日の解放は難しいか。


    「うぅ……。まずいじゃない、それ」


    　ギッ、ギッと鳴る廊下を早歩きしながら、雪生は弱音を吐く。


    　後を追うラティメリアが、「大丈夫じゃん？」と能天気に応えた。


    「あいつはしぶといから、なかなか死なないよ」


    　その姿は、紫のフード付きパーカーとスカート姿に戻っている。ハイソックスで廊下を滑るように雪生の後を追い、縁側でつっかけを履はいた雪生に倣ならって、自分もまた庭に飛び出した。


    「ラメちゃんは、古川くんをずいぶん信頼してるんだねえ。はい、サンダル」


    「別に、信頼じゃないわ。実際しぶといでしょ？　ありがと、サンダル」


    　厚い雲は、いまだこの町の夜空を覆おおっていた。多くの人が死んだ夜だ。町全体が暗くら闇やみに沈んでいる。雪生は灯とう籠ろうの灯ともる庭を、ラティメリアを連れて歩いた。


    「……古川くんは確かに強いけど、無敵じゃない。さっき護送車の中で会った時は、立つのもやっとの状態だったよ。左腕なんてぼろぼろ。死にかけたって」


    「うそっ!?　轢ひき神ってそんなに強かったの？」


    「そりゃあ、伝説の山ノ主だからね。聞いた話では、すごく大きくて、筋肉ムキムキ。牛のツノをぐわんぐわん振り回して、突進してくるんだって」


    「……え？　ツノ？　それ牛ぎゆう糞ふんさまじゃなくて？」


    　ラティメリアは拝殿で見た、怖い顔の木像を連想する。


    　雪ゆき生おは微ほほ笑えみを湛たたえて答えた。


    「依より代しろは牛ぎゆう糞ふんじゃなくて、古い御み輿こしのはずだよ。あ、でもその御輿自体が、四天王をモチーフに作られたものの一つらしいから……。依り代は〝牛糞モデルの御輿〟？　かなあ」


    「そんな御輿あんの!?　牛糞さまの影響力には脱帽だよ……」


    〝牛糞モデルの御輿〟でさえ、七なの日かを瀕ひん死しに追いやるほど強いのなら、〝牛糞〟自体はどれほど強大な力を持っていたのか。ラティメリアは身み震ぶるいする。


    「まあ、とにかく。せめて古ふる川かわくんが解放されるまで、私が〝六りつ花かのマガツカミ〟から町の人たちを護まもらなきゃ。できることを、やらなきゃね」


    　庭の隅まで歩いた雪生は、お手玉を放った。布が裂さけ、煙のように『界』の字が立ち上る。それは祈り神のいた境けい内だいで、ラティメリアを閉じ込めるために使ったものと似ていた。


    「あれ……。結界？　私また閉じ込められた？」


    「今度のはね、逆側。マガツカミが、外から入ってこられないようにするための結界だよ。この神社を拠点とする。ラメちゃんは外に出ないようにね。戻れなくなるから」


    　境内を取り囲むように、四隅。すでに配置し終えたお手玉同士は線で結ばれ、オーロラのような透明で薄い壁が、見上げる高さで横に広がっていく。


    「おお……」


    　その高さや長さは、祈り神の境内を囲んだ壁とは、段違いの規模のでかさであった。一度光こう沢たくを放ち艶つやめいて、オーロラの壁は見えなくなる。


    「さて、戻って作戦会議しましょう」


    　雪生が一仕事終え、踵きびすを返した正面で、ラティメリアが「ユキオ」と声を上げた。


    「……ごめん、ユキオ。浮かれてた。近くにいるっぽい」


    　ラティメリアはただ屹きつ立りつし、気配を探るように、耳を澄ませている。


    「いるって……〝六花のマガツカミ〟？　……やっぱり結界張っといてよかった。大丈夫。いくら〝六花のマガツカミ〟でも、この結界は強力だから──」


    　雪生は努めて微笑みかけたが、ラティメリアはその言葉を聞いていないかのように、気配を探り続けている。そしてハッと背後へ振り返った。


    　遺体の運ばれた、拝殿のほうへ。


    　雪生は微笑みを消した。


    「結界の……中なの？」


    



    　　　×　　　×　　　×


    



    　ジイィ……と遺体袋のジッパーが、ゆっくりと内側から開けられていく。


    　拝殿の大広間に並べられた遺体袋の一つから、むくりと死体が体を起こす。すらりとした華きや奢しやな女の体に、長く垂たれる赤い髪。


    　死体に扮し潜入したリコリスは、腕を伸ばして大きく伸びをした。


    「くぅっ……。体バッキバキだぜ」


    　それから悠々と立ち上がり、腰に手を添え広間を見渡した。


    「……にしてもザルだな、甲こう良ら神社。祈き祷とう士したちの住すみ処かなんじゃねえのか」


    　欧米人のように身長が高く、ショートパンツから伸びるその脚は長い。袖そでのないゆったりとした服から白い肩を晒さらし、腕を上げれば脇の下から胸が覗のぞく。


    　最も特徴的なのが、ブーツにまで届く、燃えるような赤い髪である。その赤色は人目を引き、静粛な広間においてあまりにも目立っていた。


    　すぐに誰だれかが指を差し、「赤い髪の女だ！」と声を上げる。


    　赤い髪の女の姿は、祭りの始まる前から目撃されているのだ。数日前から町をうろついていたり、人の入らない森側へと入っていったり。観光客にしてはどうも不審だと噂うわさされていたところに、先ほどの轢ひき神襲撃である。


    　赤い髪の女は要注意人物として、町の人々の間でも警戒するところだった。


    　多くの視線を浴びながら、リコリスは広間にいる人間を一人一人指差し、数え始めた。悲しみに暮れる遺族たち、弔ちよう問もん客、巫み女こ装束を着た神社の祈祷士。


    「七、八、九──」


    「あなたが、〝六りつ花かの──〟」


    　立ち上がった雪ゆき生おの父──神主へと振り返るリコリス。


    「あんたでちょうど、一〇人か。物足りねえな」


    　瞬間、赤い髪の毛が、まるで意思を持つ別の生き物のように広間中に伸びて拡散し、人々の体を貫つらぬいていく。悲鳴を上げて座り込む婦人に、逃げ回る少年に、その燃えるような赤い髪は容赦なく襲おそいかかった。


    「ぐあはっ……」


    　腹部を貫かれ、口から血を吐きだした神主は、膝ひざから崩れ落ちた。


    　リコリスが自分の入っていた袋から、髪を使って取り出したのは、二つのポリタンクである。それを髪に吊つるしたまま、リコリスは倒れた神主の前に立った。


    「これは弔とむらい合戦なんだぜ、祈祷士。オレはお気に入りのオモチャを焼かれたんだ」


    　髪の毛がうねる中、リコリスはポケットから煙草たばこを取り出し、咥くわえる。


    　灯油の入ったポリタンクを放り投げた先は、四天王像を祀まつる祭壇だった。投げると同時に髪をしならせ、ポリタンクに巻きつける。キュウッと絞られたポリタンクは破裂し、こぼれた灯油が、祭壇に降りかかった。


    　灯油の臭いが漂い、神主が息も絶え絶えにリコリスを見上げた。


    「一体……何を」


    「決まってんだろ、クズ。焼くんだよ。ナノがやったみてぇにさあ」


    　マッチを擦こすって煙草たばこに火をつけ、ゆっくりと紫煙を散らした。


    　一息ついてから踵きびすを返し、ぽいとマッチを投げ捨てる。


    　祭壇に、轟ごうと炎が発生する。炎は黒い煙を上げ、瞬またたく間に広がっていく。


    　業ごう火かに焼かれる四体の木像を背に、リコリスはからからと笑った。


    　遺体の並ぶ広間を悠々と横切りながら、立ったのは拝殿の入り口。人々が逃げだし、人ひと気けのなくなった境けい内だいを見渡した。


    「さあて……。どこかねえ、オレの可愛かわいい妹は──」


    　煙草の煙を吐き出しラティメリアを捜す。


    　気配は、燃える祭壇のほうから感じられた。


    



    「お父さんっ！」


    　襖ふすまを開けて飛び出した雪ゆき生おは、祭壇の前に倒れる神主へと駆け寄った。


    　ラティメリアは燃える祭壇を見上げていた。その瞳ひとみに、炎上するマガツカミ像が映る。


    「も……燃えてるじゃない……！」


    　牛ぎゆう糞ふんのマガツカミ像は、大きな炎に包まれていた。あんなにも恐ろしいと感じた怖い顔が、今は熱さに耐えているようである。


    「どうしようユキオ！　牛糞さまがっ……！」


    　雪生もまた、父に歌か留る多たを添え、治ち療りようすることで手一杯であった。


    「よう、喰くい神っ！　お前が〝ラティメリア〟だな」


    　広間の入り口で、リコリスが声を上げる。


    　振り返ったラティメリアの瞳には、闘志が漲みなぎっている。その目め尻じりは、潤うるんでさえいた。


    「……あんたがやったの？　これ」


    「まあな。結ゆい神リコリスだ。会いたかったぜ、妹よ。ハイドラ姉さんから話は聞いた。ナノと一緒にいるらしいじゃねえか」


    　ラティメリアは頭上のウミネコを持ち上げ、「下がってて」と横に放った。


    　いかにも親しげに両腕を広げながら、リコリスは広間の中央へと足を進める。


    「まどろっこしいのは嫌いだからよう。単刀直入に言うぜ。お前、オレたちの仲間になれ」


    　前に飛び出したラティメリアは聞く耳を持たず。リコリスの頭部に回し蹴げりを降らせていた。


    　その足の爪つま先さきがリコリスの頬ほおに当たる──寸前に、赤い髪の束が盾たてとなり、ラティメリアの蹴りを受け止める。


    「おいぃ？　何だお前、言葉通じねえのか……？」


    「あんたは空気読めないわけ？　嫌だっつってんのよ、足で」


    　利き足を搦からめ捕られたラティメリアだったが、宙に持ち上げられた状態で体を捻ひねり、リコリスの上体を引っ掻かこうと腕を振るった。


    　防御にうねる髪の毛。はらり、と切り裂さかれた赤い髪が散る。


    「っと……。おい、てめえ……オレの髪を、切ったな」


    　リコリスは髪の毛をしならせ、ラティメリアの体を、畳の上に叩たたきつけた。


    「んぎゃっ……！」


    　畳が捲めくれ上がり、遺体袋が跳ねる。リコリスはラティメリアの足首を離さなかった。畳から持ち上げて振り回し、今度はその体を、広間を支える大黒柱にぶつけた。


    　柱が粉砕され、ラティメリアは仰のけ反ぞった。


    「や、きゃっ！」


    「おらおらっ！　まだ壊れんなよっ」


    　リコリスはラティメリアを振り回し、広間のあちこちを破壊していく。オモチャを振り回して遊ぶ子どものように、その顔には笑みさえ浮かべていた。


    　初めは体を丸くし、防御の姿勢を取っていたラティメリアだったが、遠心力に体力を奪われ、何度も衝突を繰り返して、脱力していく。


    　それでもまだ、リコリスはラティメリアを離そうとはしなかった。右足首を持ち上げて逆さにし、下着も露あらわとなったラティメリアを自分の眼前に吊つるす。


    「どうだ？　もっかい聞くぜ。仲間になれ」


    　ラティメリアはまぶたの腫はれた目で、リコリスを睨にらみつけた。


    「死ねっ……！」


    「カカッ！　いいねえ。男前じゃねえか」


    　髪を自在に操る能力──〝髪繰り〟による猛攻は続いた。


    　このままではラティメリアが死んでしまう──そう思ったのかは定かではないが、ウミネコが「みゃあっ」と羽を広げ、リコリスの後頭部をクチバシで突く。


    「来ちゃダメ、サキちゃん！」


    「あぁ？」


    　ウミネコに気づいたリコリスが、髪をしならせウミネコを弾き飛ばした。


    「やるな、あの鳥。このオレに一撃食らわせやがった」


    　畳を滑って倒れるウミネコ。その体に、赤い髪の雨が降る。と、その毛先は、ウミネコを庇かばって飛び出したラティメリアの背中を貫つらぬく。


    「ぐあぁっ……」


    　皮ひ膚ふを突き破られたラティメリアの全身からぼたぼたと血が垂たれて、ウミネコの白い羽毛に赤の斑点模様をつけた。


    「みゃあ……」


    「早く、どっか行って！　あんたはまだ、食べないの！」


    　ラティメリアに怒鳴られて、ウミネコは羽を広げ、拝殿の外へと飛んでいく。


    　ラティメリアは髪の毛に持ち上げられ、再びリコリスの前に宙吊づりとなった。


    　リコリスの頬ほおの側そばで髪の毛が束となり、一匹の赤い蛇の形を作った。蛇はラティメリアの鼻先で、「きしゃあっ」と大口開け威い嚇かくする。


    「髪の蛇だと甘くみんな？　こいつは毒持ってんだ。咬かまれたくなきゃ、仲間に──」


    「嫌だってば！」


    　蛇が勢いよくラティメリアの首筋に食らいつき、二本の牙きばでその皮ひ膚ふを突き破る。


    　ラティメリアは目を見開き、体を仰のけ反ぞらせた。体内に、異物が混入される不快感。


    「うああああっ……！」


    「ほうら。お前が悪いんだぜ？　優しくしてやってんのによう……」


    　その時、リコリスの足元がぐにゃりと歪ゆがんだ。バランスを崩してよろける。


    「……あ？」


    　見渡せば、祭壇の燃える景色が歪んでいる。炎に包まれた木像も、足元の畳も、広間全部がうねっていた。目の前に吊るすラティメリアや自分の手までもが、歪んでいる。


    「何だこりゃあ……」


    　込み上げる吐き気。頭痛に額ひたいを押さえ、伏せた視線の先──畳の上で、独こ楽まが回っていた。くるくると勢いよく回転しながら、『回』という字を散らしていた。


    　回、回、回、回、回、回、回……。大小さまざまな『回』が宙に散り、掻かき消える。


    　──あれのせいか──？


    　髪を使って独楽を払ったその背後で、雪ゆき生おが巨大な槌つちを振りかぶっていた。


    　達だる磨ま落とし用の木き槌づち。ただしその槌は見上げるほどに大きく、打撃面から『打』の文字を散らす。叩たたく相手は達磨ではなく、マガツカミだ。


    　激しい打撃音が広間に轟とどろく。木槌に弾かれたリコリスは、燃える祭壇へと突っ込んだ。


    「ラメちゃん……！　遅くなってごめんね」


    　父を社務所の巫み女こに預け、神社から離れるよう言いつけた雪生は、巾きん着ちやくを手に戻ってきていた。木槌を立てて屈かがみ込み、倒れたラティメリアを抱き起こす。


    　咬まれたことによるショックか、それとも毒のせいなのか。ラティメリアは脂汗を流し、「ああああっ」と声を上げている。雪生はその痛々しさに顔を歪め、震ふるえる手を握りしめる。


    「ごめんね、もっと早く助けられればよかったんだけど……！」


    　木像が火の粉を散らして倒れ、雪生は顔を上げる。


    「……なかなか面白え遊びだったよ、雪生」


    　リコリスが早くも立ち上がり、炎の中から姿を現した。焦こげついた無数の毛先を持ち上げ、その先端を雪生に向ける。


    　迫りくる髪の毛の猛攻に、雪ゆき生おはラティメリアを抱き寄せ、目を伏せた。


    　しかし──雪生の体に触れる寸前、バチッと毛先は見えない壁に弾かれる。


    「はあ……？」


    　見れば二人を囲むように、お手玉が置かれている。雪生が、リコリスの復活と同時に放ったものだ。『界』の立ち上る四つのお手玉を結ぶように、結界が張られていた。


    「ははあ……。小こ賢ざかしいよな、雪生。弱えくせにお前はよう」


    　雪生は毒に苦しむラティメリアを抱き締めながら、次の一手を考える。


    　戦場以来、久方ぶりに対たい峙じした〝六りつ花かのマガツカミ〟の強さは、やはり圧倒的だった。たった数体で戦況を覆くつがえすほどの力に、自分が勝てるはずがない。


    　もし遭遇したなら、迷わず逃げろ──。そう言った七なの日かの言葉を思い出す。


    　逃げなきゃ、逃げなきゃ──。雪生は額ひたいに汗をかき、その方法を必死に考える。


    　捕食者たる残酷な笑みを浮かべて、ゆっくりと歩くリコリスは震ふるえる雪生を見下ろした。


    「雪生……お前はいっつも六花の後ろに隠れていやがったよなあ。後ろのほうでずーっと心配そうな顔してんだ。危ないよ、気をつけてって。自分は戦わねえから言えることだよな」


    　雪生の思考が止まる。


    「……ああ思い出したぜ。オレはあの頃ころからお前のこと、大嫌いだったんだ」


    「わ……私だって──」


    　雪生は顔を上げた。そうだ、自分はさっき境けい内だいで、変身したラティメリアに何を願った。見てるだけの自分はもう嫌だったんじゃないのか。七日の側そばにいられるような、強い自分になりたいんじゃなかったのか──。


    「私だって、あなたたちのことなんか、昔っから……！」


    　リコリスの赤い髪が蛇の形を作り、シュルシュルと結界の周りを巡る。


    　透明な壁を一枚挟み、チロチロと舌を出す毒蛇を、雪生は力一杯睨にらみつけた。


    



    　　　×　　　×　　　×


    



    　ふう、っと息を吹きかけると、風車はカラカラカラ……と回転する。


    　雪生はこれで遊べと言ったが、いくら他に娯楽のない牢の中といえど、これで遊び続けるのは難しい。


    　格子の嵌はめられた窓から、外を覗のぞき見る。護送車の停車する駐車場を、そびえ立つ木々のシルエットが取り囲んでいる。七日は見える風景から、自分のいる場所を確認した。


    　雪生はここが、参道入り口の駐車場だと言った。山のふもとに当たるこの場所には、護送車などの祈き祷とう士し関係の車両以外にも、警察や救急医療、さらには瓦が礫れきから人を救出するためなのか、ショベルカーなどの重機までもが入ってきている。


    　夜通し作業を行うつもりなのだろう、至るところでジェネレーターが起動し、ライトが駐車場を眩まぶしく照らしていた。


    　忙しい夜である。祈き祷とう士し、警察、救急医療。またその他の作業服を着た者たちが行き来する中、なぜか警備隊長である蛭子えびすは、護送車の側そばを離れようとしなかった。


    　一体どこから持ってきたのか、アンティークの椅い子すに腰かけ、丸テーブルでティーを飲んでいる有り様である。


    「……あんたは、ずいぶんとヒマそうだな」


    　格子に顔を近づけて、七なの日かは蛭子に話しかけた。窓ガラスが嵌はめられてはいるが、風通しのためか隙すき間まが開いているため、声は届く。


    「そうでもない。君を見張るのに忙しいさ」


    　蛭子はティーカップをずず、と啜すすりながら、優雅に雑誌を捲めくっていた。


    　夜だというのにサングラスを掛けて、果たして記事が読めているのか。


    「そうかい。……俺はヒマなんだ。話でもしようぜ」


    「はっ。驚いたな。君はお喋しやべりなんかするような男だったか」


    　七日は訝いぶかる。この男、やけに知ったような口を利く。さっき戦闘中に二、三言葉を交わしただけなのに、七日の何を知っているというのか。


    「こっち来いよ、隊長。そんな光の当たんねえとこじゃなくてよ」


    「嫌だね。私は君が怖い。近づいたら何をされるか」


    「手錠してるのに？」


    　ジャラ、と七日は両腕を持ち上げた。


    　蛭子は雑誌に視線を落としたまま、おざなりに「ああ」と返事する。


    「怪け我がしてるのに？」


    「死んでくれなきゃまだ不安だ」


    「……白しら雨さめもないのに？」


    「なくたって怖いさ。私なんか、あの牛に少々同情したよ」


    「……そうかい」


    　なくたって、とは妙だ。白雨を持つ七日は、もっと怖いみたい言い方である。祈祷士であるはずの蛭子が、なぜ白雨に怯おびえるのか。


    　周りが慌ただしくなっていた。通りすがる人々の声に耳を傾ける。通信車が襲撃にあった、死者が出たらしい、遺体は喰くわれている、マガツカミの仕し業わざだ。警戒しろ、警戒しろ。


    「……」


    　辺りの騒ぎなど我われ関せず、蛭子はまったりとティーを飲んでいる。わざわざ、野外ライトの当たらない車の陰で。どうやら、映画の雑誌を。


    「……連れないな、ハイドランジア。映画の話だっていいんだぜ」


    「はっ。マガツカミと映画の話はしないんじゃ──」


    　蛭子えびすは言葉を飲み込み、立ち上がった。


    　サングラスを外したその右目は、青紫に灯ともっていた。


    「……いつから気づいてた」


    「今だよ」


    「カマを掛けたか。なかなかやるね」


    「いや、もっと演じろよ。何で大惨事が起きてる現場で、隊長が優雅にお茶してんだ」


    「なるほど、豪快に飲むべきだったか。男だものな」


    「いやそこじゃねえわ」


    　こいつも変に抜けている。妙なところでラティメリアと同じ、六りつ花かの血を引くマガツカミだと思い知る。


    「……〝六花のマガツカミ〟が、この祭りに何の目的があって来た？」


    「目的は祭りじゃない。君だ。君に会いに来たんだ」


    　蛭子の体を借りたハイドランジアは、一つだけ開いた右目を細める。


    「ここ甲こう良ら神社には大おお坂さか雪ゆき生おがいるだろう？　彼女に我われ々われ〝六花のマガツカミ〟の姿をちらつかせれば、情報は君に届くだろう。君は、きっと来てくれると思っていた」


    「またお前の画策かよ……」


    「どうだ、どうだ？　楽しんでもらえてるか？」


    　ハイドランジアは、蛭子の顔で微ほほ笑えむ。七なの日かは嫌悪感たっぷりに答えた。


    「つまんねえよ。お前が俺に何の用だ。わざわざ斬きられに来てくれたのか？」


    「ああ、いや。正確には君、というか、喰くい神にな」


    「……ラティメリア？」


    「改めて仲間に迎え入れようと思ってね。彼女のことをリコリスに話したら、烈れつ火かの如く怒りだしたんだ。喰い神も一応、六花から生まれた〝六花のマガツカミ〟だろう？　我々の可愛かわいい妹が、人間に飼われてるのが我慢ならんのだと」


    「……お前らだって飼われてたじゃねえか」


    「私たちは六花の側そばに、いてやってたんだ。依より代しろの側にいるのがマガツカミだろう？」


    　隣の大男が椅い子すを引き、ハイドランジアは座り直した。


    「喰い神と交渉するのに君が邪魔だった。だから轢ひき神を暴れさせ、その隙すきに喰い神を攫さらう計画だったんだが……」


    　ラティメリアを誘ゆう拐かいするのは、ハイドランジアの役目だった。若い男の視界をジャックし、化け神とともに近づいたが、目の前で雪生に手を引かれ逃げられてしまい、見失っていた。


    「……お前の立てる計画は詰めが甘いよな。エッグマンの時だってそうだ。結構雑だろ。部屋とか片づけられないタイプなんじゃねえの」


    「片づけるくらいなら、部屋ごと捨てるタイプさ。まあ結果的に、君と喰くい神を分離させることには成功しているじゃないか」


    「それで、見張りを買って出てるわけね」


    「ああ。今はリコリスが交渉中だ。君の大切なラティメリアとね」


    　テーブルの側そばに立つ大男が、そっとティーポットを持ち上げ、蛭子えびすの置いたカップにティーを注いだ。蛭子がハイドランジアなのであれば、あの大男は、化け神の化けた姿なのだろう。〝暗がり〟を依より代しろにする化け神は光に弱い。だからライトを避けて立っているのだ。


    「ハイドランジア。ずいぶんと及び腰なんだな。交渉なんてまどろっこしいことしてないで、あいつの依り代、直接奪ってみろよ。俺は捕まってるんだから、今がチャンスだろ」


    　ハイドランジアは小指を立ててカップをつまみ、不敵に笑って見せる。


    「ふふ。挑発には乗らないよ、ナノ。言ったハズだ。私は君に近づくのが、怖いっ！」


    「……何威張ってんだ」


    「捕まってるなら、それに越したことはないのさ。大人しく待っていておくれ。君の相手は、リコリスと喰い神がしよう」


    「あいつがお前らにつくとは思えないけどな」


    「はいはい、大した自信だな。私たちにつかないのなら、殺すまでさ」


    　邪魔だからな、と最後にそう付け足して、ハイドランジアは雑誌の続きを読み始めた。それからは七なの日かが何を話しかけても、無視を決め込む。


    　七日は仕方なく、ベッドに腰かけ、体の調子を確かめる。雪ゆき生おの歌か留る多たに癒いやされてはいるが、左腕はまだ思うように動かない。


    　コツン。ハイドランジアがいる側とは反対方向の窓で、何かがぶつかった。


    　格子の向こうの窓枠に、血まみれの白い鳥が、羽を広げて倒れていた。


    　七日が近寄ると、首を起こして「……みゃあ」と弱々しく鳴く。その拍子に、咥くわえていた青い髪飾りを落とした。


    「ウミネコ……？」


    　こんな山奥にいるウミネコなど、一羽しか思い当たらない。


    　ウミネコは落とした髪飾りをクチバシで拾い、窓の隙すき間まから格子越しに七日へ渡そうとする。ラティメリアが普段つけていたそれは、ウミネコと同じように、血に濡ぬれている。


    「……勧誘は失敗したようだな。離れてろ、サキ」


    　七日は雪生に貰もらった風車に、息を吹きかけた。


    　カラカラと回り始める風車から、『爆』という漢字がワラワラと発生しては、掻かき消える。爆、爆、爆、爆……。回転する風車を、七日は護送車の後方に向かって投とう擲てきした。


    　凄すさまじい爆発音とともに、護送車の後方の扉が弾け飛んだ。


    　ハイドランジアは驚いて立ち上がり、濛もう々もうと上がる煙を凝視した。


    「なっ!?　な、な、な……!?」


    　ハイドランジアの死角から背後に回った七なの日かが、すかさずその首に腕を回した。


    「くあっ……！　ナノっ!?」


    　ハイドランジアのピンチに、大男が「お嬢っ！」と声を上げる。


    「動くなっ！　こいつの目玉をくりぬかれたいか」


    　七日はティースプーンを蛭子えびすの右目──ハイドランジアの右目に当てて叫ぶ。しかしハイドランジア動ぜず、高らかに笑った。


    「愚かだな、ナノ。この体は祈き祷とう士しの体を借りたものだ。〝視界ジャック〟しているだけさ。目玉だってこいつ本人のものだ。それでいいならくりぬけばいい」


    「……あぁ？　前回は自分の依より代しろ埋め込んでただろうが」


    「化け神には目玉がないからね。ああやって目玉を埋め込むしかなかった。しかし人間には目玉があるじゃないか。私はそれを借りただけ──」


    「またどっかで高見の見物か。卑ひ怯きよう者ものが」


    「何とでも言え。私は〝覗のぞき〟神だ。……手錠の鍵かぎが欲しいんだろう？　ナノ」


    　ハイドランジアは取り出した鍵の束を、化け神に向かって放る。


    「飲み込め、翁おきなっ！」


    　大男は大口を開けて、ぺろりと伸ばした舌で鍵の束を受け取った。


    　七日が止める間もなく、そのままゴクリと飲み込んでしまう。


    「っの野郎……！」


    「さて、私は先においとましよう。翁、足止めをよろしく──」


    　言下に〝視界ジャック〟が解かれ、蛭子は右目を閉じて、がくんと脱力する。


    　七日は蛭子の首から腕を外し、大男に化けた化け神、翁と対たい峙じする。


    「カカカッ……！　その錠を外したくば、儂わしを倒さにゃならんのう……。しかしどうする？　錠をしたままで剣もなく、この翁を倒せるとは思わぬことじゃ」


    「……お前は、ラティメリアが倒したんじゃなかったのか……？」


    「闇やみさえあれば蘇よみがえる。それが〝暗がり〟を依り代に生まれる化け神というものよ」


    　翁はべろん、と舌を出して見せる。ぞわぞわとその体の縁が蠢うごめき、シルエットが歪ゆがむ。発生させた影の触手をうねらせて、今にも襲おそいかからんばかりである。


    「ああ、そう。じゃあな」


    　七日は手錠の鍵を諦あきらめて、踵きびすを返し走りだした。


    「んなっ！　逃げよるか、お主」


    「斬きったって斬れねえ奴やつとなんか、やってらんねえよ。昼にまた来い」


    「待て、痴しれ者がっ！　逃げるなっ」


    「……お前の〝お嬢〟の逃げ足には負けるけどな……」


    　駆けながらジャンプした七なの日かは、手錠で野外ライトを引っかけ、引き倒した。その強い明かりで、追いかけてくる化け神を照らす。


    「おおおおおっ……！」


    　光を浴びて、化け神は腕を盾たてに悶もだえた。その隙すきを突いて、七日は一本道へ向かって走りだす。手錠をされ、祈き祷とう術を封じられているため、ラティメリアを召喚することができない。ラティメリアの元へは、直接向かうしかない。


    　爆発音を聞いて、駐車場に祈祷士たちが集まり始めていた。爆発したのが護送車だとわかり、怒声が響き渡る。「逃げたぞっ」「捜せ！」「何としてでも捕まえろっ！」


    　一度捕まえた犯罪者を逃がしたとあっては、祈祷士協会の威信に関わる。それも脱走したのは、元祈祷士なのだ。祈祷士業界の汚点を払ふつ拭しよくすべく、祈祷士たちは駆け回る。


    　七日は車の陰から陰へと隠れながら走り、駐車場を抜ける。


    「おいおい、燃えてるじゃねえか……」


    　曇どん天てんの夜空が、炎で明るく照らされていた。神社へ続く一本道の入り口から見上げた遥はるか先──山やま間あいで炎上するのは、甲こう良ら神社である。


    「あそこでいいんだよな、サキ」


    　浴衣ゆかたの懐ふところに入れたウミネコに尋ねた。「みゃあ」と鳴いたその返事が肯定なのかはわからなかったが、戦闘が行われているのなら、恐らくラティメリアとリコリスは、あの神社にいる。


    　──と、坂道の一本道を少し行ったところで、七日の前に「古ふる川かわ」と名を呼び立ちはだかる二人の若い祈祷士。鹿か島しまと、南なん天てんである。


    　鹿島はキリッとした眉まゆの間にしわを寄せ、険しい顔をしたまま尋ねた。


    「……祈祷士協会を敵に回すのか」


    「邪魔をするなら、敵になるよな」


    　早く神社へ向かいたいところだが、鹿島は道を譲ろうとはしない。


    「……古川、俺は──」


    「知らん」


    　鹿島の言葉を、七日は苛いら立だち混じりに遮さえぎる。


    「お前が何を言おうが語ろうが、俺には関係ない。どけよ、急いでるんだ」


    「甲良神社に向かうんだな。どうして……？　上で何が起こってるんだ……？」


    「[image: ]きくなよ。関係ないっつったろうが。自分で調べろ」


    　邪魔をするなら、倒して行くまでだ。二人に向かって歩きだす七日に、鹿島は「祈祷士もっ！」と声を上げる。


    「祈祷士も……警察も、マガツカミも敵にして、それでも行くのか」


    「行くさ。待ってるからな。たぶん」


    「誰だれかが、待っているんだな……？　あんたほどの人をそこまで焦あせらせるなんて……よっぽど大切な人なんだな……」


    「何なんだ、お前。止めたいんなら、さっさとかかってこい。急いでると言ったろ」


    「いや……その人がちょっと、羨うらやましいなって」


    「え……？」


    　七なの日かだけでなく、側そばに立つ南なん天てんまでもが、「え……？」と鹿か島しまを見る。妙な空気を感じ取って、鹿島は慌てて手を振った。


    「あ、いや……変な意味じゃないんだ。誤解しないでくれっ。山ノ主さえ倒せるあんたを、そこまで焦あせらせるってどんな奴なのかなって、ちょっと思っただけで」


    「おお……。今ちょっと焦ったんだけど」


    「わかった。あ、いや、事情はわからないが、古ふる川かわ！　持ってってくれ」


    　鹿島が差しだしたのは、鞘さやに納められた白しら雨さめである。


    「隊の予備だ。これがないと不便だろ」


    「……いいのか？　俺は今や一般人どころか、脱走者だぜ。祈き祷とう士しが白雨を提供したりなど、バレたら停職や減給じゃすまないんじゃねえの」


    「〝真ま面じ目めである必要はない。ただ自身の胸に問え〟あんたはそう言った。これが俺の答えだ。行ってくれ。俺はあんたを捕まえたくない」


    「……捕まえらんねえよ、お前らじゃ」


    　七日は手錠の掛かった両手で白雨を受け取り、根元だけ抜いて刃を確認する。新品同様の刀身が、提ちよう灯ちんの明かりを受けて煌きらめいた。


    「古川。他に必要なものはあるか？」


    「鍵かぎ」


    　両腕を持ち上げ、ジャラと鎖を鳴らす七日。しかし鹿島は至極悔しそうに首を振った。


    「すまない……。鍵は隊長が持ってるんだ。予備はない」


    「じゃ、靴くつをくれ」


    　見れば七日は裸足はだしのままである。鹿島はぱあっと顔を明るくし、「それなら」と自分のブーツの靴くつ紐ひもを外す。その後頭部を、南天がはたいた。


    「バカやろ。お前のじゃサイズが合わないだろ。俺のを持ってってくれ」


    　身長の高い南天のほうが自分のブーツを脱ぎ、七日の前に揃そろえる。


    　その時、七日の背後で「マガツカミだっ！」と声が上がった。振り返ると、駐車場で黒い影の塊かたまりが祈祷士たちに取り囲まれている。影の中央には剥むき出し歯。辺りの祈祷士たちには一切構わず、ただ七日の姿に向かって吠ほえた。


    「お嬢の元には行かせんぞっ！　古川ぁっ！」


    　翁おきなは全身から影の触手を無数に生はやし、それを昆虫の脚のように動かして、祈祷士たちを蹴け散ちらしやってくる。


    「……なるほどハイドランジアも神社にいるんだな。そりゃ好都合」


    　つぶやく七なの日か。その両脇をすり抜けて、鹿か島しまと南なん天てんが前に出た。


    「ここは俺たちが食い止める。行ってくれ、古ふる川かわ」


    「どこまでできるか、わかんねえけどよう……」


    「……」


    　二人の声は、震ふるえている。七日はその背に忠告した。


    「……ありゃ暗がりを依より代しろにする〝化け神〟だ。斬きれないぞ」


    「……それでも、マガツカミだ」


    　鹿島と南天は向かってくる化け神を見据え、腰に差した白しら雨さめを抜刀した。


    「荒ぶる神から人を護まもり、禍まがよ鎮まれと祈り捧げる。それが祈き祷とう士しだっ……！　今度こそ護らせてくれ。古川」


    　制服を着る二人の背中には、日の丸に『祈』と祈祷士の印が描かれている。


    　その後ろ姿に、七日は少しだけ、六りつ花かを思い出した。白い羽は織おりをなびかせて、戦場に凜りんと立つ、六花の後ろ姿が重なった。


    「……死ぬなよ、お前ら」


    　それだけ言い残し、一本道を駆け上がる。


    　直後、白雨を振り上げ突撃する二人の喊かん声せいが、曇どん天てんに響き渡った。


    



    　　　×　　　×　　　×


    



    　遺体袋のジッパーを内側から開けて、ハイドランジアは体を起こした。


    　紫陽花あじさい柄がらの鮮やかな浴衣ゆかた。左目に眼帯を付けたハイドランジアの本体は、リコリスと同じように、遺体袋の中に隠してあった。


    〝視界ジャック〟から戻ってくると、大抵だるい。長い間体を留守にしていた時など、特にだるい。視界ジャック中は鮮明であった意識に靄もやがかかり、夢の途中で目覚めてしまったような感覚に陥おちいる。うつらうつらと大きな欠伸あくびを一つして、涎よだれを浴衣の袖そでで拭ぬぐった。


    　まぶたが重いまま辺りを見渡せば、そこは遺体袋の散らばる大広間。中央では、リコリスがラティメリアを抱いた雪ゆき生おと対たい峙じしている。何事か起きている様子だが、とりあえず境けい内だいへの侵入は成功したようだ──と、ハイドランジアはぶるり身を震わせた。


    「？」


    　寒くはない。むしろ、暑い。熱い。後ろを振り返ると、すぐ目の前で、巨大な木像が轟ごう々ごうと燃えている。炎は天井にまで達し、辺り一面に広がっていた。


    　雪生とリコリスの戦闘に巻き込まれ弾き飛ばされたのか、祭壇近くまで転がっていたハイドランジアの遺体袋にも、飛び火していた。


    「うおおっ！　燃えてるじゃないかっ！」


    　ハイドランジアは一気に覚醒し、浴衣ゆかたの裾すそで袋の火をはたく。


    「リコリスっ！　どうして体を見ててくれないんだ！」


    　怒りを込めて抗議したが、交戦中であるリコリスはおざなりに答える。


    「オレだって忙しいんだよ、ハイドラ姉さん」


    　赤い髪の毛をくねらせて、その毛先で持ち上げていたのは剥はがした畳だった。


    　雪ゆき生おの張った結界は、マガツカミを中に入れないためのもの。侵入しようとするマガツカミを弾き飛ばす。マガツカミ、だけを──。


    　リコリスの放り投げた畳は、結界では防げない。まるで巨大な手裏剣のように回転し、雪生の頭上に迫る畳。しかし雪生は、リコリスのその一手を読んでいた。


    　ラティメリアを抱いたまま後ろに跳ね、結界から飛び出す雪生。ついさっきまでいた場所に、畳が縦に突き刺さる。


    「やっと結界から出てきたな、臆おく病びよう者ものがっ」


    　雪生を取り囲むように赤い髪が迫る。結界を出れば髪の毛の餌え食じき。しかしそれも、雪生は想定済みだった。帯からメンコを取り出し、足元に叩たたきつける。


    　バツゥン──！　メンコから溢あふれ散る文字は『風』。耳をつんざく破裂音とともに、衝撃波が発生する。広間を包む炎が一際大きく燃え上がった。


    　メンコの衝撃で広間の畳が次々と捲めくれ上がり、遺体とハイドランジアが転がる。


    　リコリスは毛を床板に突き刺し、衝撃に耐えていた。粉ふん塵じんと火の粉が巻き上がり、視界が曇る中、雪生の声を聞く。


    「今のうち！　行こう、ラメちゃん！」


    「逃げてんじゃねえよ、クズがっ！」


    　リコリスは赤い髪をうねらせ、怒りに任せて雪生の背を貫つらぬいた。一万本、二万本では飽き足らず、束にして、あるいは無数に拡散させて、うねらせた赤い髪を、次々と雪生の体に突き刺していく。


    「……逃げないよ。もう」


    　その声は、すぐ背後から聞こえた。拝殿の外へ逃げたはずの雪生は、リコリスのすぐ後ろに迫っていた。


    「はっ……？」


    　赤い髪の餌食になった〝雪生〟は、ぽんと煙を発し、巨大なこけしへと姿を変える。代、代、代、代、代……。雪生の使う遊具特有の、漢字を散らしながら──。


    　雪生は指先でつまんだ風車の持ち手を、リコリスの体に突き刺す。


    　爆、爆、爆、爆……。風車はリコリスの脇腹で爆発し、その体を、拝殿の外まで吹き飛ばした。石畳の上に転がったリコリスの体が、大きく燃え上がる。


    「やった……！」


    　寝かしていたラティメリアを抱き寄せ、自分たちもまた、拝殿から境けい内だいへと駆けた。


    　襖ふすまも柱もすべてが燃えて、天井が落ちてくる。拝殿はもう、持たなかった。


    　雪ゆき生おが境内に飛び出した直後、轟ごう音おんを上げ、崩れ落ちる。その衝撃で砂さ塵じんが舞い、境内に瓦が礫れきが降り注ぐ。


    　雪生はラティメリアを庇かばって覆おおい被かぶさった。


    　やがて倒壊の衝撃は収まり、粉ふん塵じんは夜風に流されていく。


    「ラメちゃん！　しっかりして」


    　抱き起こしたラティメリアは、ぐったりとしていた。首や腕はだらりと垂たれて、汗をびっしょりとかき、息は荒く、目をきつく閉じている。


    「これ、最後の一枚。これでどうか元気に……」


    　雪生は、帯に挟んであった歌か留る多たを取り出した。リコリスの毒がどのようなものかはわからないが、体内の破壊を少しでも食い止めることはできるはずだ。


    　ラティメリアの首筋へ歌留多を貼ろうとした、その時。手首に、無数の赤い髪の毛が突き刺さった。鮮血が飛び散る中、一瞬のうちに髪の毛は雪生の手首に巻きつき、キュウっと絞っていく。痛みを感じる間もなく、その手首は、摘つまんだ歌留多ごと斬きり落とされる。


    「え──」


    　唖あ然ぜんとする雪生の体を、さらに何万本もの髪の毛が貫つらぬいた。


    　白の巫み女こ装束が、血飛し沫ぶきで赤く染まっていく。


    「つっ……くあっ……！」


    　全身を突き破られたまま、雪生の体は宙で固定された。


    　雪生の霞かすむ視線の先に、焼け焦こげたリコリスが立っている。


    「そ、そんな……」


    　腹は焦げ、服は破れていたが、リコリスは死んでいなかった。炎を髪の毛で払い、燃えた髪を生はえかわらせて、ダメージを最小限に留とどめていた。


    「……髪は永遠に伸び続けるから、いーんだけどよう。……ちゃんと、痛えんだよなあ」


    　髪を前に伸ばすリコリスは、怒りに満ちた三白眼で雪生を睨にらみつける。


    「これでもオレの依より代しろだからよう……。斬られたり燃やされたりすると、痛えんだよ」


    　やはり、逃げることを優先するべきだったのか。


    　雪生は一瞬、後悔したが、恐らく逃げようと試みたところで同じだ。〝六りつ花かのマガツカミ〟からは逃げられない。戦場で彼女たちと遭遇した敵兵の気持ちが、今更になってよくわかる。


    　全身から流れる血液が、足た袋びを伝って石畳に垂れている。


    　血を流しすぎている。体はもう、動かなかった。


    　せめて最後の歌留多だけ。落ちた左手がつまむ歌留多を、ラティメリアに使ってやりたかった。悔しさに唇くちびるを噛かんで、倒れるラティメリアを見下ろす。


    　──ごめんね、ラメちゃん。護まもれなかった……！


    「クズはクズらしくクズクズしてりゃあいいものをよう……」


    　リコリスは雪ゆき生おを引き寄せ、涙で濡ぬれる顔に触れる。


    「お前はオレが美お味いしく喰くってやるよ」


    　固く目を閉じる雪生。


    　しかし「そうだ」と、リコリスはラティメリアへと振り返る。


    「……喰い神、お前に喰わせてやろう。術を使う祈き祷とう士しは美う味まいぜ。喰ったことあるか？」


    「……ふぅ、……ふぅ」


    「人間は好きか？　ナノは、お前が人間を喰うこと許してんのか。六りつ花かは許してくれなかったぜ。オレらは、いっつも腹空かしてた。まあ戦場じゃ、隠れて喰ってたんだけどな」


    　六花との過去を思い出したのか、リコリスは目を細めて笑う。


    　息も絶え絶えなラティメリアの側そばに膝ひざを曲げたリコリスは、髪の毛を使って雪生の左手首を拾い、同時にラティメリアの体を起こす。


    「ほら、喰えよ。これで仲直りといこうや」


    　その口元に、手首を持っていくリコリス。流れる鮮血がラティメリアの唇を濡らす。


    　ラティメリアは顔を顰しかめ、「やあっ」と顔を背そむけた。


    「……あぁ？」強く拒絶され、リコリスの片方の目が不機嫌に細められる。


    「お前、このオレの肉が喰えねえってのか……？」


    　ラティメリアの髪を掴つかみ、無理やり顔を向けさせる。


    　唇を震ふるわせ、怯おびえるラティメリアの表情をしばらく見つめ、「まさか」とつぶやいた。


    「お前。人間自体、喰ったことがないのか……？」


    「っ……」


    　ラティメリアの歪ゆがんだ表情を見て、リコリスは確信した。


    「……マジかよ。マジか。ふざけてんのか？」


    　髪で固定していた雪生の体を砂じや利りの上に落とす。もはや雪生への興味は失うせている。


    　ラティメリアの胸ぐらを掴み、額ひたいをぶつけて怒鳴り散らした。


    「お前それでも六花から生まれたマガツカミかよ!?」


    　砂利に倒れた雪生は、リコリスの取り乱し様ざまに小さく笑った。ラティメリアが人を喰っていなかったことが嬉うれしかった。涙が出るほどに、嬉しかった。


    「きっと……六花さんから生まれたからこそ、喰わないんだよ……」


    「あぁ？　何言ってんだ、雪生」


    　ラティメリアを捨てて立ち上がったリコリスは、苛いら立だち混じりに雪生を見下ろす。


    「〝六花のマガツカミ〟は、人を喰うべきなんだよ。喰い尽くせ。殺し尽くせ。それが六花の根本にある願いだ」


    「……違う。六りつ花かさんは、あなたたちを使って、人を護まもろうとした──」


    「最初はな。最後は違った。あいつは人間たちに、壊されちまったんだ。知ってるか、ラティメリア！　六花の絶望を。その憎しみを」


    「……ふぅ、ふぅ」


    　毒にうなされるラティメリアは、肩で息をするだけで、答えられない。


    　リコリスは、見ていられないというふうに顔を振る。


    「……可哀かわい相そうなオレの妹は、ナノから何も聞かされてねえんだな……。敵兵を殺すべく最前線に立ったはずなのに、あいつは。愚かな六花は、民間人の保護を優先してたんだ。軍の命令に背そむき、民間人を連れ海軍壕ごうに向かった。目的地は、その先の飛行場」


    「……護ろうとしていたの。戦争に巻き込まれた、民間人たちを、島から疎開させようと必死だった……！」


    「ああ。だが失敗したっ！」


    　雪ゆき生おの言葉を否定して、リコリスは嘲あざ笑わらう。


    「みんな死んだ。みんな喰くわれた。六花は誰だれ一人護ることなど、できなかったのさ──」


    



    　　　×　　　×　　　×


    



    　海軍壕防衛戦に、第零ぜろ三さん祈き祷とう部隊が参戦してから四日。


    　戦況はすでに、六体のマガツカミでは覆くつがえせないほどに悪化していた。


    　海軍壕のある丘は米軍に包囲され、残された弾薬も底をつきかけていた。兵士は棒の先に銃剣を括くくりつけ、手作りの槍やりで突撃する有り様。壕の中にひしめき合っていた彼らの多くは、出撃したきり戻ってはこなかった。


    　六花隊もまた幾度となく丘を下り、雑木林で戦闘を繰り返した。そのたびに多くの敵兵を殺し、戦車を破壊したが、米軍の猛攻が止やむことはなかった。


    　それどころか、他の拠点を制圧した別の部隊も合流し、敵の数は日に日に増えていく。自然、一日に六花が殺す兵士たちの数も増えていった。


    　敵の進撃を食い止めることで精一杯。徐々に包囲網は狭まっていく。六花隊の目的地であった飛行場が陥落したと連絡が入ったのは、そんな状況下でのことだった。


    　六花はその情報を、司令室で知らされた。引き連れた七なの日かの側そばで、通信兵が読み上げる文章を、じっと目を閉じて聞いていた。


    　壕の司令官である熊くま倉くら少将が、机上に肘ひじを乗せる。


    「……進退ここに窮きわまる、か」


    　前線から見て後方に位置するはずの飛行場が陥落したとなれば、壕はすでに敵陣の中にあるということ。もはや援軍も望めない。この地区における戦闘は、惨敗と認めなくてはならない。


    　丘のどこかに爆弾が落ち、壕ごう内の電灯が明滅した。パラパラと土砂が天井から降り、テーブルの上にこぼれ広がる。


    「武器も兵も尽きつつある中、みな士気を失わずよくやってくれた。特に六りつ花か軍曹。これまでの拮きつ抗こうも、あなたがた六花隊の賜たまものであった。改めて礼を言う」


    「……」


    　テーブルを挟んだ対面に立つ六花は目を伏せたまま、謝辞に応えることもない。


    「だが今、我われ々われは神の力を以もつてしても、勝てぬ状況に陥おちいった。これより先は玉ぎよく砕さい戦。どうかせめて国のため、華々しく散って──」


    「いけません」


    　熊くま倉くら少将の言葉を遮さえぎって、六花は顔を上げる。目の下には隈くまがあり、頬ほおは痩こけていた。たった四日間の戦闘ではあったが、六花は着実に疲弊し、追い詰められていた。


    　ただしそれでも、その言葉には強い力が込められている。


    「私たちが死ぬわけにはいきません。壕に隠れる民間人たちはどうなります。彼らは今も、いつか来る平和を信じて耐えております」


    「……残りの手しゆ榴りゆう弾だんは、彼らに使ってやりなさい」


    　首を切るよりは、楽に死ねるように。


    　それは熊倉のせめてもの計らいであったが、六花は声を荒らげる。


    「それがいけないと申しております！」


    「六花軍曹……。貴女あなたはまだ、彼らを救えると考えているのか」


    「いいえ。もう負けでしょう。私たちに勝つ術すべはない。ただし、勝たなくてもよい道ならばまだあります。降伏しましょう」


    　六花の提案に、司令室がざわついた。熊倉がテーブルを挟んで、六花を見据える。


    「……六花軍曹。帝国の軍人に降伏の道はない」


    「では、あなたたちだけ死んでください。私たちは、降伏します」


    　がたんと椅い子すを倒し、香か犀さいが立ち上がる。


    「無礼者っ！　あなたはただ、死にたくないだけではないのか！」


    「死にたくないに決まってるじゃないっ！　生きたいと願う気持ちを、悪いことのように言わないでっ！」


    　六花の側そばに立つ七なの日かが、「落ち着け」と六花を抑えるが、六花はその手を振り解ほどく。


    「玉砕が美徳だと言うのなら、勝手に死ねばいい。あなたたち軍人の生き方を否定したりしないわ。だからあなたたちも、この島の人たちの生き方を蹂じゆう躙りんするべきではない！」


    　感情が爆発し、感極まってしまったのか、六花は下唇くちびるを噛かみ、「ふぅ、ふぅ」と肩で息をする。七日に背を摩さすられる様さまは、とても隊を率いる軍曹には見えない。


    「……私たち第零ぜろ三さん祈き祷とう部隊は、明朝、民間人を連れて降伏します」


    　香か犀さいがテーブルを叩たたき、叱しかりつけるように反対の意を示す。


    「ふざけるなっ。軍曹、あなたもまた軍人であることを忘れるな」


    「軍所属の祈祷士です。祈祷士は、人の命を優先して考えます。それもダメと命令するのなら、私は軍をやめるわ」


    　六りつ花かは軍服の襟えり首くびに縫ぬわれた階級章を引き千ち切ぎり、テーブルに放った。


    「これで文句ないでしょ」


    「……馬ば鹿かな。階級章を千切って捨てるなど……。これほどの侮ぶ辱じよくがあろうか！　軍は、そう簡単に抜けられるものではないぞっ！」


    　すると、香犀の向かいに座る男が、静かに声を発した。


    「……よいではありませんか。降伏、大いに結構」


    　地の底から響くような、しゃがれ声。マガツカミに喰くわれた顔全体を包帯で覆おおい、まるでミイラ男のような姿となった柊ひいらぎ少佐だった。その包帯は四日前から取り替えてもいないため、どす黒く血が滲にじんでいる。


    「私は賛成です。行かせましょう」


    　柊は残された左手の指先でテーブルをコツコツ叩きながら、包帯に開いた左目の穴から、ぎょろりと六花を見つめた。


    「我われ々われはこの戦闘で、彼女と彼女のマガツカミに救われてきた。しかしその心軍人にあらず、彼女がそう言うのであれば、彼女は同志ではなく、恩人だ。感謝こそあれど、我々に縛る権利はどこにもない。最後くらい、自由にさせてやりましょう」


    「……」


    　柊が発言すると、司令室は静まり返る。


    　六花は「失礼します」と言って踵きびすを返した。七なの日かもその後に続いて、司令室を後にする。その背中に注がれる柊の刺すような視線が、妙に気に障さわった。


    



    　夜、みなが寝静まったころ、七日は一人壕ごうの外へ出ていく六花を見つけた。


    　祈祷士の羽は織おりを着た六花は、月明かり差す満天の空の下、夜風を受けて歌っていた。


    「てぃんさぐぬ花や、爪ちみ先さちに染すみてぃ。親うやのゆしぐとぅや、肝ちむに染すみりぃ──」


    　遠くの海から、寄せては返す波の音が微かすかに聞こえる。六花の歌声は静かに響いていた。


    　柊の策略に嵌はまり、少女を傷つけられてから、六花の口数は極端に減っていた。戦場ですら時折笑顔を見せていた六花だったが、七日を含む同じ六花隊の隊員にさえ、笑いかけることはなくなっていた。


    　この四日間の生活の中で、六花は目に見えてやつれていった。日が昇るうちは雑木林に出て敵を殺し、夜は壕で報告を聞いたり、作戦を練る。そんな生活が、六花を摩ま耗もうさせていた。


    「島の歌か」


    　七なの日かが六りつ花かの背に尋ねると、六花は恥ずかしそうに岩の上で膝ひざを抱え、「子どもたちから習ったの」と言った。


    「〝てぃんさぐぬ花〟は、ホウセンカの花のことだって。この島にはね、ホウセンカの花の汁を爪先に塗って、マガツカミ除よけを行う風習があるらしいの」


    　六花は手の平を広げ、マニキュアを塗るような仕草をしてみせる。


    「……変わらないのね。この島でもマガツカミは人を喰くって、私たち祈き祷とう士しがそれを退治して。そうやって、私たちと変わらない毎日を、過ごしてきたんだわ」


    　この戦争が、始まる前は。六花の言葉はきっとこう、続くのだろう。その言い草は、どこか皮肉めいていて好きではなかった。何も六花が、そこに責任を感じることなどないはずなのに。


    　七日が岩場へ腰かけると、その背中に、六花が頭をもたせてくる。


    「……久しぶりだね。こうして二人きり」


    　二人はしばらく体を寄せ合い、お互いの気配に心休めていた。


    　このような穏やかな時間が、いつまでも続けばいいと願う。


    　口を開くのさえ躊躇ためらわれたが、七日は話し始める。


    「六花。俺たちはお前の意思に従う。けど明日、お前は行くな」


    「……」


    「米軍にもお前の存在は知れ渡っているはずだ。日本軍以上に悪名高くな。捕虜になれば手厚く歓迎されると思うな。お前が思っている以上に──」


    「わかってるよ、ナノ」


    　六花は七日の背にもたれたまま、力なくつぶやく。


    「わかってる。……たくさん殺したわ。もう護まもっているのか、殺しているのか、わかんないくらい。向こうにとって、マガツカミは私自身ね。きっと、退治したくてしようがない」


    「……」


    「ナノ。私は行くよ。マガツカミを恐れるその気持ち、わかるから」


    　背中を通して、六花の気配が伝わってくる。息を大きく吸って、吐いて。


    　重い空気を払ふつ拭しよくするように、冗談を飛ばす。


    「もう忘れちゃったかもしれないけど、これでも私、祈祷士なのよ？」


    「忘れてねえよ」


    　しばらくの間沈黙が続いて、六花の洟はなを啜すする音が聞こえてくる。


    　喉のどを詰まらせて、声を震ふるわせて、「ねえナノ」と六花は尋ねた。


    「どうして、こうなってしまったの。私は、どうすればよかったの」


    「……お前は──」


    　この姉の過失など、いくらでも挙げられる。美う味まい血肉を持って生まれてきたこと。贄にえとして、忌いみ子として生まれた存在なのに、人に愛されようとしたこと。


    　人に期待しすぎたこと。人を護まもろうとしたこと。戦場へ出てしまったこと。


    　六りつ花かはどうしようもなく甘く、幼く、優しすぎた。しかしそんな姉を、弟は好いていた。


    　どうか泣かないでほしい。笑っていてほしい。無邪気な笑顔で。八重歯を覗のぞかせて。またいつものようにアホなこと言って、苛いら立だたせてくれと願う。


    　七なの日かはそっと、六花の震ふるえる手に自分の手を重ねた。六花が自分を必要とするのなら、いつだって側そばにいる。今まで二人、そうして生きてきたように。


    「……六花ネーネー……。泣いてるばぁ……？」


    　壕ごうから出てきた少女に声をかけられて、六花は慌てて涙を拭ぬぐう。


    　柊ひいらぎに拳銃で撃たれたあの日から、六花の側を離れようとしない少女が、寝床にいない六花を心配して出てきてしまったのだろう。その足の傷は雪ゆき生おの歌か留る多たで治ち療りようしたが、栄養失調であるからか、精神的ショックからか、まだうまく歩くことができないでいるというのに。


    「泣かんで、六花ネーネー……」


    「大丈夫。泣いてなんかないわ」


    　たどたどしく走ってきた少女を抱き締め、六花は少女に笑ってみせた。


    「ほら、早く寝なさい。明日は早いんだから」


    「六花ネーネーも一緒に」


    　少女の頭を撫なでる六花。少女の手首には、いまでも六花の編んだ腕輪が揺れている。


    「……ねえナノ。少なくとも私は、この子たちにとっては、いい人間でいられたよね」


    「ああ」


    　恐る恐る尋ねる六花だったが、七日がそれを、否定するはずもなかった。


    



    　明朝、夜もまだ明けきらないうちに、六花隊は民間人たちを引き連れ、海軍壕を後にした。空には点々と星が瞬またたき、敵の駆逐艦の浮かぶ水平線が、オレンジ色に輝いていた。


    　六花隊の連れていた住民たち三六名。ここ数日で減りはしたが、歩ける者は杖つえをついて、歩けない者は荷車に乗って、ゾロゾロと行列になり、丘を下る。


    　降伏を示す白旗を掲げたかったが、適当な白い布がなかったので、六花は自分の羽は織おりを白旗代わりにして、長い棒に括くくりつけた。それを民間人の一人が掲げる。


    　先頭を行く六花が民間人と話しているのを見計らって、七日は歩く速度を遅くした。


    　やや後ろを歩いていた雪生に並び、小声で話しかける。


    「……六花を捕虜になどさせない。住民を引き渡したら、俺たちは六花を連れて離れるぞ。たとえ六花が抵抗しても、恨まれてもだ。龍りゆう之の介すけたちにも伝えておいてくれ」


    「うん、わかった」


    　雪生は大きく頷うなずいて、列の後方へ駆けていった。


    



    　最も近い米軍の拠点は、丘のふもとの農村にあった。サトウキビ畑に囲まれた畦あぜ道みちを進み、戦車やジープの並ぶ村が見えた頃ころ、列はすでに小銃を構えた米兵に囲まれていた。


    　六りつ花かは村の入り口で立ち止まり、木箱に腰かける米兵に話しかける。


    「降伏しに来ました。この部隊の隊長と話せますか」


    　七なの日かが通訳し、意思の疎通を図る。六花の降伏はすでに隊に知れ渡っているようで、その場でしばらく待つように言われた。


    　日が昇り、辺りの気温が上昇する。遠くの林では蝉せみが鳴き始めていた。


    　住民たちは畦道に腰を下ろし、遮さえぎるものもない炎天下で指示を待った。自分たちの土地であったのに、今はすぐ目の前の村にさえ、許可がないと入れない。


    　長い時間を待たされた後、六花隊率いる民間人たちは、農村へ入ることを許された。


    　六花を先頭にぞろぞろと村に入る一行を、周りで多くの兵士が見つめていた。ガムを吐き捨てる者、小銃を抱く者。みな黙って、六花を見つめている。


    　雪ゆき生おが向けられた敵意に気け圧おされて、七日の背中に隠れた。


    「……何だか、怖いね」


    「ピリピリもするさ。禍まがツ六花のお通りなんだ。仲間を殺された者も多いだろう。油断するなよ。捕虜認定される前に撃たれる可能性だって充分ある」


    　周囲の緊迫感とは裏腹に、六花を迎え入れた隊長らしき中年の男は、場違いなほど朗ほがらかだった。貫禄たっぷりに髭ひげを蓄え、大柄な体を、両腕を広げてさらに大きくする。


    『わお、六花！　小さな丘の小さな悪魔よ！　話に聞く通り、ああ何と小柄な少女だろう！　生きる伝説と会えて光栄だ』


    「……テンキュー」


    　隊長はペラペラと陽気に喋しやべっていたが、英語であるため、六花には一切通じていない。自分がリトルデビルなどと呼ばれていることもにも気づかず、ただ呆ぼう然ぜんと山のような男を見上げ、テンキューを繰り返す。


    『あなたの投降は大歓迎だ。双方にとって、正しい選択だと思うよ。私たちもこれ以上、大切な兵士を失いたくないからね』ニコッ。


    「……オオ、テンキュー」


    　何となく、会話は成立していた。隊長は六花の手を取って、一方的に握手を交わす。


    　それから六花隊一行は、港近くの拠点まで送られるということだったが、「その前に」と隊長は過剰に眉まゆ尻じりを下げて、申し訳なさそうに告げる。


    『私たちは、捕虜であるあなたたちを拘束しなくてはいけない。それから武器は持っていけない。一切ダメなんだ。銃器、サーベル、祈き祷とう士しの武器も、すべてここに置いていってくれ』


    「そうだ」と六花が声を上げる。「羽は織おりは持っていきたいわ」


    　六りつ花かの羽は織おりは、白旗代わりに使われている。振り返った先、旗は民間人たちの列の中の、荷車に立てかけられていた。


    　すると六花の側そばに立っていた少女が六花の軍服を摘つまんだ。


    「六花ネーネー。ヤエが取ってきてあげるさっ」


    　青空の下を歩いたのがよかったのか、少女の顔色は、壕ごうの中で見るよりも幾分か明るい。


    　六花隊が身体検査を受ける形になり、民間人たちの周りにもまた、兵士が集まっていた。


    　兵士は民間人の体をまさぐったり、質問したりして、武器の有無を確認している。ただし使う言葉が違うため、質疑応答には難儀しているようだ。


    　あちらも通訳してやらなくてはいけないかと、七なの日かは少女の走っていく列を眺めた。


    　少女は荷車によじ登り、立てかけられてある旗から、六花の羽織を取ろうとしている。その荷車に目を留めた米兵が、側の民間人に尋ねた。


    『この荷車は何を積んでいるのですか』


    　箱形の台に持ち手がついた、簡単な作りの荷車である。山や羊ぎに引かせていたものの、この荷車の中身は、民間人たちでさえ知らなかった。


    「これ俺たちワツターぬじゃねーんど？　六花さまのさ」


    　二人の住民たちは、言葉も通じない米兵に、身振り手振りで懸命に説明している。


    　──六花さまの……？


    　七日は怪け訝げんに眉まゆ根ねを寄せた。六花にあのような荷物があっただろうか。


    　米兵が荷車の麻布を捲まくり上げると、積まれた木箱が姿を現す。


    『開けていいですか？』米兵は木箱のフタを銃床で叩たたきながら、確認する。


    「俺たちワツターや頼まれただけさ。包帯ぬ軍人に言われてからによ。やんなあ？」


    　相棒に同意を促うながす民間人。〝包帯の軍人〟という単語が出た瞬間、七日は背筋をゾクリとさせた。一瞬にして、全身が粟あわ立だつ。


    　司令室を出る際に向けられた、ギロリと閃せん光こうを放つ、熱い視線を思い出す。


    「ダメだ、開けるなっ！」


    　突如発せられた七日の大音声に、六花や他の者たちが何事かと振り返る。


    　羽織を手にし、こちらへ駆けていた少女も、驚いて立ち止まった。そして七日の視線の先──荷車へと振り返った。


    　パキ──静まり返った広場に、木箱の開く音がやけに大きく聞こえた。


    　次の瞬間、木箱を中心に大爆発が起き、爆風とともに炎が広がった。米兵も、民間人も、立ち止まった少女さえも炎に飲み込まれ、辺りに絶叫が響き渡る。


    　箱には火薬が詰められていたのだろう。その威力は絶大で、七日もまた風に煽あおられ、赤土に伏せた。


    　村に駐留していた米兵たちは、一瞬にして混乱状態に陥おちいった。一体何が起こったのか。敵襲か。ならば敵はどこにいるのか。情報が錯さく綜そうする中を、民間人なのか、兵なのか、全身を炎に包まれた人々が駆け回る。


    　程なくして、農村の一角から、日本兵たちによる喊かん声せいが上がった。


    　一体どこに隠れていたのか。青空に立ち上る爆煙を合図に、壕ごうに残っていた兵士たちが銃剣を掲げ、一斉に駆けてくる。


    　至るところで銃声と爆音が轟とどろき、村は瞬またたく間に戦場へと化した。


    「柊ひいらぎ……！」


    　七なの日かは最悪の失態に気づいた。自分たちは囮おとりにされたのだ。


    　柊による起き死し回かい生せいの一手。海軍の最後の戦闘の幕開けに使われた。


    「野郎……。野郎っ……！　六りつ花かを、爆弾として使いやがった」


    　米軍の拠点のど真ん中で荷車が爆発すれば、六花軍の投降は、罠わなのように映るだろう。敵の慈悲につけ込んだ、非人道的な特攻作戦のように。


    　今、六花隊は敵陣の中にある。身を守るためには、戦わずにはいられない。


    　参戦、させられる。


    　七日は六花を捜して辺りを見渡した。六花は、爆発の起きた荷車に向かって立っていた。


    　呆ほうけている。ここはもう、銃弾の飛び交う最前線だというのに。


    「あ……」


    　六花は、焦こげた白の布切れを見つけた。自分の羽は織おりだと拾い上げようとして、その布の先に、小さな手首がついていることに気づく。爆発によって、ちぎれた手首が──。


    「あ……あ。いや」


    　見開いた六花の瞳ひとみに、じわりと涙が滲にじむ。膝ひざをつき、恐る恐る手を伸ばす。


    　拾い上げた手首には、茎くきの腕輪が揺れていた。


    「いや、いやっ……！　いやああああああっ！」


    「六花っ」


    　手首を胸に抱き締め、体を丸める六花。七日がその側そばに屈かがみ、体を起こさせる。瞳どう孔こうが開き、視線がゆらゆら揺れている。体が、激しく痙けい攣れんしている。喉のどがつかえ、息が吸えていなかった。


    「どこ……!?　どこに行ったのっ？」


    　六花は自身の親指の付け根を噛かんだ。古傷が開き、血が滲むが、それでも強く噛み続けた。


    「六花。落ち着け、落ち着いてくれ」


    「ナノっ。いないのっ。どこにも。ヤエちゃんがいない……！」


    　その髪の毛が、根元から毛先にかけて鮮やかな赤に染まっていく。黄色に変化した右腕に、茶の斑まだら模様が生まれていく。涙で濡ぬれる瞳ひとみが、青紫に変わっていく。


    「ヤエちゃんを、護まもらなきゃ……！　いけないの、私がっ」


    『……残念です。リトルデビル。あなたはやはり、悪魔だった』


    　二人に、ピストルが向けられていた。大柄な敵の隊長は、険しい顔を横に振る。


    　七なの日かが顔を上げ、相手の言葉で叫んだ。


    『待ってくれ！　嵌はめられたんだ。俺たちは敵意を持っていない！』


    　しかし隊長は銃口を下ろさなかった。トリガーに添えられた人差し指が動く、その寸前。厚い胸板から、白髪の毛先が突き出す。


    「ゴハッ……」


    　吐血し、膝ひざをついたその大きな背に、白髪の少女が抱きついた。


    「……聞こえるねえ……六りつ花かの声が」


    「リコリス……」


    　気がつくと、七日と六花を取り囲むように、六人の少女が立っていた。


    　結ゆい神リコリス、掴つかみ神ヘリアンサス、覗のぞき神ハイドランジア──。


    　脳を依より代しろに持つ〝夢み神〟、子宮を依り代に持つ〝産うみ神〟。そして心臓を依り代に持つ〝偲しのび神〟──。みな裸足はだしに白い布をまとった──〝六花のマガツカミ〟たち。


    　七日は、六花の青紫に灯ともった瞳ひとみに訴える。


    「六花……！　召喚しちまってるぞ。止めないと、こいつら──」


    「いーや。それを六花は願っている」


    　眼球のない少女──ハイドランジアは、七日を嘲あざ笑わらう。


    「私たちの依り代は六花自身なんだ。六花の気持ちはよーく伝わる。もう嫌だ。みんな嫌い。人間なんて大嫌い。護まもるにあたわず。殺してしまえ──」


    　ヘリアンサスが巨大な腕を生はやしながら、ハイドランジアの言葉を引き継いだ。


    「喰くえ、喰え、喰っちまえってさぁ……！」


    「カカカッ！」とリコリスが髪を使って隊長を放り投げ、ジャンプしたヘリアンサスがその体をキャッチし、握り潰つぶした。


    「さあ、派手にいこう！」


    　ハイドランジアの合図で、六人はそれぞれ散り散りに跳ねて戦闘に介入する。


    　潰し、突き刺し、引き千ち切ぎる。戦車の砲塔は少女を向き、小銃がその姿を追うが、どの兵も、六人のマガツカミの殺さつ戮りくを止めることはできなかった。


    　敵、味方、民間人関係なく、マガツカミは人間を喰らい尽くしていく。喊かん声せいは悲鳴に変わり、草木の緑や肌色の砂地が、真っ赤な鮮血で染められていく。


    　ゆっくりと、六花は立ち上がった。


    「六花……？」


    　青紫の瞳は最も早はやどこを見ているのかもわからず、ギリギリと噛かみ締める親指の付け根からは、血が滴したたり流れ落ちる。


    「やめろ、六花」


    　七なの日かは六りつ花かの左手首を掴つかみ、無理やりに手を離させた。


    　すると六花は徐々に顔を歪ゆがませ、声を上げて泣き始めた。


    「うあああああああん」


    　戦場のど真ん中で、まるで子どものように。考えることを放棄し、ただ泣きじゃくる。


    　その姿はあまりに痛々しく、七日は見ていられず、視界から外したくて、その小柄な肩を抱き締めた。


    「あああああんっ。うあああああんっ！」


    「……殺してるぞ。お前のマガツカミが、人間たちを喰くってる。いいのか？　お前はもう、本当に、壊れちまったのか……？」


    　耳元に尋ねるが、六花は泣き喚わめくばかりで答えない。痛くて痛くてどうしようもないのだろう。悲痛な泣き声だった。聞いているこっちまで、胸が苦しくなるような。


    　自分が壊れたら、殺して、と六花は言った。七日がきちんと、止めるのだと。


    　七日は六花を抱き締めたまま、短刀を取り出し、鞘さやを抜いた。


    　人間にも、マガツカミにも、誰だれからも受け入れてもらえないこの姉を、救えるのはきっともう、自分しかいない。


    　胸を裂さく苦しみから、解放してあげられるのは、ずっと側そばにいた、自分しかいないのだ。


    「……けど、殺しはしない」


    　血を抜いて、仮死状態にさせる。体内の機能を奪えば、その体を依より代しろにしているマガツカミたちにも影響が出るはずだ。


    　七日が技術を磨みがいたのは、六花を護まもるため。学んだ知識は六花を支えるためにある。ナイフの扱い方を覚えていてよかった。人体の作りを学んでいてよかった。内臓を避けて、できるだけ手短に確実に、ダメージを与える。


    　七日は抱き締めた六花の背に触れて、刺すべき場所を考える。


    　仮死状態にさせれば、最悪、体に支障をきたすかもしれないが、そうなったとしても、自分が一生面倒を見ればいい。マガツカミが次々と、弱った六花に襲おそいかかるかもしれないが、全部自分が斬きってやる。何も生活は変わらない。今までだって、そうやって生きてきたのだから。


    「……俺たちは間違え過ぎた。やり直そう、六花。今度はちゃんと、自分たちのために。二人きりで生きよう──」


    　その小さな背中に、ナイフの刀身を突き入れる。じわりと温かな血が触れる。


    　六花は一度体を跳ねさせ仰のけ反ぞったが、やがて静かに泣き止やんだ。


    「ナノ……マガツカミだったわ──」


    「……？」


    　耳元に、六花の吐息が触れる。嗚お咽えつを殺し、胸を詰まらせ、絞り出した声が触れる。


    「私はやっぱり、マガツカミだった──」


    　応えに迷う七なの日かの腕の中で、六りつ花かは大粒の涙をこぼし、静かにそっと目を閉じた。


    



    　　　×　　　×　　　×


    



    　燃え崩れる拝殿を背に、リコリスは新たな煙草たばこに火をつける。


    「人は護まもるにあたわず。それが六花の最終的な判断だった。喰くえ、喰え、喰っちまえと。あいつは確かにそう命令した。あたしら〝六花のマガツカミ〟はその衝動に従ったまでさ。戦場でも、今でもな。なあ、ハイドラ姉さん」


    　リコリスは拝殿へ振り返り、尋ねた。


    「あたしたちは嫌いだよなあ？　人間」


    「人間が好きなマガツカミなどいるものか」


    　潰つぶれた屋根から這はい出てきたハイドランジアは、着物をパンパンとはたいて焦こげを落としながら、おざなりに答える。その仏ぶつ頂ちよう面づらを見ると、だいぶ不機嫌な様子である。


    「それよりリコリス。ナノが向かってきている。その喰い神、言うことを聞かないなら、さっさと殺してしまえ」


    「マジか」とリコリスはラティメリアの四し肢しに髪を絡ませ、宙に持ち上げた。毒にうなされるその顔を改めて見つめる。


    「気になったんだがよう。お前は六花の〝歯〟から生まれたんだよな？　オレたち六花のマガツカミは、生まれたばかりん時は、自分の依より代しろに該当する部位が欠損してるはずだろ。オレの髪の毛は白かったし、ハイドラ姉さんの眼球はなかった。オレたちは六花からそれぞれを奪ったんだが……お前の依り代は、ナノが持ってるんだろ……？」


    　髪の毛をうねらせ、ラティメリアの口を大きく開かせる。リコリスは露あらわになったその犬歯を見つめ、目を細める。


    「じゃ、この歯、何？」


    「はっ、はやしてっ……！」


    　暴れるラティメリアだったが、髪の毛で拘束され、口を閉じることもままならない。


    「もしかして、差し歯？」


    「……っ。ううあいっ！」


    　リコリスは失笑する。最も早はや怒りも湧わかない、というふうに。その表情に浮かぶのは、憐あわれみだった。


    「何つーかよう、プライドとかねえの？　歯を依り代にしてる奴やつが、差し歯なんてさ。依り代は奪われ、人も喰えず、しかも弱い。こんなクズい妹いらねえわ……」


    　ラティメリアの口内へ伸びてきた髪の毛が、その犬歯に絡みつく。


    「やらっ……！　やめっ……！」


    　髪の毛は歯の根元を、ぐぐぐ、と締めつけたかと思うと、一気に抜き取ってしまった。


    「んん、それがいい。欠けた部分あってこそ、お前も〝六りつ花かのマガツカミ〟の一員だ」


    　にっこりと満足げに笑みを浮かべたリコリスは、雪ゆき生おの体を引き摺ずり、ラティメリアの前に投げた。そして「さあ喰くえ」と一言。


    　ラティメリアはぼろぼろと涙をこぼしながら、それでも力一杯リコリスを睨にらみつけた。


    「……嫌よ。私は、命令されるのが……一番、嫌──」


    「姉ちゃんが喰えっつってんだから、喰えよ」


    「……っ!?」


    　リコリスが手の平を向けると、ラティメリアの体内を掻かき乱す毒が、さらに活発に暴れ始めた。ラティメリアは激痛に悶もだえ、のたうち回る。


    「オレの毒は、髪の毛だよ。種明かししちまえば、ただ毛を体内に侵入させて、蠢うごめかせてるだけさ。けど、痛いだろう？　でけえ山ノ主でも、その痛みに耐えることはできなかった。毛を手足の指先にまで這はわせれば、こんなこともできるんだぜ」


    　リコリスが指を動かすと、ラティメリアの両腕が勝手に前に伸び、雪生の体を鷲わし掴づかみにする。抵抗しようにも、激痛で力が込められない。ラティメリアの体は内部から操られ、座らせた雪生の巫み女こ装束に手を伸ばす。


    　前まえ襟えりを掴んだかと思うと無理やりに開き、その雪のように白い肌を露あらわにさせる。


    「ラメちゃん……」


    　雪生にはもう、動く力さえ残っていなかった。


    　ただ、ラティメリアを正面から見据える。指先を震ふるえさせ、リコリスの操作に必死に抵抗しようとする姿を。目を見開き、汗だくになって、喰うことを拒絶するその顔を。


    　雪生は微ほほ笑えんだ。


    「……いいよ、ラメちゃん」


    「……？」


    「私はもう、どうせもたない。……たぶんもう、長くない。だからいい。ただ、忘れないで。これだけは覚えておいて……」


    　雪生は息も絶え絶えに、喉のどの奥から声を絞り出した。


    「……憎しみだけが、六花さんの想いじゃなかった。本当に。本当に六花さんは、人が好きだったの。懸命に、六花さんは人を護まもろうとしていた。だから私たちはあの人についていったんだ。あの人を支えたいと思った。だから」


    　咳せき込み、雪生は吐血した。白い肌が、血で赤に染まっていく。


    「ユキオっ！」


    「ラメちゃん。六花さんは決して独りぼっちなんかじゃなかった。少なくとも、六花隊のみんなは、六花さんのこと……大好きだったんだから。それを、知っておいて」


    　ラティメリアの抵抗虚むなしく、その体は大口を開け、雪ゆき生おの首にかぶりつく。


    　雪生は「うぅ」と呻うめき声をあげ、首をかじられながらも、話し続ける。


    「……古ふる川かわくんも、きっとそうなの。そんな六りつ花かさんのことが、大好きだった」


    　最後の力を振り絞り、残された手で、ラティメリアの背を摩さする。


    「……だから今もラメちゃん……あなたの側そばにいる。彼は必ず、来てくれる。あなたが苦しい時、辛い時。強く願えば、彼はきっと──」


    　やれることは全部やった。道具だって使い果たした。衛生兵にしては、善戦したはずだ。


    　──褒ほめてくれるかな……古川くん。


    　薄れていく意識の中、耳元にラティメリアの声を聞く。


    「……たくない。喰くい、たくないの……」


    　ラティメリアは雪生に噛かみつきながら、耐えきれずに涙した。


    「ナノ、早く来て……」


    　思わず漏もれたラティメリアのつぶやきを、リコリスは聞き逃さない。


    「あぁ？　お前、まだそんな甘ったれたこと言ってんのか」


    　ラティメリアの襟えり首くびを掴つかみ、引き起こした。口の周りを血で汚したその鼻先に顔を近づけ、「黙れっ」と凄すごむ。しかしラティメリアは、呼び続けた。


    「……ナノ、ナノっ。早く来い、ナノっ──！」


    　その直後、リコリスは、ハイドランジアの声を聞く。


    「リコリスっ！」と。


    「後ろだっ！」と。


    　迫る殺気に、リコリスの赤い髪は自動的に動いた。束となり、その首を護まもる。


    　背後から横よこ薙なぎにされた白しら雨さめの刀身は、厚い髪の層に阻はばまれ、止まった。が、その刃はすでに、首の三分の一ほどまで、食い込んでいる。


    「……あ？」


    　自身の喉のど元もとから飛び出ている切っ先を、リコリスは呆ぼう然ぜんと見下ろした。咥くわえていた煙草たばこをぽろりとこぼし、それからゆっくりと、振り返る。鬼気迫る眼まな差ざしで、白雨を前に突きだしている七なの日かが息を荒らげている。


    「ハァ……ハァ……ハァ……」


    「ナノ……。貴様っ……！」


    　ラティメリアを手離し、髪を繰って背後の七日へと攻撃する。


    　七日は白雨を振り回し、毛を斬きり伏せてリコリス本体を狙ねらう。


    　リコリスはその剣筋を避けるように、後方へ下がった。距離を空けて、七日と対たい峙じする。


    　七日はいまだ、肩で息をしている。


    「ハァ、ハァ……！」


    　ラティメリアは座ったまま、上体だけを起こし、七なの日かを睨にらみつけた。


    「ナノっ！　あんた──」


    「待て。……喋しやべれん」


    　よほど急いで石段を上ってきたのか。その呼吸同様、浴衣ゆかたは乱れ、額ひたいからは一筋の汗が流れる。だるそうに頭を垂たれながらも、白しら雨さめの刀身はリコリスに向け牽けん制せいしていた。


    　その柄つかを握る両腕には、手錠がされている。しかしラティメリアは気に留とめない。


    「あんたの、事情なんてっ。知ったこっちゃないわ！　私だって、毒で……！」


    「……いや、何でお前が怒ってんだよ」


    「だって……！　喰くうところだったっ」


    　ラティメリアの目め尻じりから、再び涙がこぼれた。


    「ユキオを、喰うところだったんだからっ……！」


    　見ればラティメリアの後ろで、雪ゆき生おが倒れていた。全身を髪の毛で貫つらぬかれ、白装束を赤に染め、顔は真っ青である。はだけた鎖骨辺りの噛かみ傷と、左袖そで口ぐちからの出血が特にひどかった。


    　七日は雪生の側そばに寄り、袖口を捲まくる。


    「苦しいか、大おお坂さか」


    　雪生は薄目を開け、微ほほ笑えみを湛たたえながら小さく首を横に振る。


    「聞いてるの、ナノ！」


    「聞いてるよ。喰いそうになった。……だが、喰わなかった。そうだろ」


    　七日は答えながら、白雨の柄についている紐ひもで、雪生の左腕を止血する。


    「……ちょっとかじった」


    「美う味まかったか」


    「……わかんないわ。私今、焼きそばでお腹一杯なの」


    「あ、そ」


    　ムスッとして言うラティメリアの全身を、七日は屈かがんだまま見つめ状態を確かめる。


    　満まん身しん創そう痍いはラティメリアもまた同じである。フードはすり切れ、全身傷だらけ。口周りの血はかじった雪生の血も混じっているのだろうが、差し歯の犬歯が抜かれている。


    　七日は、懐ふところに忍ばせていたウミネコを雪生の側に下ろした。


    「サキちゃん！」とラティメリアの声を背中に聞きながら、雪生にささやく。


    「待ってろ。すぐに終わらせる」


    　七日は帯の中から、ツノの欠片かけらを取り出した。轢ひき神との戦いで手に入れた戦利品である。ついていた赤い毛は引き抜き、ツノだけをラティメリアに放り投げる。


    「何……？　石？」


    「轢き神の一部だ。これで回復しろ。相手は〝六りつ花かのマガツカミ〟二人。お前も戦え」


    　七日は、燃える拝殿の前に立つ、リコリスとハイドランジアを牽けん制せいしながら言った。


    「……これ、どうやって喰くうの？　噛かむの？」


    「噛めるだろ？　喰い神なら」


    「……当たり前でしょ」


    　ラティメリアは欠片かけらを奥歯に咥くわえ、力を込めて噛み砕いた。


    　より小さくなった欠片が喉のど元もとを過ぎたあとに、体内より沸わき起こる衝動を感じる。


    　トン──。まるで体の中で和太鼓でも打ち鳴らされたかのように、胸が跳ねた。


    　トン、トン、トン──。衝動は徐々に大きくなり、ラティメリアは両腕を抱き締め、額ひたいを砂じや利りに打ちつける。


    「ああっ……！　何、これっ……！」


    　このような激しい衝動、今まで喰ったマガツカミでは感じたことなどなかった。


    　気が猛たけり、心が騒ぎ、血がたぎる。体温が上昇し、沸ふつ騰とうどころか、爆発しそうだ。じっとなど、していられない。


    「何、これっ！　何、何ぃっ？　あうぅっ！」


    「……おいおい。大丈夫かよ」


    　顔を真っ赤にして歯を食い縛り、額を地面に擦こすりつけるラティメリアの様子に、七なの日かも面食らう。丸めたその背中からは、湯気が立ち上り始めていた。


    　トン、トン、トン──。体内の鼓動に掻かき立てられ、ラティメリアは上体を起こした。衝動を抑えきれなくなり、振り上げた握り拳こぶしを、思いっきり地面に叩たたきつける。


    　ドンッ！　と大地が震ふるえた。振り下ろした拳に衝撃が走る。その衝撃は手首、腕、肩へと広がっていき、ラティメリアの着ているパーカー、スカートを千ち切ぎる。吹き飛ばす。──と同時に、新たな衣装を形成していった。


    　砂利の舞い散る中、ラティメリアがまとったのは、轢ひき神の如き真っ赤な着物だった。


    　雪せつ駄たを履はいたラティメリアは足を踏み出し、立ち上がる。


    「ぬおおおおおっ……！」


    　夜空を焦こがし、炎上する拝殿に向かって、雄お叫たけびを一つ。


    　豪ごう華か絢けん爛らん、煌きらびやかな柄がらの赤い着物。目め尻じりに赤いアイライン。肩には牛の毛皮を巻き、尻には牛の尻しつ尾ぽを生はやす。そしてそのこめかみからは、禍まが々まがしく湾曲した二本のツノが、目の前の敵を突き刺さんばかりに生えていた。


    「ふぅ、んふぅ……！」


    　ドレスアップを終えたラティメリアは、鼻息も荒く振り返る。


    「さあナノっ！　名前を付けさせてあげるわっ！」


    「……〝ヒキメリア〟」


    「ヒキメリア！　うきゃあああっ！」


    「何それ、喜んでんの……？」


    　体が熱を帯びているのか、ラティメリアが喋しやべるたびに、口元から蒸気が散る。その頬ほおは、発熱によって赤く染まっている。自分のツノに触れて、さらに昂こう揚ようした。


    「ナノ！　これ見てっ！　信じられない……牛ぎゆう糞ふんさまとお揃そろいじゃない……！　怪け我がも、毒の痛みも、一気に吹き飛んじゃった。それどころか、たぎるわっ。今ならきっと、敵なしだわ！」


    「はいはい。力増してるんなら、これ何とかできるか？」


    　七なの日かの差しだした手錠の鎖を、ラティメリアは難なく千ち切ぎってみせた。


    



    　リコリスは髪の一部を首に巻き、首から流れ出る血を押さえていた。しかし、対マガツカミ用に作られた白しら雨さめで斬きられた傷は、容易に塞ふさがらない。


    「くっそ……。やべえ。血が止まらない」


    「ナノが来た時点で終わりだ。見ろ。お前がダラダラしてたから、喰くい神が変身してしまったじゃないか。退却するぞ」


    　側そばに立つハイドランジアが、腰に手を当て溜ため息いきをつく。作戦は失敗。しかしリコリスは声を荒らげ、退却に反対した。


    「ふざけんなっ。オレはまだ戦える。逃げるなんて御免だね。二対二でやろう」


    「得策とは言えないな。翁おきながいないと私は弱い。見てみろ」


    　両手を広げて自分の姿を見せつけるハイドランジア。浴衣ゆかたのあちこちが煤すすけ、破れた裾すそからは白い太ももが露あらわになっている。焦こげてしまった長い髪も、ボサボサに跳ねていた。


    「な？　すでに満まん身しん創そう痍い。戦闘に参加してもいないのに、だっ」


    「何でそんな偉そうなの」


    　リコリスはマッチで煙草たばこに火を灯ともし、七日やラティメリアの方向を見る。


    　すでに向こうから、ツノを生はやしたラティメリアが駆けてきている。


    「じゃあいいよ、オレ一人で。ハイドラ姉さんはそこで覗のぞいてろっ」


    　ふう、と大きく紫煙を散らし、リコリスは砂じや利りを蹴けって走り出す。


    　境けい内だいの中央を拝殿から鳥居へ伸びる石畳の一本道で、二人は接触する──。


    「よくも、ユキオをっ！」


    　踏み込んだラティメリアの足元で、石畳が割れた。ツノを前に倒し、突進。リコリスはジャンプして、その頭上を飛び越える。空中で赤い髪をくねらせ、両ツノに毛を絡ませた。


    　着地したと同時に、ラティメリアの背中へ右足を突き入れる。


    「うあっ！」


    　両ツノに絡めた髪の毛を手た綱づなのように掴つかみ、引っ張る。右足の踵かかとをラティメリアの背へ食い込ませ、暴れ牛を制するように、ラティメリアを制する。


    「肉も喰わねえ牛なんざ、相手にもなんねえぜ」


    「牛を舐なめるなっ、こんっ、畜生めぇっ！」


    「ぅおっ……！」


    　額ひたいに青筋が浮かべ、ラティメリアは体を前に倒す。力負けしたリコリスが逆に引っ張られ、ラティメリアの頭上を越えて、石畳へと叩たたきつけられる。破砕し、弾け飛ぶ瓦が礫れき。すぐに体を起こしたリコリスの顔面に向かって、ラティメリアは拳こぶしを振りかぶる。


    「つっ……！」


    　迫る拳に、リコリスが手の平を向けた。するとラティメリアはぴたりと体を硬直させた。


    「くっ、あ、あああっ……」


    「忘れてんじゃねえよ。お前の体の中には、まだオレの毒が──」


    　言葉を切り、横から振るわれた刀身を仰のけ反ぞって避よけた。連続して振られるサーベルは白しら雨さめ。迫り来るは、古ふる川かわ七なの日か。


    「お前こそ、忘れんな。あいつは前座。斬きるのは俺だ」


    「くっそ、がっ……！」


    　その剣筋は速く、髪の毛で捌さばくのが手一杯。リコリスは足を下げていく。


    　斬られた赤い髪の毛が宙に散る。〝髪繰り〟は、対サーベルでは相性が悪い。伸ばした髪が斬られてしまう。特に白雨相手では、刀身へ毛を絡ませることもできない。


    　が、しかし──とリコリスは剣の軌道を外しながら、七日の動きを観察する。轢ひき神戦で犠牲にした左腕は、いまだ壊れているのだろう。だらりと垂たらし後ろに下げ、半身となって剣を構えている。


    　手数こそ多いものの、動いているのは右腕と足だけ。全身におよぶ外傷、骨折、内臓破裂は、まだ治りきってはいないのだ。踏み込みも浅ければ、受ける傷も浅い。リコリスの腕が刃に触れ斬れるが、ピッと血が跳ねただけで痛みさえなかった。


    　ならば敢あえて、前に出よう──。リコリスは笑った。


    　──勝ち方が、見えたぜ……！　敢えて前に出て、相手の視界を防ぐ。七日が本体に気を取られているうちに、前後左右四方八方から髪の毛を突き刺す──。


    　リコリスは隙すきを見て、一歩前へ踏み込んだ。足を止め、体を引く七日。その鼻先に顔を近づけ、気をこちらへ向けるために、ささやく。


    「オレだってお前とは、一度やってみたかっ──たっ……！」


    　髪を引っ張られ、ただでさえ三分の一斬られている首が、ぐきりと後ろに曲がる。リコリスの体は、そのまま後方へと引かれた。砂じや利りの上で踏ん張り、引かれた先を睨にらみつける。


    　ラティメリアが、髪の毛を握って笑っていた。


    「……この、クズがっ……」


    「うはは。さっきのお返──んぐっ！」


    　リコリスは再びラティメリアに手の平を向け、毒を巡らせる。


    「お前はもう、死んどけっ！」


    　リコリスは一度握り締めた手を、再び広げた。


    　体内で蠢うごめく髪の毛が皮ひ膚ふを突き破り、ラティメリアは体中から血を吹き出す。


    「ぶはっ……！」


    　しかしラティメリアに気をかけると、今度は前方から、七なの日かの猛攻が再開される。


    　後方に手の平を向けたまま、リコリスは白しら雨さめを避ける、避ける、避ける。


    「っぜえな、クズどもがっ！」


    　後ろに向けた手を動かして、ラティメリアの体を操作した。頭を前に倒れさせ、走らせる。


    　突っ込め、とリコリスが腕を振るった先は七日の正面──。


    　ラティメリアを七日にぶつける──と、七日は向かってくるラティメリアの背に自分の背を乗せ、体を回転させて突進をかわした。


    　そして着地すると同時に、リコリスの肩を袈け裟さ斬ぎりにする。


    「ぐはっ……！」


    　肩から腹にかけて血飛し沫ぶきが上がり、リコリスはよたよたと後ろに下がる。追撃に迫る七日の白刃を髪の毛で受け流し、距離を空けたかと思えばラティメリアが駆けてくる。


    　リコリスは喋しやべる余裕を失った。派手で直情的に突っ込んでくるラティメリア。その陰から、七日が致命傷を狙ねらって突いてくる。一対一ならば勝ち方も見えるのに、この組み合わせがいやらしい。捌さばくので精一杯。一〇万本の髪の毛では、手が足りない。


    　リコリスは七日による下段斬りを避よけ、足を上げた。


    　直後に──「まずい」と気づく。この一手は、足を斬るためのものではない。これは、次の攻撃へ繋つなげるための一手──。


    　バックステップで下がった七日の脇をすり抜けて、入れ替わるようにラティメリアが前に出た。握った拳こぶしを、大きく振りかぶって──。


    「ん怨お々おぉぉぉおっ!!」


    　バランスを崩したリコリスは、頬ほおを引き攣つらせる。体の立て直しが間に合わない。


    　前で交差した両腕に、ズン、と大きな衝撃が走った。殴なぐり飛ばされたリコリスの体は地面にバウンドし、二度も三度も跳ねる。


    　その衝撃は、雪ゆき生おの木き槌づちの比ではなかった。盾たてに使った腕は砕け、両肩が外れた。しかしリコリスは地面に跳ねながらも、髪の毛を支えにして、両足で着地する。


    　着地してからも慣性を殺せず、砂じや利りを弾き飛ばしながらブレーキをかけ、ようやく勢いが止まったのは、傍観していたハイドランジアの前だった。


    「ぜぇ……ぜぇ……」


    　腕は交差したまま硬直し、服は首から吹き出した血で赤く染まっていた。


    「……何なんだ、あいつら……」


    　祈き祷とう士しとマガツカミの共闘など聞いたことがない──と。一瞬戸惑い、すぐに思い返した。ああ、あれは戦場における六りつ花かと、自分たち〝六花のマガツカミ〟の在あり方ではないか。


    　ハイドランジアが、他ひ人と事ごとのように言った。


    「な、リコリス。きついだろ？　逃げよう」


    「っせえな！　あんたもさ、やっぱ一緒にやってくれよ！　〝視界ジャック〟でも何でもしてさあっ！」


    「触れなくてはジャックできん。今の私が、あの二人に触れると思うか。手を伸ばした途端に斬きられるぞ」


    「ちっ……。何しに来たんだよ、ホント……」


    「せめて翁おきながいればなあ」


    　視線を上げたハイドランジアは、「あ」と声を発した。鳥居の向こうの下り階段から、昆虫の脚を生はやした丸い影の塊かたまりが姿を現したのだ。


    「来たな、翁」


    「お嬢っ！」


    　階段を上りきった翁は大口開けて舌を覗のぞかせ、ハイドランジアのいる境けい内だいへ入ってこようとした。しかし鳥居を潜くぐろうとしたその瞬間、バリバリッと見えない壁に遮さえぎられ、体を痺しびれさせる。


    「んあああっ……！」


    　翁の悲鳴を聞き、ハイドランジアは眉まゆ根ねを寄せる。


    「雪ゆき生おの結界か……」


    「んだよ、入ってこられねえじゃねえか、あいつ」


    「お嬢、お嬢っ！　翁は入れませぬっ。しかしゆめゆめ心配召されるなっ！　たとえこの身が塵じん芥かいと化そうとも、必ずやお嬢のお側そばにああああああっ……！」


    「……塵芥となったんじゃいらないんだがな」


    　ハイドランジアは一つ溜ため息いきをついて、腰に手を添えた。


    「翁は本当に、壁に身を擦こすり続けるぞ。私のことが好きだからな」


    「止めてやらねえんだな……」


    「結界の外に出れば私も参戦できる。が、やはりここからは逃亡戦だ。お前の傷や喰くい神の変貌を見れば劣勢は明らか。しかし逃げと考えるな、リコリス。この逃亡は次への布石。次はもっといい作戦を考えてやるさ」


    「……ちっ」とリコリスは境内を睨にらみつける。警戒した七なの日かが白しら雨さめの刀身を前に出し、ラティメリアもまた、腰を落として攻撃姿勢を取る。


    「……しゃあねえか」


    　リコリスは、ハイドランジアの体に髪の毛を巻き付け、引き寄せた。同時に境内の樹木へと髪を伸ばす。枝に絡ませた髪の毛を引き空中に跳び跳ね、ハイドランジアを胸に抱いたまま、鳥居へと髪を伸ばした。


    「逃げる気か」


    　七なの日かがすぐに反応して駆けたが、髪の毛を利用したリコリスの移動速度は速かった。


    　鳥居の二本の柱に毛を絡ませ、石をゴムで弾くパチンコのように、夜空へと飛び出した。


    　リコリスの腕の中で、ハイドランジアが「おおっ」と声を上げる。石段の最上段から飛び出したため、高度があった。眼下に広がる雑木林は暗く、階段の先に伸びる一本道には、ぽつぽつと明かりが灯ともっている。


    　七日は鳥居へと走る。


    「俺は追う。お前は雪ゆき生おを──」


    　ラティメリアは前まえ屈かがみとなり、クラウチングスタートの姿勢を取っていた。全身からジワジワと湯気を立ち上らせ、ツノを前に倒し、後ろ足で石畳を掻かく。


    　筋肉量を増やし、猪ちよ突とつ猛もう進しんする轢ひき神の必殺技。──〝御み輿こし転がし〟。


    「フシュウウウ……！」


    　ラティメリアの小さな体は今、その姿形からは考えられないほどに、重さが増していた。石畳が耐えきれず、ラティメリアを中心に亀き裂れつが入る。


    　次の瞬間、吐き出した蒸気を散らして、ラティメリアが駆けだした。


    　最初の一歩で石畳を踏み割り、二歩目は数メートル離れた鳥居の手前。境けい内だいをたった二歩で飛び出したラティメリアは、三歩目で石段の最上段を砕き、空中のリコリスの背中に向かってジャンプする。


    「ぐあっ……！」


    　その禍まが々まがしい湾曲したツノが、リコリスの背に突き刺さった。


    「……ああ。まずい」


    　危険を察知したハイドランジアが、トンとリコリスの胸を押して、その腕の中から離れる。ツノが体を貫通し、口から、首から血飛し沫ぶきを上げるリコリスの驚きよう愕がくの表情を、ハイドランジアは静かに見下ろした。


    「翁おきな、鎌を」


    　夜空を落下する中、ハイドランジアの体にまとわり付いていた翁が、影で大鎌を形成する。


    「さよならだ、リコリス。すまない」


    　言ってハイドランジアは、大鎌を振るった。ハイドランジアとリコリスを繋つなぐ、赤い髪がぷつぷつと斬きれる。


    「……ハイドラ姉──」


    「ナノっ！」


    　リコリスにしがみついたラティメリアの叫び声を聞く前に、七日はすでに、山やま吹ぶき色の巾きん着ちやく袋ぶくろを取り出していた。ラティメリアの依より代しろが入った巾着。それを握り、静かに名前を呼ぶ。


    



    　──来い、ラティメリア。


    



    　夜空に浮かぶラティメリアの体が光に包まれ、掻かき消えた。七なの日かが巾きん着ちやく袋ぶくろを振り下ろした先──光の中に、現れる。ラティメリアは七日によって〝召喚〟された。


    　ツノの先に、リコリスを突き刺したまま──。


    　横よこ薙なぎに振るわれた白しら雨さめが、リコリスの首をその赤い髪ごと、刎はねた。


    　シュパン、と首は夜空に舞い、切れた髪が足元の砂じや利りに広がる。その上に、意志を失った体が膝ひざをつく。


    　リコリスの体がツノを離れた次の瞬間、ラティメリアは七日に向かって踏み込んだ。


    　七日もまた、白雨を切り返し、切っ先をラティメリアへと向ける。


    　ぴたりと二人の動きが止まった。


    「……ちぃ。ヒキメリアでいるうちに、突き殺しておこうと思ったのに」


    「言っとくがお前。俺は倒してっからな、轢ひき神」


    　──ドサ。刎ねたリコリスの頭が、砂利の上に落ちる。髪の赤はとうに色いろ褪あせて、六りつ花か本来のものである、艶つややかな黒髪に戻っていた。


    



    　──ほら、やっぱり。雪ゆき生おは横に倒れたまま、ぼんやりと靄もやがかった視界の中に、七日とラティメリア、二人の姿を見る。


    　──やっぱり、六花さんのピンチには、必ず古ふる川かわくんが助けに来るんだ。


    　雪生はいがみ合う二人に、懐かしい光景を重ねていた。七日と六花もまた、よく喧けん嘩かしていた。言い合って、睨にらみ合って、それでも二人は、どこか楽しそうで。


    　雪生はそんな二人を、いつも外から眺めていた。


    　──喧嘩はよくないよ。


    　──仲良くしようよ。


    　二人がこれ以上にないほど仲良しなのを知りながら、そんなことを言った。


    　──ね？　姉弟でしょ。


    　二人の間に入って諭さとすように、自分は何を確認したかったのか。


    　今でも彼らを、羨うらやましく思う。


    「ユキオっ！　大丈夫!?」


    　ツノを生はやしたラティメリアが、雪生の顔を覗のぞき込んだ。


    　返事をしない雪生の身を案じ、七日へと振り返る。


    「どうしよう、ナノ。ユキオが死にそう……」


    「大おお坂さか、しっかりしろ」


    　側そばに屈かがんだ七なの日かも、雪ゆき生おの青白い顔を見下ろした。呼吸が浅く、触れた首筋が冷たい。細く開いた瞳ひとみは、虚うつろに七日を見上げていた。


    「そうだ」とラティメリアは辺りを見渡し、切り離された雪生の手首を抱いて戻ってくる。


    「これ！　歌か留る多たで治して」


    　手首のつまんでいた歌留多を七日に渡すラティメリア。


    　しかしそれを受け取った七日は、首を振った。


    「ダメだ。破れてる」


    　リコリスの髪の毛に貫つらぬかれた歌留多は、術が崩れ、ただの紙切れと化していた。


    「他にないのか」


    「これ……最後の一枚だって……」


    「屋敷には？」


    　見上げた先の崩れた拝殿は、さらに規模を拡大して、煌こう々こうと燃えていた。


    「わ……私、取ってこようか？　火も大丈夫じゃないかな？　今、ヒキメリアだし」


    「んなわけねえだろ。そもそも中にあったって、燃えてる」


    　拝殿の他にも、境けい内だいを囲むように社務所や神楽かぐら殿、居住区などがあるが、どこに歌留多があるのかなど、七日に知る由よしもない。誰だれかに尋ねようにも人々は避難し、人影一つ見えなかった。七日が石段を上ってくる時、確かに巫み女こ装束の連中が駆け下りてくるのを見た。


    「……神社の奴やつらは下だな。誰かが持っていることを願おう」


    　七日は雪生を抱きかかえ、立ち上がった。ウミネコを抱くラティメリアを連れて、境内を後にする。


    　雪生はその腕の中で、七日の顔を見上げる。前を向き、石段を飛ぶように駆け下りる真剣な表情を。自分が抱きかかえられていることに気づき、手を伸ばした。


    　震ふるえる指先で、七日の浴衣ゆかたの前まえ襟えりを掴つかむ。


    　──この人は、甘い匂いがする。


    　雪生は小さく微ほほ笑えんだ。──ああ、嬉うれしい。七日が自分のために焦あせっている。まるでこの人を、独り占めしているようではないか。


    　私はもう死んでしまうのに、と雪生は自戒する。


    　──こんなにも、喜んでしまっている。


    「……古ふる川かわくん」──やだなあ。


    「古川くん」──死にたくないなあ。


    　これはきっと、頑張った自分へのご褒ほう美びなのだ。逃げずにちゃんと戦ったから、だからこの人は自分を見てくれるのだ。抱き締めてくれるのだ。側にいさせてくれるのだ。


    　なのに、これでもう、終わりだなんて。


    　浴衣を強く握り締める。雪生の目に涙が溢あふれた。見上げる七日の顔がぼやけていく。


    「……古ふる川かわくん。私ね。ずっと、あなたを──」


    　──ああ、せっかく願いが叶かなったのに。やだな。


    「逝いくな、大おお坂さか」


    　──もっと側そばにいたかったな──。


    「大坂っ！」


    　雪ゆき生おの手が、七なの日かの浴衣ゆかたから離れ、だらりと垂たれる。


    「ユキオっ！」


    　ウミネコを抱き締めながら、側を走るラティメリアが、叫んだ。


    　ぽわ、と雪生の腹部に、光るものがあった。


    「何だ……？」


    　七日は石段の途中で立ち止まり、目を閉じた雪生を抱いたまま、屈かがみ込む。その帯の間から取り出したのは、緑色に発光するお守りだった。表に書かれていた文字は──。


    「ワンチャン……？」


    「それ、私が吐き出したやつ……！」


    「吐き出した？」


    「ナノ。祈り神を喰くった私は？」


    「〝イノメリア〟」


    「それな。イノメリアが吐き出したお守り」


    「〝神かみ守もり〟……か」


    　雪生の〝七日の側にいたい〟という願いを受けて、ラティメリアはお守りを吐き出した。お守りは今、その願いを守るため、拳こぶしほどの光玉を生み出す。


    　緑色の淡い輝きは石段を照らし、流星の如く尾を引いて、夜空へと打ち上がる。


    　そして昇っていく雪生の魂を追い越し、弾け飛ぶ。数千もの光の粒が、三人の頭上に降り注いだ。緑色の光の雨に打たれ、魂が失速し、ゆらゆらと雪生の胸に落ちていく。


    　光の粒を受けて、雪生の首の噛かみ傷が、全身の裂傷が、緑色に輝いていた。


    「おお……」


    　ラティメリアの持つ左手首の断面もまた、緑色に煌きらめいている。


    　七日が巫み女こ装束の袖そで口ぐちを捲めくると、斬きられた雪生の左腕の断面も、同じように光っていた。


    「繋つなげてみろ」


    　七日に言われ、恐る恐る断面同士をくっつけるラティメリア。緑の光は一層強く発光し、ラティメリアが手を離しても、雪生の手首は落ちなかった。


    　お守りは雪生の願いを守った。遠く離れゆく魂を、七日の側へと連れ戻したのだ。


    　光が掻かき消え、再び石畳に夜の帳とばりが下りる。


    　七日の腕の中で眠る雪生の顔を、ラティメリアは息を呑のんで見つめる。すると。


    「……ん。んぅ……」


    　雪ゆき生おが微かすかに呻うめき声を上げた。気け怠だるそうに体を起こす。


    「んあ……。あれ……。古ふる川かわくん……？　私──」


    　乱れた髪もそのままに、寝ぼけ眼まなこを擦こする。その側そばで、ラティメリアが顔を歪ゆがませていく。


    「うああああんっ！　ユキオっ！」


    「うあっ。何？」


    　ラティメリアに抱きつかれ、雪生は困った顔をする。


    「ラメちゃん……。ツノ、痛いよ」


    「死んじゃったかと思ったあああっ！」


    　七なの日かはほっと一息ついて、石段に腰を下ろした。


    「いや、死んでたんだけどな」


    「何で……生き返ったの……？」


    　ぱちくりと目を瞬まばたかせる雪生。


    　色いろ褪あせたお守りが、膝ひざの側に落ちていることには、気づいていない。


    「おーい、無事かー！」


    　石段の遥はるか下のほうから声を聞く。


    　見下ろせば月のない暗い夜道を、多くのランタンが上ってきていた。
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    　参列者たちの持つ蝋ろう燭そくの灯ともし火びが、粛しゆく々しゆくと境けい内だいを照らしていた。


    　どんよりと厚い雲は、甲こう良ら町の夜を覆おおい尽くしたまま。七なの日かは屋敷の縁側に座り、境内で再開された追つい悼とうの儀式を眺めている。辺りにはまだ、神社の焼け焦こげた臭いが漂っていた。


    　甲良神社の拝殿や、隣接していた本殿は全焼し、焼け落ちてしまったが、同じ境内の脇にある大おお坂さか家の居住は、幸いにも火の手を逃れていた。


    　あれから大坂家に匿かくまわれた七日とラティメリアは、神社の者たちによって丁てい寧ねいにもてなされ、治ち療りようを施ほどこされていた。七日の左腕には、歌か留る多たが三枚も貼りつけられている。また腕だけでなく、全身にも何枚も歌留多が貼られていた。


    　座敷で寝ているよう言われた七日だったが、すぐに体を起こし、縁側に腰を下ろした。


    　トン、トンと打ち鳴らされる太鼓の音は、夕方の祭り時と違って物寂しい。


    　車道を上ってやってきた消防車や救急車が音もなくパトランプを回す中、戦闘で割れた石畳の上に、瓦が礫れきの中から見つかった遺体袋が運ばれてくる。その多くは拝殿とともに燃え、黒焦げとなってはいたが──。


    　運ばれてくる遺体には、化け神によってかじられた祈き祷とう士したちもいた。そのためか、蝋燭を持つ参列者には祈祷士の姿もあった。その中に、足を引き摺ずる鹿か島しまと、頭に包帯を巻いた南なん天てんの姿を見つけ、七日はこっそり、安あん堵どする。


    　そっと障子が開いて、雪ゆき生おが顔を覗のぞかせた。


    　縁側に座っている七日の姿を見て、「こら」と小さく声を上げる。


    「ダメじゃない。寝てなきゃ」


    　口ではそう言いながら、トタトタ側までやってきて、膝ひざを曲げた。その胸には、演舞の観覧客から貰もらったという日本酒が一升、抱かれていた。七日の側に、お猪ちよ口こを二つ置く。


    「起きてるんなら、付き合ってくれると……嬉うれしいかな」


    　おずおずと尋ねる雪生だったが、お猪口を二つ持ってきているあたり、準備がいい。


    「怪け我が人に酒を勧めるのかよ」


    「体起こせるんなら、大丈夫だよ。ちょっとくらい」


    　元衛生兵とは思えない言葉だ。雪生は、新たな巫み女こ装束をまとっていた。他の巫女たちが片づけや儀式のため境内を往来している中、神主の娘が酒を飲んでいていいものか。


    　リコリスに襲おそわれた雪生の父は、簡易的な祭壇の前で、祈祷を続けている。


    「親父さんは、元気そうだな」


    「歌留多があるからね。まだ傷は塞ふさがっていないはずなんだけど」


    「お前はいいのか、サボってて」


    「私はお休み貰もらっちゃった。今日は私の命日であり、第二の誕生日なんだから、お祭りはあんなことになっちゃったけど……少しくらい祝ってよ。ハイ」


    　つい受け取ってしまったお猪ちよ口こに、日本酒がつがれる。


    「呑のまねえよ。ラティメリアがいるし、ハイドランジアも見つかっていない」


    「結界張ってるから、入ってこられないはずだよう。ラメちゃんはどこ？」


    　七なの日かに促うながされ、雪ゆき生おは境けい内だいの入り口にある鳥居へと視線を移す。


    　パーカー姿のラティメリアが、鳥居のてっぺんに腰かけていた。参列者と同じ蝋ろう燭そくを手に、熱心に儀式を見下ろしている。その側そばには、ウミネコがちょこんと座っていた。


    「何しているの……？」


    「弔とむらいたいんだと。牛ぎゆう糞ふんさまってのを」


    「まあ。殊勝なこと……」


    　大丈夫、と雪生は声を跳ねさせ、七日に向き直る。


    「ラメちゃんが襲おそってきても、古ふる川かわくんは私が護まもるから」


    「……元気だな、お前は」


    「元気だよ」


    　七日と違って、〝神かみ守もり〟によって回復した雪生は、全快していた。首の傷は癒いえ、繋つながった左手首も相違なく動かせるようだ。


    「でも、傷跡は残っちゃった。……見る？」


    　雪生は七日に体を寄せて、胸元を少しはだけさせる。


    　七日は逃げるように、体を仰のけ反ぞらせた。


    「おいおい。お前、大胆になってるぞ。……すでに酔ってるな」


    「えへへ」


    　頬ほおを赤く染めて、雪生はゆるゆると笑う。それからそっと、顔を伏せた。


    「……大胆になりたかったから、酔ったのにな」


    　気分を変えるように、雪生は、背後からタコ焼きを取り出した。


    「古川くん。タコ焼きも貰ったんだ。一緒に食べよう？」


    「……また蛸たこかよ」


    　顔を顰しかめる七日に、雪生は小首を傾かしげる。


    「タコ焼き、嫌い？」


    「蛸がな、嫌いなんだ。蛸抜きなら食えるけど」


    「いいよう」


    　雪生は爪楊枝でタコ焼きをほじくり、蛸だけを取り出して咥くわえる。蛸の抜かれたタコ焼きを、「ハイ」とトレイごと七日に差し出した。そこまでして食べさせたいのか。七日は仕方なく、渡されたそれをつまみ上げる。


    「タコ抜き……タコ抜き焼き……」


    　口に入れてはみるが、特に美お味いしくはない。


    「んまいよ、タコ。どうして嫌いなの？」


    　雪ゆき生おの疑問に、七なの日かはお猪ちよ口こを傾けながら答えた。


    「まだガキだった頃ころ──最初に斬きったマガツカミが、蛸たこだった」


    「えぇ……。蛸のマガツカミ？」


    「今思えば〝滑ぬめり神〟だな。依より代しろはわからんが、ありゃたぶん、官能的な何かだ。女の裸体に蛸の頭をしていた。六りつ花かの甘い香りに誘われて、古ふる川かわ家を襲おそったんだ」


    　その時は運悪く大人の祈き祷とう士しが留守にしていて、多くの使用人が巻き添えを食らって死んだ。


    「俺たちは二人、押し入れに隠れて震ふるえていた。部屋に若い給仕の女が逃げてきて、そいつが捕まって喰くわれていく音を聞いていた。その女を喰い終われば、次は俺たちだ。六花の匂いはきっと誤ご魔ま化かせない──そう覚悟しながら、じっと息を殺していた」


    　幼い六花は親指の付け根を噛かみしめて、パニックにならないよう耐えていた。七日は、六花を護まもるのに必死だった。六花を背中に押しやり、護身刀を構えて、襖ふすまが開くのを待っていた。


    　少し、開いた隙すき間まから覗のぞいた縦長の瞳ひとみは、今でも鮮明に思い出せる。


    「あの真っ暗な押し入れの中で……喰われるなら一緒に、と約束した。この頼りない姉を、護るのは自分しかいないと、思ったんだ。俺たちの一族は短命だ。どうせ喰われる運命にあるのなら、俺はあいつと一緒に死ぬつもりだった。あいつと一緒に、生きるつもりだった」


    　ずず、と日本酒を口に含む。柔らかな甘みが、喉のどの奥に落ちていく。


    「……なのにあいつは、一人で逝いってしまった」


    



    　あの時、七日は六花への致命傷を避け、仮死状態にした。


    　しかし目を覚ました六花の精神は、壊れたままだった。


    　終戦後、六花は戦争犯罪者として投獄されることになる。裁判にかけられる予定だったが、会話もままならないたため、一時病院で拘置されることになった。


    　暗く、冷たいアスファルト敷きの室内で、六花は木椅い子すに座り続ける。壁にも手錠にも、マガツカミを制する特殊な術が施ほどこされ、一般の患者からも隔離されて。


    　誰だれもが六花を恐れていた。六花の従えるマガツカミを。しかし戦争が終わってからは一度たりとも、六花は少女たちを召喚することはなかった。


    　ただ、時折暴れだすことがあると七日は聞いた。ガタガタと体を震わせ、椅子に繋つながれたまま体を揺らし、世話人に襲いかかることがあると。


    　七日は姉を引き取るべく、政府を相手に粘り強く交渉し続けた。しかしいつまで経っても許可が得られない。それどころか、接触することさえ制限された。かろうじて許されたのは、月に数度の面会だけである。


    　六りつ花かは日に日に弱っていき、七なの日かの声にも、反応を見せなくなっていった。


    　ドアに設置された覗のぞき穴から、部屋の中央に座る六花を見つめる。


    　ぼんやりと足の先を見つめ続ける六花。


    　細々と、島で子どもから教わった歌を歌う六花。


    　壊れた六花を見るのは辛かった。戦争は終わったのに。なのにどうして六花は笑わない。爆弾はもう降らない。銃声はもう鳴らない。壕ごうに逃げる必要もない。もう殺さなくていいのに、なのに。六花は四日間過ごしたあの海軍壕から、いまだ出られずにいるのではないか。


    　笑ってくれ、と願う。どうかもう一度、あの無邪気な笑顔を見せてくれ、と。


    　戦後六花が拘置され、一年近く経ったある寒い冬の日。七日はコートを着て、いつものように面会に行った。その手に紙袋を持って、六花の部屋の冷たいドアの前に立つ。


    「……六花。今日はたぶん、驚くぞ。なんと、ハンバーガーを持ってきたんだ。戦前は滅多に食えなかったけど……好きだったろ？　渡すのはダメだと言われたけど、まあせめて匂いだけも……っていうか。そんなの、ふざけんなって、思うよな」


    　ドアの向こうの六花は答えない。


    　七日はもう、目の前の覗き穴のフタを開け、声の届かない六花の姿を見るのが、恐ろしくなっていた。虚うつろな目で、やせ細り、自分の知っている様さまとはあまりに違う、その姿を見るのが。


    「……出てこいよ。一緒にハンバーガー食べよう。最近じゃ、向こうの文化も入ってきてるんだ。この国は生まれ変わり始めてる。空襲で焼けた町に新たな建物ができて、凄すさまじい勢いで復興を始めてるんだ。戦争が終わって、ボロボロになっちまったけど、みんな諦あきらめずにやり直してる。みんな頑張ってる。六花。なのになんでお前が、諦めちまうんだ」


    　答えの帰ってこないドアへ、七日は拳こぶしを振り下ろした。


    　ダン、と衝撃音が廊下に響き、世話人が七日の肩に触れ、制する。


    「ちくしょう。ちくしょう……！　何とか言ってくれよ、六花っ！」


    　静寂を取り戻した廊下に、カタカタと聞き慣れない音を聞いた。


    　六花の部屋から吹く風が、覗き穴のフタを揺らしている。鉄格子の嵌はまった厚い窓は、開けられない仕様となっていたはずだ。今までこの部屋から風が吹くことなどなかった。


    　七日はそっと、覗き穴のフタを開けた。


    　覗いた部屋の中には、木椅い子すが一つ、ぽつねんと佇たたずんでいる。六花は座っていなかった。部屋のどこにも、六花の姿はなかった。ただ、破壊された鉄格子の向こうから、冷たい風が吹きつけてくるだけ。


    　六花の不在に気づいた世話人がすぐに人を呼び、辺りは騒然となった。


    「脱走だっ」と誰だれかが叫んだが、七日には、すぐにそうではないとわかった。


    　脱走したのは六花ではない。天井にまで届く血飛し沫ぶき。床に散らばる肉片。落ちていた髪の毛は、燃えるように赤かった。六花のいた部屋に、愕がく然ぜんと膝ひざをつく。


    　──マガツカミだ。


    　六りつ花かの体は、喰くわれたのだ。六花の従える、あの歪いびつな少女たちに──。


    



    「〝六花のマガツカミ〟──あいつらは、それぞれの依より代しろを六花から奪い、自分たちの体に取り込むことで、自由を得た。必要でなくなった依り代以外の部分を、喰ったんだ」


    　初めてマガツカミを斬きったあの時から、六花を護まもるのは、七なの日かの役割だった。そうやって二人は生きてきたのだ。なのに──。


    「俺は六花を護れなかった。俺が目を背そむけた隙すきに、あっさりと喰われちまった。護ると誓ったはずなのに。壊れてしまった六花を、俺は直視できなかったんだ」


    　七日は簡単にそう言って、酒をあおる。


    　ただじっと、七日の言葉に耳を傾けていた雪ゆき生おは、今にも泣きそうな顔で尋ねる。


    「ずっと、自分を責め続けてるの……？」


    「責めるさ、そりゃ」


    　これは罰だ。そう思えばこそ生きられる。六花のいない世界も、耐えられる。


    「〝六花のマガツカミ〟たちが生きている以上、あいつらの依り代である六花の体も、生き続ける。俺はあいつを護れなかった。だからせめて、殺してやるのさ」


    　それが「殺して」と言った、六花の最後の願いなのだから。


    　体がポカポカと熱くなり、意識が朦もう朧ろうとしてくる。七日は、しまったと猛省した。酒は七日の弱点だった。元々、極めて下げ戸こであるのに、怪け我がのせいか疲労のせいか、しばらく呑のんでいなかったせいか、酒のまわりが異常に早い。


    　酒に酔うと、張り詰めた感情が、緩ゆるんでしまう。日ひ頃ごろ考えないようにしている過去が走馬灯のように思い出され、悲しくなる。


    　ふらりと頭が揺れて倒れた先は、雪生の肩だった。


    「ひゃ」と雪生は驚いて、体を硬直させる。


    　横目に見る七日は顔を赤くして、目を閉じていた。何と無防備な姿だろう。今なら頬ほおずりしてもバレないんじゃないんだろうかと邪よこしまな考えに目を回し、鼻血をすする。


    　なるほどこれでは、ラティメリアの前で酒を呑まないのも納得である。


    「……古ふる川かわくんは、〝六花のマガツカミ〟を退治して、やり直したいんだね」


    　答えない七日に、雪生は一人つぶやく。


    　ちりん、と風鈴の音がした。


    　見上げた先で雲が夜風に割れ、境けい内だいに月明かりが差し始める。まるでマガツカミに殺された魂たちが、天へと昇っていくようである。


    　鳥居の上に立ち、月の光を浴びるラティメリアがどこか神こう々ごうしくて、笑ってしまう。


    　その無邪気な笑顔につい忘れそうになるが、そうだ彼女もまた、マガツカミだった。


    　雪ゆき生おは静かにお猪ちよ口こを傾け、七なの日かの微かすかな寝息に、耳を澄ました。


    



    　　　×　　　×　　　×


    



    　六りつ花かの遺書は、七日に向けてのものだった。


    　南の島へ向かう前日に、軍の規定に従って書かされたものだ。


    　緊張感のない丸文字で書かれたその手紙を、七日は六花が喰くわれた直後に受け取った。


    　拝啓、古ふる川かわ七日さま。らしくない口調で始まった文章は次の行で早くも崩れ、〝何を書けばいいか、わかんないや〟と続く。


    



    「改めて何かを言い残すのは、照れちゃいます。しかも私、死んでる前提だなんて。


    　ずっと一緒に育ってきたから、改めて言うことなんて何もないよ。


    　不思議だね。どんな思い出の中にも、ナノがいる」


    



    「古川家は、贄にえ子ことして生まれた私にとって、唯一の救いの場所で、同時に、地獄のような場所でした。朝から晩まで祈き祷とう士しの修行。ジッチャンは口を開けば〝祈祷士たるもの〟〝祈祷士になりたいのなら〟なんて言って、私はぶたれるのが怖くて仕方なかった。


    　ね、ナノ。私たち、祈祷士になりたいなんて一言も言ってないのにね」


    



    「両親に捨てられて、マガツカミにも襲おそわれて。


    　私たちは、この世界のいらない子たちだった。


    　私たちは消耗品だった。特に私は血が濃かったから、きっと一番早く使い切られる消耗品。どうして私だけって悲しくなったこともあったけど、でも今となっては、それでよかったかも、なんて思います。


    　だからナノは私のこと、気に掛けてくれたのかなって思うから。


    　私のほうがお姉ちゃんなのに、ナノには怒られてばかりいたね。


    　頼りないお姉ちゃんでごめんね」


    



    「酷ひどく叱しかられた時、術に失敗した時、マガツカミに襲われた時、私は時々、混乱状態に陥おちいりました。いけない、とわかっていたけれど、どうしても止めるのが難しくて。冷静に、と思えば思うほど、何も聞こえなくなって、息ができなくなって。溺おぼれるの。


    　そんな時、私はシーラカンスを思い浮かべるのです。


    　覚えていますか？　小さい頃ころ、お祭りの小屋で見た、あのシーラカンス。


    　ラティメリア・カルムナエ。あの姿が、ずっと心の中に残ってる。


    　あの子も私と同じ暗い海の底にいたのに、美しくて、気け高だかかった。


    　私もあんなふうになりたいと思ったの。自分の境遇を憂うれえてやさぐれるんじゃなくて、泣いてばかりいるんじゃなくて、たとえ独りぼっちでも、強くありたいと思った」


    



    「私だけこう、ということは、つまり、私にしかできないことがあるってことでしょ？


    　マガツカミを使えるのは、私だけなんだ。マガツカミと人を繋つなぐことができるのは、私だけ。それって素敵だと思わない？


    　それが、私の生まれた意味なんだと思うの。だからね。私がそのどちらも憎んでいてはダメなんだ。だから、私は私を捨てた両親を、好きになったよ。


    　それと同じくらい、マガツカミも好きになった」


    



    「私はどうやって死んだかな？　どうやって生きたかな。


    　格好よかったかな？　ヘマしてないかな？　また怒られちゃったかな。


    　ちゃんと人を好きでいられたかな。


    　マガツカミを使って、ちゃんと人を、護まもれたかな。


    　護れてるといいな。英雄になれてたらいいな。


    　もしも、よくない結末になっていたとしても。ナノ、君がちゃんと見てくれたなら、それでいいよ。ナノにとって、私は立派なお姉ちゃんであれたかな？」


    



    「ナノ。一人にさせちゃってごめんね。私がいないからって、やさぐれちゃダメだよ。


    　甘いものばっか食べてちゃダメだよ。ちゃんと寝なきゃダメだよ。


    　改めて言うこと。見つけたので書いておきます。


    　言ったことなかったよね。こんなとこにしか書けないこと。


    　ナノ、私が笑えるのは、きっと君が側そばにいるおかげ。私の人生を潤うるおしてくれたのは、君なんだよ。護ってくれてありがとう。いつも側にいてくれてありがとう。


    　じゃあね。


    　六りつ花かより」


    



    　六花の手紙を受け取った後。七なの日かは一人、六花の部屋に立ち入り、途方に暮れていた。


    　喰くわれるなら一緒に、と約束した。六花とともに死ぬつもりだった。なのにたった一人で、生き残ってしまった。


    「……六花。なあ、六花」


    　どれだけその名を呼んでみても、返ってくるのは反響する自分の声だけである。


    「……俺はどうすればいい。これからどうやって生きていけばいい……？」


    　生きる理由を失った。六りつ花かはもう、答えてはくれない。もう二度と、笑いかけてはくれない。


    　六花の座っていた木椅い子すの前に屈かがみ、縋すがるように手を触れる。当然、温もりがあるはずもなかった。


    　六花が最期を迎えた部屋は、暗く冷たい孤独の中にあって、祭りの夜に見たシーラカンスの水槽を連想した。六花はこんな寂しいところで、独りぼっちで死んだのだ。


    　木椅子の隙すき間まに、一粒の犬歯を見つけた。〝六花のマガツカミ〟たちの食べ残した、六花の歯だ。つまみ上げたその時、少女の泣き声を聞いた。


    「ぐす……ぐすん……」


    　顔を上げると、部屋の隅に、膝ひざを抱えた少女がいる。


    　マガツカミだ。七なの日かはそっと立ち上がり、牽けん制せいする。マガツカミが発生してしまっている。青い髪に裸足はだし。小さな体には、白い布をまとっていた。その格好は、七日のよく知る歪いびつな少女たちと同じ。──七人目の〝六花のマガツカミ〟だ。


    　咄とつ嗟さに携帯していたナイフを取りだした。「殺さなくては」と、そう思った。


    　そうだ。六花のマガツカミは凶悪で、人を襲おそい、人を喰くう。放ってはおけない。殺さなくてはいけない。自分は六花に、そう頼まれたのだから。


    　ナイフを鞘さやから抜き取ろうとして、動揺していた七日は、鞘を落としてしまった。


    　カツン、と狭く冷たい部屋に、鞘の落ちた音が反響する。


    　ハッとして、少女が顔を上げた。


    　その顔を見て、七日は息を呑のむ。六花と同じ顔。八重歯のない分、間抜けな顔。


    　少女は立ち上がり、戸惑う七日に向かって、大口開けて飛びかかる。


    「うがあぁっ！」


    　紛まがうことなきマガツカミ。しかし七日は、思わずナイフの刃をさげた。


    　尻しり餅もちをついた七日に覆おおい被かぶさり、少女はその手に噛かみついてくる。よほどお腹なかが空いていたのか。犬歯のない歯で、強く強く、噛み千ち切ぎろうとしてくる。


    「痛っ……」


    　肉が裂さけ、血が流れた。少女は何度も何度もアゴを動かし、七日の血をすすった。


    　手に走る鋭い痛みが、心の痛みを凌りよう駕がする──。


    　七日は少女の背に、もう一方の手を回した。


    　捕まるとでも思ったのか、少女は顔を上げ、七日の腕から逃げだそうとする。


    　しかし七日はその体を、無理やりに抱き寄せた。


    「うがぁっ！　うああっ」


    　少女は声を部屋に反響させ、今度は七日の首筋に噛みついた。


    　激痛に顔を顰しかめる。七日はそれでも、少女を離さない。少女の歯が肉に食い込み、血が滲にじむ。強く噛み締められるたびに血が溢あふれ、流れだす。どくん、どくんと自身の脈を感じた。


    「ぐぅう……！　うぅうっ……」


    　甘い肉を噛かみ、芳ほう醇じゆんな鮮血をすすって、少女は暴れるのをやめた。


    　七なの日かはその手に、六りつ花かと同じ体温を感じた。耳元に、六花と同じ声を聞いた。しかしこの子は六花ではない。六花の顔したマガツカミだ。そう、わかっているはずなのに。


    「……美う味まいか。ラティメリア」


    　七日は少女を抱き締めて、初めてマガツカミに、名前を付けた。
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    あとがき


    



    　今巻は沖縄の方言が出てくるのですが、僕らの世代が普段使う方言は、だいぶ標準語に寄っているのですね。そこで生きつ粋すいのうちなーんちゅである親父おやじの力を借りまして、台詞せりふを訳してもらったところ、まったく意味がわからない。


    「ここに来てみ」をがっつり訳すと、「くまーんかいちまーに」となるそうです。少年の一言目からしてこの異国感。親父に訳して送ってもらったお婆ちゃんの長台詞なんて、書いたはずの僕ですら読み取れません。思わず「呪文かよ」とつぶやくレベルさ。全部使うと総ルビだよ。〝マガツカミ〟って単語しか伝わらないよ。六りつ花かも苦笑いだよ。


    　ただ思い返してみれば僕も幼少期、祖母の方言を苦笑いで流しておりました。意味は一切通じてなかったけれど、「何かすげー怒ってんなあ」と感情だけは読み取れて、とりあえず謝っておいたものです。


    　その祖母がこの原稿一話の執筆途中に、一〇一歳の大往生を遂げ他界しました。


    　そうやって、方言だったり文化だったりが消えていく寂しさがある一方で、言葉は親父に受け継がれ、それを僕が学んで残していければ……。いやまあ僕は「呪文かよ」ってなるけれど。


    　六花もまた去ってしまったけれど、その生き方は雪ゆき生おの踊りを通して、七なの日かの行動を通して、これからの祈き祷とう士したちやラティメリアへと繋つながればいいなあと思う次第でございます。


    　ラティメリアも「呪文かよ」タイプっぽいけれど。


    



    　ラティメリアの衣装に関するたくさんのリクエストハガキありがとうございました。皆さんの煩ぼん悩のう、僕も楽しませていただきました。


    　絵を描いてくださる方、コスプレをしてくださる方、Twitterの成りきりアカウントなど、ラティメリアで遊んでくれれば僕ら作り手も本望ですので、たくさんいじってやってください。


    



    　そうだ謝辞を書かなくてはなりません。


    　でも急に思い出された感じの謝辞っておざなりな感じがするでしょう？　きっとnauribonなうりぼん先生も担当のハマダ氏も、そして読者のみんなもわかってくれてると思うんだ。


    　今、冬ですよ。窓をカタカタ叩たたくのが冬将軍なのか〆切さまなのか、もうこちとら寒さ怖さに震ふるえながら、夏祭りなんて季節外れのお話書ききれたのは、皆さまの存在あってのことさ。


    　みなまで言わしなさんな。


    　ニフェーデービル、ニフェーデービタン。あわよくばまた、三巻で。


    
      カミツキレイニー
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    カミツキレイニー


    Kamitsuki rainy


    



    上京してそろそろ十年になります。あの頃は毎日「隕石が降ってくればいいのに」と思っていました。今だって時々思ってる。

  


  
    小学館ｅＢｏｏｋｓ


    七日の喰い神２
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